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はじめに　交際クラブと私







「素敵な出会いをプロデュースする仕事です」「風俗店ではありません」

　インターネットで検索して、たどり着いた交際クラブのスタッフ募集ページには、相変わらず、そんな宣伝文句が踊っていた。

　交際クラブとは、わかりやすく言うと『愛人斡旋所』のことで、今風に言えば『パパ活女子紹介所』のことである。

　私が住んでいる新宿・歌舞伎町近くでは、今日も元気にバニラやショコラといった風俗求人宣伝カーが走っているが、ネットが普及する前、こういった求人は、主に駅前などで配られる無料の求人雑誌が担っていた。コンビニなどで売られている有料の『てぃんくる』という雑誌もあり、レディコミ作家・ラブホテル評論家である私は、それらで恋愛指南やホテル紹介の連載を持っていたこともある。

　そんなわけで、毎週のように仕事場に届く風俗求人誌を見ていて、どうにもこうにも気になる職種が『交際クラブ』だった。

　掲載されているのは、水商売系だと、おっパブ、ピンサロ、脱ぎありダンサーなどで、風俗系は、ヘルス、ソープ、イメクラ、オナクラ、エステ、ＳＭなど。そこに『交際クラブ』というカテゴリがあり、どの求人にも必ずと言って良いほど「風俗ではありません」と書かれていた。風俗求人誌に掲載されているのに、である。「自分が好きな男性とだけお付き合い」「素敵な出会い」「足長おじさん紹介」とも書かれていて、どう考えても胡散臭い。怪しすぎる。

　一体、どんな仕事なんだ。

　そう言えば、20歳くらいの頃、売れないモデルの卵みたいなことをしていた時期に、オーディションで一緒になった女の子たちが、「パパが見つかる」「個人スポンサーになってもらえる」と、待ち時間に控え室で交際クラブの話をしていたことを思い出す。

　ああ、あれか……。つまりは愛人登録して、お金持ちのパパを紹介してもらうのか。

「なんて面白そうな仕事なんだ！」というのが、正直な感想である。

　一体、どんな男の人を紹介してもらえるんだろう？

　そこで見初められて『マイ・フェア・レディ』や『プリティ・ウーマン』みたいに、シンデレラストーリーが生まれたりするのかな？

「漫画のネタになりそう！」という気持ちもあったが、それよりも、風俗求人誌にしか掲載されていないのに「風俗じゃない」と言い張ったり、「素敵な出会い」とか「自分が好きな人とだけ」とか、ふわふわしたヴェールで包んだつもりだろうがダダ漏れる胡散臭さに好奇心がそそられた。

　とは言え、それらの求人誌にガッツリ顔出しで連載している自分が面接に行ったら絶対バレるし恥ずかしすぎる。そうして断念していたのが20代～30代前半の頃である。

　その後、月日は流れ、忙しかった漫画の仕事も波が引き、気がつけば２０１５年。私は39歳になっていて、自分の将来に不安を抱えていた。

　高校を中退し、漫画家になるために上京。寮付きのキャバクラでバイトしつつ、漫画の持ち込み。20歳で結婚、22歳で漫画家デビュー。34歳で離婚。40近くなるまでキチンとした就職経験がなく、生命保険にも入っていなければ年金も滞納している。

　漫画だっていつまで描けるかわからない。容姿の衰えだって、あっという間だ。

　これから40になって、50になって、１人で生きていけるのか。結婚に頼らず、自立して生きていくなら、いつまでもフリーランスでのんびりしている場合じゃないのかもしれない。

　歳を取っても続けられる『定職』というものに就きたくなった。

　ふと、「自分が若かったら、パトロンを探せたのにな」という思いが頭によぎった。

　今こそ交際クラブに登録してみようか。

　グーグルで「交際クラブ」を検索してみた。そこには、アナログな求人時代と変わらない、相変わらずの宣伝文句が踊っていた。

　ほとんどの交際クラブは女性の登録上限を35歳くらいまでと定めていたので、その時点で私などは登録不可であった。もはや資格もないし、今更自分に商品価値などないよな、と諦めかけた瞬間、「交際クラブスタッフ募集」の文字を発見した。

　女性はプレイヤーとしてしか参加できないと思っていたが『中の人』の仕事があるのか、と目から鱗だった。思わず、募集要項を熟読した。

　そこには、週休２日、シフト制、年齢制限なし、バイトでも雇用保険あり、社員登用あり、と、まさに望んでいた求人が存在していた。アラフォーの初心者でもＯＫな事務系の仕事なんて、なかなかお目にかかれるものではない。

　私は、早速、履歴書を送った。２日後には電話が来て、シティホテルのラウンジで面接を受けたら、その場で採用になった。

　こうして私は、交際クラブで「パパ活面接官」として仕事をすることになるのであるが、思い起こせば、交際クラブの存在を知ってから、すでに20年近くの歳月が経っていたことになる。一方的な片思いが、ようやく実ったような気がして、妙に嬉しかったのを覚えている。




　１９７６年生まれの私は、女子高生がパンツや唾液やルーズソックスをブルセラショップでお金に変え、テレクラで素人売春をしていた、いわゆる援交世代の人間である。

　高校中退前後、年齢をごまかしてホステスをしていたこともあり、女性の若さや美貌はお金になる、というのは、早い段階から実感としてあった。

　ルッキズム批判も盛んな現代のご時世において言うのは憚られるが、『美人は不美人より、生涯で３億円の得をする』なんて言葉があるのも事実である。なんだかんだ、女性の容姿とお金って、切っても切り離せない関係性があるように思う。ある意味で、呪縛とも言える長い関係。

　そんな価値観の中で過ごしてきた私が、実際に『パパ活女子』を面接し、パトロン候補となる男性と面談したりして、見えてきたものは一体何であるのか。

　そもそも交際クラブって本当に風俗じゃないのか。

　システムや料金、スタッフの仕事内容は？

　一体、どんな人がやってくるのだろう。




　長年、胸に抱いてきた『女性の美貌と貨幣価値』の関係性を解明すべく、『パパ活』の現場に足を踏み入れることにした。
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はじめに　交際クラブと私







第一部　交際クラブという世界





chapter １　独断と偏見の『ランク付け』



交際クラブの相場感

交際クラブのランク付け

交際クラブは風俗なのか？

写真修整はどこまで？

面接時スタッフは女性のどこを見ているのか

男性会員勧誘はアルバム持参で

貧困女性への温情措置

４種類の交際希望番号





chapter ２　パパ活女子のリアルな実態



●佐々木希さん似のマナミさん

●月１００万円のお小遣いで囲われている地下アイドル

●熟女ＡＶ女優のＹさん

●無料結婚相談所と間違えて……？　バツイチＯＬ由紀子さん

●ただ、愛し愛されたいだけ……ニューハーフの優子さん

●整形のやり直し費用、ストーカーに悩む、大学生のＫちゃん

●旅費と宿代をパパ活でまかなう推し活女子Ｆちゃん

●芸能界の枕営業を語るグラビアアイドルＭちゃん

●省庁勤務のミスコンファイナリスト、エリカさん





chapter ３　交際クラブに集まる男性たち



交際クラブを利用する男性とは

真剣勝負の男性面談

交際クラブのシステム

印象深すぎる男性会員

●成人式帰りの女の子と会いたい！

●エジプト型の足の女性を探せ！

●週に５人、１日２、３人顔合わせ

●お金はあるのにＨに辿り着けない

●看護師16人を輩出した足長おじさん

●死別した奥さんの面影を探して……20年以上利用





chapter ４　交際クラブの裏事情



男性が求めるのはモデル・タレントより『普通の子』

交際クラブの電話対応マニュアル

本当の貧困層の女性は交際クラブに来ない

交際クラブの男性に好まれる服装

交際クラブに向いている女性

仕事に対する疑問が生じる







第二部　交際クラブの男女の本音





chapter １　愛人に収まる女・不倫する妻・割り切る女



パパ活は効率の良い『仕事』でしかない（21歳・青学ライバー・未婚）

自己肯定感が低い私の救済手段（36歳・アパレル・バツイチ）

こんなに楽に稼げていいの？（28歳・総合職ＯＬ・未婚）

パパ活は男に対する復讐です（42歳・会社員・既婚）

９人の愛人をコレクションして月30万円（49歳・弁護士・既婚）

セックスは美、パパは活力（30歳・歯科助手・バツイチ）

セックスは武器。だけど将来は不安だらけ（31歳・元風俗嬢・未婚）





chapter ２　愛を求める男・不倫する夫・施す男



嫁バレが怖くて乳首の毛が剃れない（39歳・金融・既婚）

フリーセックス志向だから結婚制度反対（46歳・出版・既婚）

風俗から３人水揚げ。富裕層の遊び（56歳・会社経営・既婚）

妻側セックスレスの果てに……（46歳・会社代表・既婚）

浮気風俗経験なし。運命の人に出会いたい（40歳・地主・未婚）

やんごとなき一族のファム・ファタール（30歳・公益法人代表・未婚）

洗濯物のなかに嫁のセクシーランジェリー（47歳・広告・既婚）







おわりに　彼女たちは何を売っていたのか




【付録】パパ活用語集









※本書は著者の体験を元に記した作品ですが、プライバシー保護の観点から人名、施設名などの一部を仮名にしてあります。
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交際クラブの相場感

「お、この子可愛いじゃん、Ｓだな。大学はどこ？」

　毎週火曜日、13時。交際クラブ『銀座サファイア倶楽部』地下の会議室では、ランク付けと呼ばれる、女性会員の本登録作業が行われる。

　参加メンバーは、54歳になる社長と、15年以上勤務しているベテランの設楽さんと、入社１ヶ月目の私。

「この子は高卒ですね。今はアルバイトみたいですよ」

　設楽さんが、社長の隣で即座に答える。高卒と聞いて興味が薄れたのか、社長は大きな鼻息と共にふんぞり返って椅子にもたれてしまった。

「面接したのは森田ですね、何のバイトなのか聞いてみましょうか」

　有能な秘書のようにテキパキと内線番号をプッシュし、上の階で作業している森田から女性の詳細を聞き出す。




『銀座サファイア倶楽部』は、毎月口コミだけで１００人以上の女性が登録にやって来る人気の交際クラブ。創業20年以上の老舗である。

『銀座』と名前についているが、銀座に居を構えているわけではない。創業当時は確かに銀座で登記したが、平成の終わり頃に引っ越し、現在では新宿区にある地下一階、地上二階からなる一軒家で運営している。

　交際クラブとは、わかりやすく一言で説明するなら愛人・パパ活女子斡旋所のことで、男女のデートをセッティングし、その対価として男性会員から紹介料を受け取り、利益をあげている。男性は、登録女性を新しく紹介してもらう度に料金が発生するが、一度紹介された女性を２回目以降のデートに誘う際はクラブに報告する義務はなく、紹介料を支払う必要もない。風俗ではなく『自由恋愛』なので、ベッドに誘われても女性は断ることができ、交際内容は二人で決める。

　交際クラブの始まりは、１９８０年代前半の女子大生ブームの頃。社会問題になった愛人バンクの流れを汲んで誕生した。

　90年代の援助交際、２０００年代のＪＫビジネス、そして現在のパパ活の裏でひっそりと生き続けてきた業種である。特別新しいわけではないが、ここ数年の『パパ活ブーム』で、にわかに脚光を浴びはじめた舞台とも言える。

　男性も女性も身分証を提示しないと入会できないため、身元の確かな人間しか登録していない。いくらでも身分を偽ることができるアプリやサイトでの出会いと違い『交際クラブ』『スタッフ』という実在の会社や生身の人間を介して紹介されるので、安心感がある。

　愛人バンクはその名の通り『愛人』という男女の仲を前提にしていたが、交際クラブは必ずしも男女の仲になるとは限らない。お茶や食事を楽しむだけの関係や、ゴルフにお供するなど、法律的に合法と呼べる範囲内での交際を前提にセッティングする。もっとわかりやすく言えば、管理売春に当たらないような範囲での紹介、ということだ。

　交際クラブは、出会いの場を提供するまでが仕事であり、紹介後に二人がどのような関係に発展するかは『自由恋愛』を前提としたスタイルとなっているため、基本的には関与しない。

　風俗ではないので、風営法に定義される業種ではない。とはいえ、自治体の条例で規制されているので、所在地によって届出が必要だったり不要だったりする。

　東京都の場合『東京都デートクラブ営業等の規制に関する条例』により、その活動に規定が定められている。

　実際に働いてみると、紹介を希望する男性の電話、入会希望の女性からの電話がひっきりなしに掛かってきて、デートの問い合わせも１日２、30件程度。女性面接、男性面談もあり、会員情報は専用のシステムで管理し、サイトの運営まで複数行なっている。写真撮影もするし、画像の修整もあるし、ランク付けなる作業もあるし、掃除も洗濯も食事当番もあるし、暗記しなきゃいけないマニュアルも各種ある。

　見事にシステム化された業務内容を目の当たりにし、「思っていたよりずっとちゃんとしているのだな」と意外性に目を見張った。あまりの忙しさに「こんなはずじゃなかった」と若干後悔もしたが、これはビジネスとしても面白いのでは、と引き込まれていった。




交際クラブのランク付け

　交際クラブの面接官は、女性会員を仕入れ、質を吟味し、ランクをつけ、素敵な写真とプロフィールでラッピングして商品化し、『自由恋愛』という名のパパ活市場に彼女たちを並べるまでが仕事である。

　毎週火曜日13時から始まる『ランク付け』では、その週に登録される女性にＭ、Ｇ、Ｓのランクが付けられる。Ｓクラスには、その上にＳＳ、ＳＳＳというランクが存在し、50万円以上の入会金と10万円以上の紹介料を支払った『特別ＶＩＰ』の男性会員だけに紹介される。

　クラブに面接に来た女性は、こうして、自分の知らないところで勝手にランクがつけられ、まるでＡ５ランクの牛肉みたいに値段をつけて売られていく。

　私は入社早々面接とランク付けの作業を担当することになったので、「女性をモノとして売り出す悪の手先になってしまったのでは」と思うと「本当にこれでいいのか」と葛藤が生まれた。しかし一方で、需要と供給があるならば、そういう世界があるのも事実なんだよな、とも受け止めていた。

　そのうちに、ランク付けをすることで、男女共にメリットが生まれるということに気付き始めた。女性はランク付けされることによって、むやみに背伸びをしなくても合いそうな相手を紹介してもらえるし、男性は１万６０００人を超える女性会員の中から自分に合いそうな相手を探しやすくなる。ランク付けを行うことで、より適切なマッチングを行えるのだ。

　良いとか悪いとかは一旦抜きにして、需要があるから存在しているのだ、という現実を受け入れて見てみれば、なるほど、よくできたシステムなのであった。




「わかりましたよ、今のバイトはイタリアンのホールスタッフ。店は六本木、シフト制で、平日休み。昼間のデートを希望しているそうです」

　設楽さんが、女性の詳細を社長に告げる。

　私は、自分のノートパソコンに表示された21歳女性のプロフィールに視線を落とす。

　にっこりと笑顔をキメているバストアップの写真は、自分がいちばん可愛く見える角度を熟知しているかのように自信たっぷりだ。日頃ＳＮＳで自撮りし慣れているのであろう。

　倶楽部の近所にある簡易的な写真スタジオで撮影した割に映えた仕上がりなのは、素材の良さがおおいに影響している。

　交際クラブに女性が登録する際、最も大切なのは写真である。

　男性会員専用サイトのページには、女性のプロフィール写真がズラリと並んでいる。

　年齢やスリーサイズ、住んでいる地域などで検索をかけて絞り込むこともできるが、登録女性は軽く１万人を超えるので、好みの女性を探すだけでも一苦労だ。

　人は見た目が９割、と言われるように、まずは写真で選ばれないことには、女性にはそれ以上チャンスが訪れない。

　年間１０００人を超える女性が銀座サファイア倶楽部に面接に来るが、

「正直な話、お小遣いの額を自己申告で８万円と言う女の子と、５万円の女の子では、外見の差は、そんなに感じられないでしょ？　５万円の女の子が普通で、８万円の子が絶世の美女か、って言われると『男性の好みによって意見が分かれそうですよね』と答えたくなるのが本音よ」

　とは、設楽さんの弁である。

　交際クラブには、水商売や性風俗業に従事していない、いわゆる素人の女性で、学生、ＯＬ、主婦、ＣＡ、保育士、看護師、研究員、フリーター、家事手伝い、など、様々な職業の女性が登録している。モデルやＡＶ女優、タレントなど、外見の華やかさが求められる職業の女性もいるが、銀座サファイア倶楽部の男性会員に人気があるのは、学生や普通のＯＬであり、派手な外見よりも清楚な方が好まれる。

　女性会員の年齢層は20～24歳が一番多く、次いで25～29歳、30～34歳、35～40歳、18～19歳、40歳以上といった感じだ。

　20年以上運営している老舗だからか、女性会員数は１万６０００人をゆうに超え、口コミだけで毎月１００人以上の女性が面接にやってくる。それに対して男性会員は２０００名に満たない。

　女性の登録は年々右肩上がりだというのに、男性会員はアプリや競合他社に流れてしまって減少傾向である。定期的な利用があるアクティブ会員はさらに少ないので、全くお声がかからないまま何年も経過している女性もたくさんいる。

　以前は男性に年収１０００万円以上という入会資格を設けていたが、最近は年収８００万円くらいであっても、本人の性格に問題がなさそうであれば合格としているのには、そういった事情がある。




交際クラブは風俗なのか？

　登録希望の女性を面接できるのは３ヶ月以上勤務し、業務内容を全て正しく理解しているスタッフのみ。登録希望の男性を面談するには、半年以上勤務し、業務内容と登録女性の情報をある程度網羅したうえで営業トークができ、入会に至るまでのクロージングスキルも持ち合わせていなければならない。交際クラブの売上に直結する業務なだけに、男性面談は責任重大なのである。

　毎週火曜日、13時から行われるランク付けのメンバーは、もう少しお気楽である。

　写真の加工修整ソフトであるフォトショップが使えることと、なかなかに気分屋で怒りっぽい社長の気持ちを、逆撫でせず、万が一何かやらかした場合でも、上手になだめることができればＯＫだ。

　毎月１００人以上の女性が面接にやってくる、ということは、週に25人以上の女性が登録する、ということだ。

　女性会員のプロフィールは、毎週水曜日の午後にサイトが更新されるので、それまでに25人をランク付けし、特注のシステムにデータ全てを入れ込んで、アップロードしなければならない。

　前の週に面接した女性の氏名、年齢、職業、住所、最終学歴、趣味、特技、スリーサイズ、出身地、本籍地、デート可能な日時、自己ＰＲといったテキストデータは、面接終了後に担当面接官が打ち込み済みなので、毎週火曜日13時の時点で、バストアップと全身の写真が揃っている女性のランクを確定させていく。女性の写真が揃わない場合は、翌週以降のランク付けに回す。

　サファイア倶楽部に登録した女性は、このように翌週に行われるランク付けを経てデビューするが、最初の２週間だけは特別ＶＩＰの男性のみの限定公開となり、ＶＩＰ会員には３週間目から、ゴールド会員には４週間後から、と、順を追っての情報解禁となる。

　全ての男性会員の目に触れるのは、デビューして１ヶ月程経過してからになるので、最初の１ヶ月間お誘いが入らなくても、それほど不安になることはない。




　交際クラブは風俗か否か。面接時に女性から質問されることがある。

　そんな時、私たち面接官は、

「交際クラブは風俗ではありません。デートクラブ条例に則り営業している会員制の紹介業です。クラブに登録して男性を紹介され、会ったからといって、必ず性行為をしなければならないわけではありません。ですが、もし、何度めかのデートで、お互いに好意を持ってそういう関係に発展しても良いな、と思った時に、どのくらいのお小遣いが欲しいですか？」

　と、お決まりのセリフを口にする。

　入社当時、私の教育係だった設楽さんが話してくれたのは、

「ほとんどの女性は、基本的に好きでもない男性とセックスなんてしたくないわけ。でも、男性が最終的に望むのはなんだかんだ言ってセックスなわけでしょ？

　交際クラブに来る女性っていうのは、どんなにおバカそうに見えても、心の奥底では、お茶や食事に付き合うだけで、本当に自分が望むような大金を稼げるとは思ってないの。

『顔合わせ』をすれば交通費として１万円もらえるけど、それ以上の金額が欲しいと思ったら、それなりの何かを相手に提供しなきゃならない。それがセックスなのか癒しなのか、はたまた別の何かなのかは女の子次第だけど。

　一応、交際クラブは男性会員様からお金をいただいて商売している以上、そのニーズに応える努力はしなくちゃいけないわけで。性行為を必ずしも約束できるわけじゃないけど、もし、私たちが紹介した後で本当に二人が愛人関係になったら、女性側の要望をあらかじめ聞いておくのは、後のトラブルを避けるためにもやっといたほうがいいでしょ？」

　ということだった。

　どのくらいのお小遣いが欲しいかと聞かれると、８割近くの女性が、

「特にこのくらい、という希望はないんですけど、相場ってあるんですか？」

　と質問してくる。設楽さんの女性面接に同行して、私は多くのことを教えてもらった。

「ある程度の相場っていうのは確かに存在するけど、こればっかりは本当に女性によるよね。交際クラブは風俗と違って、男性から誘われても、嫌なら女性は断ることができる。

　相手を選べて、自分の意思で自由に決めることができるんだから、自分が納得する金額をどうぞって言うと、だんだんその子の経歴や価値観が見えてくる。そこで臆面もなく８万円、って言ってくる子は、他の交際クラブで同じような金額を手にしたことがあるか、プライベートで似たような経験があるか、モデルやタレントなどの事務所に入っていて、自分の外見に相当自信を持っているか。

　若くて綺麗な子で、これまでに何かしら多少の芸能経験があれば、８万円から15万円くらいを言ってくる子は一定数いる。２万円とか３万円、と記入する子は、世間知らずのピュアなお嬢さんか、セックスにそれほど価値を置いていない子か、これまでにネットやアプリで売春経験があるのかな？　って思うよね。ネット売春の相場が１万５０００円とか２万円くらいみたいだから、交際クラブで、もう少し単価を高くしたくて来たのかな？　とか推察できる」

　４、５万円の金額を書く女性は、ひとまず一般的な金銭感覚を持ち合わせているのだな、と安心し、売春経験はないか、あるとしても比較的、自分を大切にしている印象を持つ、と設楽さんは続ける。

「うちの男性会員は、年収１０００万円以上って入会資格があるけど、正直な話、１回のセックスに８万円以上を支払いたがる男性はほとんどいない。ある程度の相場というものがあるとしたら、それは５万円だね」




写真修整はどこまで？

　女性の写真修整に関しては賛否両論あるようだが、銀座サファイア倶楽部では、多少の修整を行っている。

「いくらお見合い写真と同様、第一印象の写真で選ばれないと先がないとはいえ、実物と写真が違いすぎてもクレームに繋がっちゃうからさ。顔は、あまり修整しすぎると個性がなくなるから、基本的にいじらないけど、ほんの少しだけ目を大きくしたり、35歳以上の場合は、たるんだ顎や輪郭を少しだけ引き締めたり、くらいは施しといて」

　入社早々、ランク付けに配属された私に、設楽さんが教えてくれた。

　サイトに表示されている登録女性の写真を遡って見ていくと、修整が激しい時期や、人としてありえない不自然な骨格や肉付きになっている時期もあり、ランク付けスタッフのフォトショップスキルが不安定だったことがわかる。

「写真が良くない時期は、ネットでも『あそこの修整はひどい』とか書き込まれて大変だったの。だから、最近では修整を控えめにして、色味の調整、胸とウエスト、足の太さ長さの微調整、肩を少し低くして首を長く見せたりする、っていうくらいに留めてるの。

　一番シビアなのは胸のボリューム調整ね。新人がやりがちな失敗として多いのは、胸を大きくしすぎること。大きい方が男受けするからって、写真の女の子を理想的なバランスにすべく大きくしちゃうと、社長チェックで細かく突っ込まれるから気をつけてね。ランク付けの時、プロフィール欄のバストカップと写真のサイズ感が違うと社長に叱られてめんどくさいのよ。『おい、この子、胸は何カップだ？　Ｅ？　ならもっと、こう、前にせり出すようなボリュームだろう。これだと横に広がりすぎ、Ｇくらいに見える』とかね。

　まぁ、ランク付けに慣れてくると『社長が納得するバストサイズ別胸のボリュームとカタチ』に沿ってうまく修整ができるようになるから、だんだん覚えていってね」

　明らかに自分のミスで胸のサイズ感を修整ミスした場合は怒られても仕方ないと思えるが、女性が、本当はＡカップなのに、パッドがたくさん入ったブラでＣカップくらいに偽装していると、でき上がった写真は修整をしなくてもボリュームアップして見えるので、「Ａなのにデカすぎる」と怒られるし、とても華奢でアンダーが細くてボリュームが目立たないタイプの女性の時は、大きくしたのに「Ｅカップなのにこんなに小さい訳ないだろ」と怒られたりして、理不尽だと感じる場面は多々ある。

　私がランク付けに配属されたばかりの頃、

「男性が知りたいのは服を脱いだ時のバストサイズじゃないですか、女性の胸なんて下着次第でどうとでもなりますよ」

　とうっかり思ったことをそのまま口に出してしまった。

　すると社長は、

「なんだお前、生意気だな」

　と瞬間湯沸かし器のように怒り出してしまった。

　社長が機嫌を損ねると、貧乏ゆすりが始まり、口をきかなくなってしまう。

　設楽さんが、

「すみません、あとでよく言ってきかせますから」

　と必死でフォローしても、爆発した怒りはなかなかおさまらず、社長の機嫌が落ち着くまでランク付けがストップしてしまった。２時間あまり、再開されない地獄の時間を過ごして、私は悟った。

　うっかり口答えして社長を怒らせるよりかは、黙って修整し直す方が得策だ。

　男性ならではのコダワリがあるのだろうと察して、社長の意見に反論しなくなると、ランク付けスタッフとして一人前である。




面接時スタッフは女性のどこを見ているのか

　登録を希望する女性と、私たちスタッフが面接するのは高級ホテルのティーラウンジ。女性とはホテルのロビーで待ち合わせるので、この段階である程度、相手の知性やマナーの有無を知ることができる。

　男性会員とのセッティングもほとんどが高級ホテルのラウンジであるから、ホテルのドレスコードを理解しているか、ＴＰＯに合わせた装いができているか、男性会員を不快にしない立ち居振る舞いができるか、などをチェックする。

　会話の内容が刺激的なので、周りのお客様にも配慮して、なるべく静かに会話できるよう、ホテルの中でも落ち着いたティーラウンジに女性をお連れしたいのだが、大安吉日ともなるとホテルのお客様自体が多く、どこも満席、という場合もある。

　そうなると最悪の場合、ホテルの外まで出て、別のホテルか近くの喫茶店で面接することになる。こういう時、嫌な表情ひとつ見せず「大丈夫ですよ」と、ニコニコとついて来てくれる女性は、やはり男性会員からの評判が良い。




　席に着き、飲み物を注文したら、女性にプロフィール用紙の記入をしてもらう。氏名、年齢、職業、住所。本当のことを書いてもらう。

　私たち面接官と登録希望女性は、こうして実際に会うまでに、メール、電話での問い合わせ、前日確認の電話など、複数回のやり取りを行なっている。ある程度信頼関係を築くことができているので、偽名を記されることはない。

　最終学歴、趣味、特技、スリーサイズ、出身地、本籍地、デート可能な日時、自己ＰＲ文を記入してもらったら、いよいよ、お小遣いの額を決める。プロフィール用紙には『デート代』という項目があり、そこに任意の額を記入してもらうのだ。

　銀座サファイア倶楽部の男性会員には、シルバー、ゴールド、ＶＩＰ、特別ＶＩＰの４種類があり、それぞれに入会金と紹介手数料が違う。

　シルバー会員としてサービスを利用するには入会金３万円、ゴールドは入会金６万円、ＶＩＰは入会金11万円、特別ＶＩＰは入会金50万円以上が必要となる。

　女性は、Ｍ、Ｇ、Ｓ、ＳＳ、ＳＳＳの５つのランクに分けられ、Ｍはシルバー、Ｇはゴールド、ＳはＶＩＰクラスの男性用である。

　男性会員は、選んだコースによってデート可能な女性のランクが分けられていて、自分の選んだコース以下の女性も合わせてお誘いすることができる。自分が選んだコース以上の女性をデートに誘って会うことはできない。

　入会後には、シルバー会員はＭランクの女性を誘うことができ、ゴールド会員はＭ、Ｇランクの女性を誘える。ＶＩＰ会員はＭ、Ｇ、Ｓランク全ての女性を誘い放題となる。

　女性の紹介料は、Ｍランクが２万円、Ｇランクが３万円、Ｓランクが６万円である。

　当然、上のランクに行く程女性のレベルは高くなる。設楽さんが言う。

「特別ＶＩＰの男性のみがデートを許されるＳＳ、ＳＳＳランクの女性は、さすがに誰もが振り返るような美女だからさ、お小遣いの額が30万円って言われても、私たち面接官は『へへぇ！』と傅かしずくしかないのよ」

　誰から見ても美人、と言われるような女性はＳＳランク以上となり、一般的に誰から見ても男性受けしないであろうと判断される女性はＭランクに振り分けられてしまうので、ＧランクとＳランクの女性がボリュームゾーンとなり、実に多種多様な女性が存在する。

　男性相手の商売であるから、ある程度ランク分けしなくてはならないとはいえ、心苦しい作業である。

　外見の良し悪しで断ったり、年齢の上限を35歳までとしたりする交際クラブが多いなか、銀座サファイア倶楽部はそうした制限を設けていないので、40代、50代の女性も少なからず存在し、他店で断られ、登録に至らなかった女性たちの受け皿になっている側面もある。

　なぜ、銀座サファイア倶楽部は、他の交際クラブのように女性を断らないのか？

「それは、より多くの女性会員を保有することで、より良い出会いをプロデュースすることができると考えているから。この女性は人気が出そう、とか、ある程度の傾向は確かにあるけど、男の人の好みはそれぞれで、デビューしてみないと誰にどのくらいお誘いが入るか、わからない部分もあるのね。40代や50代の女性であっても、一般的に男性受けしなさそう、と思われるような女性でも、過去にお誘いが入ったという実例もあるし。蓼たで食う虫も好き好き、じゃないけど、どの女性が誰にヒットするかわからないという一面がある以上、年齢や外見だけでお断りすることはできない、っていうのがクラブの方針」

　設楽さんは、私の質問になんでも答えてくれる。

　もちろん、「老舗交際クラブとして日本一の会員数を誇りたい」という企業努力的な部分もあるが、女性スタッフのみで運営しているからか、「いくつになっても綺麗でいたい」と努力する大人の女性を応援したい気持ちも全員が持っているような気がする。




男性会員勧誘はアルバム持参で

　入会希望の男性と面談する際、私たちスタッフはランク別に分けられた女性の写真が貼られたアルバムを持参して、入会するコースを選択していただく。重たくて大変なのだが、まだ会員になっていない男性に、専用のＩＤとパスワードがなければログインできない会員専用サイトのページを見せる訳にはいかない。

　このアルバムは、当該ランクの女性のレベルがわかりやすいように選抜したメンバーを掲載しているので、男性にとっても、自分がどのコースに入れば良いかの指標になる。

　持参するアルバムの女性名は源氏名を使用し、誕生日や住所など個人を特定できるような情報は載せていない。女性には面接の際にアルバムの存在を説明し、そこへの写真の掲載の可否も伺っているので『写真公開ＮＧ』の女性写真が男性に知れ渡ることもない。

　個人情報の取り扱いは慎重であり、徹底している。身分証を提出してもらい、現住所や本籍地など大切な個人情報を預かっている手前、社会的にも人道的にもそれが流出するようなことがあってはならないのだ。何より、今のご時世個人情報の取り扱いをきちんとしていなければ信用してもらえない。

　アルバムを確認すると、年収１０００万円以上の男性は、ほとんどがゴールドかＶＩＰコースを選択することになる。

　容姿にそれほどこだわらず、とにかく若い女性と安価で会いたいとか、熟女でいいから気軽に会いたい、という男性はゴールドで充分、という感じ。

　若くて可愛い女の子、連れ歩きたくなる程イイ女、となると、ＶＩＰでなければお誘い自体ができないので、銀座サファイア倶楽部では、ＶＩＰの男性会員の数が最も多い。

　ここでひとつ、先に述べておきたいのは、ランクが高いからといって、女性へのお手当てが高くなる、というわけではないということだ。

　交際クラブは紹介料で利益を上げているので、ランクが高い女性ほど『紹介料』は高額になる。しかし、女性個人へのお小遣いに関しては、振り分けられたランクに関係なく、女性側が申告した金額になる。

　つまり、シルバー会員向けＭランクの女性でもお小遣いの希望額が４万円の人もいれば、ＶＩＰ会員向けＳランクの女性でも３万円でＯＫという人もいる、ということだ。

　入会した男性には、入金確認が取れた後、会員専用ページを閲覧できるユーザーＩＤとパスワードが発行される。

　会員専用サイトの中から気になる女性が見つかったら、クラブにメールなり電話なりで連絡し、具体的なセッティングに進む、というのが主な流れだ。

　銀座サファイア倶楽部の特徴として、『電話で詳細お伝えシステム』がある。

　会員ページには、女性のバストアップの顔写真、全身写真に加え、源氏名、年齢、最終学歴、職業、都道府県までの住所、スリーサイズ、デート可能な日時、趣味、特技、自己ＰＲなどが記されているが、肝心のお小遣いの額は記載されていない。

　女性によっては、お茶やお食事のみのデートしか受け付けません、という場合もある。男性とどのような関係を望んでいるのか、や、実際に会って話した際の印象など、文章ではわかりにくい部分でも、お電話をいただければ、詳細にお伝えできる。

『電話で詳細お伝えシステム』を利用すると喜んでくださるお客様は多く、常連になると「可愛い子が多くて選べないから、性格がとにかく謙虚な子をピックアップしといて！」なんてリクエストを寄越す御仁もいらっしゃる。

　気になる女性の詳細を電話で聞き、男性は実際に会う女の子を絞り込んでいく。

　その時に重要視されるのはやはりお小遣いの額で、５万円以上の子は、どんなに可愛く見えても、お誘いが入りにくいのが現状だ。

　男性会員は、お金が無いわけではない。気に入った女性がいれば、自分にできる範囲でサポートしたいと考えている人がほとんどだが、最初から高額を提示されると面白くないようである。同じような外見の５万円と８万円の子がいたら、男性はまず５万円の女性をデートに誘う。




貧困女性への温情措置

　交際クラブによって、登録している会員の傾向というものがある。

「麻布とか六本木、青山あたりは、ＩＴとか不動産とか、投資家とか、最近勢いのある業種の男性が多くて、普段の生活でもギャラ飲みとかマッチングアプリとかを使ってる感じかな。女性もわかりやすく華やかな方が好まれる。ザ・港区！　って感じ。

　銀座サファイア倶楽部の男性は、医者とか弁護士とか比較的お堅い仕事が多くて、経営者も最先端というよりは、昔からある中小企業でコツコツと長年勤務している方が多い。

　若い頃は真面目に勉強をしすぎたおかげで女性経験があんまりなくて、派手な女性よりも、控えめで清楚な女性がお好きで、学歴を重視する。なんとなく、うちの社長と似ているのよねぇ」

　設楽さんに聞いたところによると、サファイア倶楽部の社長は、働きながら夜学で勉強した苦労人で、交際クラブを始める前は、同じく苦労人である現在の妻と共に学習図鑑の営業をやっていた。その後、結婚した二人は独立し、人材育成、派遣の会社を作ったり、奥さんが宗教にハマったり、子供が生まれたり、と紆余曲折を経て交際クラブの経営に落ち着いた。交際クラブの経営母体は、独立後に立ち上げた人材育成、派遣業務の会社で、現在もそれなりに業績を上げているらしい。

「社長が可愛いって言う女性はね、今はもう亡くなってしまったけど、自分のお母さんに似てるのよ。お母さんに似てる女性はランクも高く付けがちだしね」

　ランク付けをしていたある日、社長がお手洗いに席を外した隙に、設楽さんが独り言のようにつぶやいた。

「だから写真の修整もお母さんに寄せがちなのよ。うちの写真修整、鼻筋通して小鼻を小さく、おちょぼ口にしろってよく言われるでしょ？　お母さんはね、そういうタイプだったんだよね」

　その結果、銀座サファイア倶楽部の登録女性の写真は、洗練された美女、というよりも、どちらかというと古風な雰囲気が漂っているのだが、結果的にその写真群に魅力を感じて男性会員が入会してくださっているのだから、感性の似た男性が集まる、ということなのだろうと思う。

「前に写真見せてもらったことがあるけど、ケン月影の漫画に出て来そうな感じ」

　設楽さんが私の目を見てニヤリ、としたので、お、これは雑談タイムか？　と思っていたら社長が戻って来た。

「おう、ケン月影がどうした」

「えー？　素敵な熟女の漫画ですよね、って話ですよ」

　顔色を変えずに設楽さんがしれっと答える。

「お前さすが！　わかってるな！　あの腰と尻の肉付きがイイんだよな～」

　社長がご機嫌になった。

　ちなみに、社長は学歴コンプレックスからの学歴フェチでもあるので、六大学、旧帝大の現役学生だと、外見に多少難ありでもＳランクにしがちである。

　このように社長の独断と偏見によって行われるランク付けであるが、意外と温情措置もあり、プロフィールにシングルマザー、介護、奨学金の返済、などといった文字があると、プロフィールを熟読し、真面目な性格の女性であると判断すれば、お誘いが入りやすいように、あえてランクを下げることもある。ただでさえ女性の会員数の方が多過ぎるのだから、本当に困っている人にはなるべくチャンスの間口は広げたい、との思いからだ。




４種類の交際希望番号

　システム上にアップされた女性のプロフィールを、社長の隣に座る設楽さんが読み上げていく。

「藤田由美子、31歳、会社員。東京都、高卒、趣味は料理、家庭菜園。１６４センチ55キロ、上から84、62、86。デート可能な日時は平日の昼間か夜遅めで、お小遣いの額は４万円、交際希望番号は③です」

　交際希望番号というのは、女性を面接する際に必ずお伺いする項目で、男性とどういう交際を望んでいるのか、あらかじめ番号を選んで設定するのである。男性が女性を選ぶ際に参考にするので、私たちスタッフは重要視している。

　交際希望内容は、左記のように４つに分かれている。




　①お茶やお食事のみのお付き合い

　②お茶やお食事を含めた、特定の男性との恋人的なお付き合い

　③五分五分、もしくは２、３回お会いする中で決めていきたい

　④積極的なお付き合い




　①はそのまんま、お茶やお食事のみのお付き合いで、体の関係は一切持つ気はありません、という意味であり、②は、基本的に最初のデートでは体の関係は持つつもりはなく、まずはお茶や食事から時間をかけて仲良くなっていきたい場合。③は気に入った相手であれば、初回からでも応じて良く、感覚としては五分五分、といった感じ。もしくは、２、３回会ってからなら応じる可能性が高い場合。④は誘われれば相手が誰であってもよほどのことがない限りお断りしません、という意味である。

　今回の由美子さんは③なので、初回のデートでベッドに誘われた場合にＯＫする確率は五分五分か、２、３回会ってからなら考えられるかも、というタイプの女性であることがわかる。

「会社員なのに平日昼間のデートってどういうことだよ」

　早速社長から細かいチェックが入る。

「このかたはシングルマザーで小学生のお子さんがいらっしゃいますね。仕事は平日休みを取れるのでその時に会えるみたいですよ。もしくは子供が寝静まってから」

「子供いくつよ」

「小学校２年生の男の子です」

「男か。家族はどうした、いつ離婚したんだよ」

「離婚したのは…………お子さんが５歳の時って書いてあるので３年前ですかね、実家が仙台で親とは別居、別れた旦那さんからは養育費の支払いが滞っているので、交際クラブに登録しようと思ったみたいですよ」

　設楽さんが、面接を担当したスタッフが詳細に記入した女性のプロフィールを、丁寧に拾い上げていく。

「５歳なんか可愛い盛りじゃないか、なんだよ、その旦那、しっかりしろよなー」

　社長はブツブツ言いつつ「写真も良いしスタイルも良いからＳでもいいんだけどな……」と何やら考え込んでいる。

「設楽さん、こいつ、どう思う？　Ｇにするか」

　女性に付けられるランクは、倶楽部と男性会員が利用するために存在する。女性本人に伝えられることはない。

　倶楽部としては、素敵な女性には高い紹介料を設けた方が高い利益になるのだが、それをあえて下げることもある。女性のお小遣いの金額はランクに関係なく自己申告された額なので、どのランクにされたとしても、女性が手にする額は変わらない。Ｓにランク付けされてしまうと、男性はその子に会うのにＶＩＰの紹介手数料６万円プラスお小遣いを支払うことになる。Ｇランクにすれば、ゴールドの紹介手数料３万円プラスお小遣いで済む。Ｓランクの女性はＶＩＰ以上の男性会員でないとデートに誘えないが、Ｇランクにしておけば、ゴールド会員の男性とＶＩＰ会員の男性から誘われるチャンスが多くなるのだ。

　性格の良い女性であれば、前述の『電話で詳細お伝えシステム』の際に、スタッフが男性にオススメすることも可能である。

　設楽さんが、女性のプロフィールを熟読して社長に伝える。

「面接したのは早乙女で、会った際の印象はネイルもしておらず、質素な印象。仕事はウェブデザイン系の事務所勤務とありますから、割と時間は自由になるのかもしれませんね。お子さんの件は男性にお伝えしてＯＫとあるので、Ｇの方がお誘い入るかもしれませんね」

「だよなー、じゃあ、Ｇにしよう」

　複雑な要素が絡み合い、ランク付けが行われていくが、最後にもうひとつ、忘れてはならない重要な基準がある。それはバランス。

　毎週平均25人の女性をランク付けしていくなかで、ランクが偏らないように、バランスよくＭ、Ｇ、Ｓを配置していかなければならないのだが、ＧとＳのバランスを取るのが意外と難しい。

　Ｍは無理に作る必要はないが、ＧとＳは半々になるか、４対６でＳ多めにしたいところである。

　どんなに綺麗な美熟女でも、38歳以上だとＧランクになってしまうので、年齢である程度分けることはできるし、顔や身長、スリーサイズ、学歴など、ずば抜けて良いところがあればＳ確定なのだが、皆それぞれに一長一短あるので、誰をＧにして誰をＳにするかは社長も慎重で、毎回最後まで迷い続ける。

　本来ならＳランクレベルの女性ばかりが揃った週でも、無理やりＧランクを作らなくてはならないし、ＧランクやＭランクの女性ばかりが集まってしまった週でも、Ｓランクを生み出さなければならないので、週によって、どうしてもばらつきが出てきてしまう。

　こればっかりは時の運である。

　ゴールドからＶＩＰにランクアップした男性会員から、

「俺、ＶＩＰにあんまり好みの子がいないんだよね、ゴールドの方が好みの子が多いからゴールドに戻りたい」

「ゴールドとＶＩＰの女の子の差って何？　たまに、ゴールドなのにむちゃくちゃ可愛い子がいたり、なんでこの子がＳクラスなの？　って微妙な子がいたりするよね？」

　といったお話をいただくこともあるが、それにはこういった事情があるのだ。

　ランク付けは、私たちスタッフも頭を悩ますことが多い部分であるが、社長が唯一出勤してきて行う業務なだけに、レア度は高い。まさに交際クラブの心臓部である。
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　前項では一般的には知られていない「交際クラブ」運営側の内幕をお伝えしてきたが、読者の中には「どんな女性が登録をしているのか？」「その動機は？」「実際に稼げるのか？」などといった、交際クラブに登録をし、パパ活を行っている女性の実態を知りたいというかたも多いのではないだろうか。そこで本項では、私がこれまでに接してきた女性の実態をお届けしようと思う。




●佐々木希さん似のマナミさん

　面接時、東京、新宿京王プラザホテルのコーヒーラウンジにいる全員が振り向いた女性が一人だけいる。

　現在、銀座サファイア倶楽部に在籍している唯一のＳＳＳランク、賀川マナミさん（29歳）は、待ち合わせのホテルロビーでも特別なオーラを放ち、周囲の人々がそわそわしていたという。身長１６８センチ、バスト96、ウエスト60、ヒップ89。とある企業の受付嬢。趣味はゴルフで彼氏はパイロット。

　顔は佐々木希さんに似ていて、確かにプロフィールの写真を見てもそっくりである。提携スタジオで面接終わりに撮影したものだが、彼女の写真は修整を行っていない。

　３歳からバレエを習い、姿勢も美しく、彼女が歩くだけで周りの空気が変わったという。

　登録されたのは５年前なので、入社２年目の私は、社内で共有している会員登録システムのプロフィールに記入された聞き取り欄でしか彼女の伝説を読むことができない。

　当時を知る設楽さんは語る。

「でもねー、彼女、ドタキャンが多いのよ」

　５年間でデートが実現した回数はわずか２回。

　問い合わせはそれなりにあるものの、いかんせんメールの返事も遅いし、電話に出ることも滅多にない。面接時に「メールや電話での連絡が１週間取れないと、お誘いは流れてしまうので、長期の海外旅行などの際は、あらかじめ倶楽部に届け出てください」というのは、全ての女性にお伝えしているので、マナミさんも理解しているはずだ。

　１週間連絡が取れないとセッティングを白紙に戻すことになっているので、男性会員に「申し訳ありません、彼女と連絡が取れなくて……」とお伝えしても、「あと１週間くらいなら待つから、なんとかセッティングしてほしい！」と言われてしまっては、従うしかない。

　特別ＶＩＰの男性は、年間50万円以上の会員費を払い、この１回のセッティングで10万円以上を倶楽部に支払う。

　マナミさんのお小遣いの希望は30万円だから、彼女とデートをし、もしもその日にベッドインできたら、それだけで40万円以上である。それにホテル代や食事代、ワインなんかも飲んでしまえば一晩で５、60万円は飛ぶ計算だ。

　そのくらいの余裕がある男性なので、倶楽部としては、何としても逃したくない、特上のお客様である。

　何度もメールをし、電話をし、ジリジリと彼女の返事を待つ。一向に返事は来ない。

「申し訳ありません、やはり彼女と連絡が取れなくて……」とお伝えすると「後２週間くらい待つから！」とおっしゃる。

　結局、２ヶ月経って彼女から「その日は無理です」とそっけないメールが来て、じゃあいつならいいのか、と尋ねると「パーティーやイベント続きで忙しいから、来月以降で」。

　男性に会う気が無いなら退会するかと勧めると、「それは嫌だ」と言う。気まぐれが過ぎる子猫ちゃんである。

　さすがに男性も、そこまでは待てない、と言うことで、セッティングは流れたが、そこからが大変である。

　相手は数少ない特別ＶＩＰのお客様であるから、先にお支払いいただいていたセッティング料はお返しし、ＳＳランクの女性を２名、セッティング料無しで紹介することでお許しいただいた。

　ＳＳ、ＳＳＳランクの女性は、特別ＶＩＰの会員様のみにご案内する特別な女性である。

　どちらのランクの女性も、紹介料に変わりはなく、１人10万円以上なので、２名を無料で紹介すれば、倶楽部としては20万円以上の赤字である。

　社長が激怒りし、一時は『紹介不可』にしろ！　と吠えていたが、本人の「来月以降で」という宣言通りに、他の男性会員とのセッティングが実現したので、首の皮一枚で繋がっている。

　ＳＳランクの女性は、全員が振り向く、とまではいかなくとも、誰が見ても美人と認めるくらいの外見である。

　唯一職業でランクが上がるのがＣＡで、会社のカレンダーに登場したことがあるとなるとＳＳランク確定である。ただし、このレベルになると、ＣＡマニアなるものが存在して「何年のカレンダーに載ったのか」「どこの航空会社なのか」「本当にＣＡなのか、国際線か国内線か」と、本人を特定しようと躍起になり、スタッフや本人とのデートの際にもしつこく聞いてくるので、だんだんＣＡということを明かしたがらなくなる。

　ＳＳランクの女性は、ほとんどが『職業：ＯＬ』としているが、銀座を歩けば日給８万円でホステスのスカウトをされそうなレベルなので、働かなくても男性からの貢物で生活できるのではないかと思う。交際クラブに登録しなくても、家賃を払ってくれる男性くらいなら、日常生活で見つかりそう、というのが正直な感想だ。







●月１００万円のお小遣いで囲われている地下アイドル

　男性からの問い合わせで「芸能人とかグラビアアイドルはいますか？」と電話がかかってくることがある。

　サロンモデル、読者モデル、ファッションモデル、アイドル、グラビア、女優、タレント、と芸能活動をしている女性はたくさん登録しているが、誰もが知っているような芸能人、となると、残念ながらサファイア倶楽部にはいない。

　我々スタッフも、それほど芸能人に詳しいわけではないので、面接時に芸名を言われても知らない場合がほとんどだ。

　オフィスに戻ってインターネットで検索すると、所属事務所のホームページに載っている子もいれば、載っていない子もいる。

　ツイッターでしか『モデル』としての活動を確認できない子もいて、ピンキリである。

　そんな中で、月１００万円のお小遣いで囲われているのが、地下アイドルのＫちゃん（20歳）である。

　千代田区の２ＬＤＫの分譲マンションを与えられ、そこで生活している。

　支援しているのは、42歳の弁護士。未婚なので、毎日マンションで一緒に暮らし、ほぼ同棲状態のようだ。

　男性は見た目も若くなかなかのイケメンなので、Ｋちゃんもまんざらではなさそう。

　紹介して３ヶ月くらい経った頃、休会の連絡が来た。

　女性は登録後、『退会』か『休会』ができる。

　退会は登録自体が抹消となり、休会の場合は、休会期間はサイト上で非表示にして紹介をストップする。

　あれから１年が経つが、まだＫちゃんから再開したいとの連絡は来ていないので、仲良くやっているのだろう。







●熟女ＡＶ女優のＹさん

　ＡＶ女優は企画、企画単体、どちらもいるが、男性会員からの食いつきがダントツで良かったのは熟女ＡＶ女優のＹさん（47歳）である。

　18歳以上であれば基本的に誰でもウェルカムなサファイア倶楽部だが、一応、45歳以上の場合、社長からの通達で事前に写真を送ってもらうことにしている。

　あまりにも生活感が漂い過ぎている女性の場合、登録してもお互い不幸になるだけなので、社長判断でお断りできるようにしているのだが、幸いなことにこれまでお断りした事例はない。

　Ｙさんの場合も、事前に写真を送ってもらい、グラマーで非常に色っぽい熟女だったので、問題なく登録まで進んだ。ランクはＧで、お小遣いの額は４万円である。

　最初は全くお誘いが入らなかったのだが、１ヶ月、２ヶ月、と経つ頃にはポツポツとお誘いが入り、３ヶ月経つ頃には頻繁にお誘いが入るので、スタッフ間で「なんで？」と話題になった。

　面接を担当した森田がおもむろに口を開く。

「私、知らなかったんですけど、結構有名なＡＶ女優みたいですよ。ハードな内容のもあるみたいで、こないだ、ＶＩＰ会員の田中さんに教えてもらいました」

　セッティングが週４ペースで続き、その後２ヶ月ほどして「忙しすぎるからやめたい」と言われ、退会となってしまった。







●無料結婚相談所と間違えて……？　バツイチＯＬ由紀子さん

　同じく47歳といえば、婚活と間違えて入会した由紀子さんも印象的だ。

　キャスターの大江麻理子さんに似た、上品でおっとりした感じの淑女で、一目で上質とわかるシルクのブラウスにベージュのタイトスカートを着こなし、手入れの行き届いたセミロングの髪がツヤツヤしている。

　年齢よりも若く見え、エレガントなパンプスが良く似合う美脚だ。

　鈴を転がすような声でコロコロと笑い、これは男性にもモテるだろうと思って話を聞いていたが、バツイチになって10年、なかなか出会いもないという。

　私は面接しながら、こんな上司だったら仕事も楽しいだろうなぁ、と思わずデレデレしていたが、なるほど、確かに同じ会社にずっと勤めていたら、離婚歴が知れ渡っていたり、結婚していると思われて対象外にされたりして、新しい出会いはないのかもしれない。

　すっかりファンになっていたので、応援したい気満々になったが、ここは交際クラブである。じっくり話を聞いてみると、どうやら「無料で紹介してもらえる結婚相談所みたいなサービス」だと思って面接に来たようだった。

　確かに男性会員には独身もいるが、８割以上が既婚者であり、愛人を探している人が大半である。

「結婚を前提としたお付き合いを申し込まれるというより、純粋に口説かれまくってしまうと思いますが、大丈夫ですか？」

　飢えた猛獣だらけのサバンナに、ウサギをそっと置いて見守るようなものなので、心配になって聞いてみた。

「大丈夫です……」と、俯き加減に頷いた彼女の頬がポッと赤くなった。

　私は察した。

　結婚相手も探したいけど、今は、純粋に口説いてくれる男性も欲しいのだな、と。

　結婚につながる真剣な出会いも欲しいけど、もう少し気軽なラブアフェアも楽しみたい、みたいな。ちょっぴりやんちゃな彼女の一面を垣間見た気がして、それ以上は何も言わず、登録の手続きを進めた。

　案の定、お誘いはたくさん入ったが、２ヶ月後、「やっぱり結婚相手を探すのは難しいですねぇ……」とため息混じりにつぶやいて、休会することになった。







●ただ、愛し愛されたいだけ……ニューハーフの優子さん

　47歳という年齢は、女性にとって、何か節目なのだろうか。

「40代後半なんですが大丈夫でしょうか……」

　と控えめな声で問い合わせをして来てくれた優子さんも、事前の写真審査で年齢より若く見え、スタイルも良かったので面接に来てもらったうちのひとりだ。

　待ち合わせのホテルロビーで、おや、と思った。

　身長１７２センチに５センチヒールを履き、ミニ丈のシルバーホワイトのスカートスーツを着ている。スタイルは確かに良いが、水商売か、保険の営業か、それにしても今時珍しいファッションかもしれない。

　膝上20センチのミニスカートからスラリと伸びた脚は真っ直ぐで綺麗だけれども、女性らしい脂肪の柔らかさが感じられない。

　でも、顔は美人さんだし、体型は人それぞれだし仕方ないよな、と、ティーラウンジに向かう。

　本人確認の免許証を出してもらい、優子さんが男性であることが判明した。写真は今の優子さんと変わらないけど、名前欄に記載されているのはゴリゴリの男性名である。動揺した。まさか本当にニューハーフだったとは。

　とはいえ、女性の名前で問い合わせて来て、メイクも髪も服装も、女性として存在している優子さんを、「戸籍上は男性だから、ニューハーフだからダメです」と帰すことはできない。

　動揺を悟られないように、

「あ、免許証は男性の名前のままなんですね。身も心も女性ということで、男性と出会いたい、ということでよろしいでしょうか？」

　と確認していく。

　雨に濡れた子犬のように不安そうな表情をしていた優子さんだったが、否定されなかったことで安心したのか、すぐに人懐っこさを発揮した。

　今はニューハーフパブでホステスをしていること。それだけだと生活が厳しいので、コンビニでアルバイトしていること。これまでに何度か、ニューハーフヘルスで働いたこともあること。このあいだ、２年付き合っていた彼氏と別れてしまったこと。先のことを考えると、またヘルスに戻るしかないのか、と不安を抱えていること。親には勘当されて、孤独であること。次から次へと身の上話をしてくれる優子さん。何よりも「愛されたい」「愛したい」という切実な思いを抱えているのが伝わってきた。情にほだされてしまったといえばそれまでだが、なんとかして、彼女を孤独から救えぬものか。

　とはいえ、面接にニューハーフが来た場合の対処法なんて、マニュアルには存在しない。

「正直、こういうケースが初めてなので、登録できるのかどうか、わかりません。でも、上司に確認しないことにはどうにもならないから、電話で聞いて来ます。ちょっとだけ、待っててくださいね」

　と、席を離れ、ホテルの外から設楽さんに電話した。

「え、優子さんニューハーフだったの？　でも声、女の人だったよね？　あれ？　うーん、でも、どうだろう、体は完全に女性なの？」

　さすがはベテランである。驚いたのは一瞬だけだ。

「両方付いてます」

「玉アリ竿アリかー、胸は？」

「女性ホルモンの注射だけで、Ｃカップだそうです」

「見た目は違和感なく女性？」

「背が高くて細いので骨っぽい印象はありますが、綺麗です！」

「…………わかった、社長に確認するから、今日は一通り面接を撮影までして来て。彼女には、登録可能かどうかは後日連絡すると伝えてもらえるかな」

　電話を終え、席に戻る。

　正直に倶楽部としての見解を話し、

「お誘いが入るかどうか、保証はできないけれども、それでも、登録を希望するかどうか？」「両方付いている、というのは男性にお伝えしても良いか？」

　などを確認する。

　男性にお伝えすること、しないことを、いつも以上に真剣に振り分けた。

　この週のランク付けは、社長が荒れるかも……と心配だったが、写真を見て、プロフィールを読んで、一言「いいんじゃない」で終了した。ランクはＧでお小遣いは２万円。

　問い合わせは７件あり、そのうち１名とデートが成立した。







●整形のやり直し費用、ストーカーに悩む、大学生のＫちゃん

　基本的に誰でもウェルカムな銀座サファイア倶楽部だが、本人から登録を断られる『登録辞退』以外に、登録した女性に知らせることなく『紹介不可』として取り扱うケースも稀にではあるが存在する。

『紹介不可』には、サイト上にも写真やプロフィールが表示されないものと、サイト上には表示されるが、『要注意人物』として『電話で詳細お伝えシステム』の際に、後々クレームになりそうな情報を事前に告知して男性会員に判断してもらう、という２パターンがある。

　サイト上に表示されない『紹介不可』は、男性会員からのクレームが多すぎる女性で、本人に忠告しても改善が見られない場合、強制的に取られる措置だ。

『要注意人物』として取扱い注意になるのは、リストカットの痕が多すぎる女性と、ワンポイント以上の大きなタトゥーがある女性である。

　滅多にいないが、ファッションの域を超えた大きさのタトゥーや、模様のようにボコボコと盛り上がった、50本以上はあろうかと思われるリストカットの痕があると、さすがに男性会員が引いてしまうし、テープで隠しても悪目立ちしてしまう。

　どちらも面接時に『電話で詳細お伝えシステム』で事前に男性に知らせておくかどうかをしっかり確認しておく。

　秘密にしたいと言われたら、とにかくテープで隠してもらうようお願いするが、お問い合わせをいただいても、スタッフ側から積極的にオススメすることはない。

　整形費用やエステ代など、美容に投資したいと交際クラブの門を叩く女性は多いが、整形手術に失敗して多額の借金を抱えてしまった女性もいる。

　大学生のＫちゃん（21歳）は、豊胸手術をしたが失敗してしまい、やり直しの手術をしたら１４０万円の借金を抱えてしまった。

　寮に入っているので門限もあるし、キャバクラなどではバイトができない。

　待ち合わせ場所で彼女を遠目で見たとき、あまりの美人さんなので驚いた。

　しかし、近付いて見ると、今は薄メイク全盛の時代なのに、異様にメイクが濃い。ファンデーションなんて顔全体に均一に塗り込んでいて、マネキンみたいだ。ちょっと怖い。

　よくよく話を聞くと、顔にヒアルロン酸やボトックスを打ったり、レーザーを当てたりしたら、凸凹になって肌色もまだらになってしまったという。

　さらに、Ｋちゃんの左腕には、３本のリストカットの痕があった。

　３本ということは、これまでに何度かリストカットをしているということであり、今後も不安定になる可能性があるのかもしれない。紹介不可にするか迷ったが、「これは若気の至りで、とても後悔しています。整形失敗も顔のことも、ちゃんと自分で受け止めて、前に進もうって決めたんです」と、まっすぐ目を見て言ってくれたので、これ以上リストカットすることはないかな、と信じることにした。

　男性から問い合わせがあった際にはリストカットのことを伝えることにしたが、それが原因でお誘いが流れることはなかった。

　２ヶ月後、退会希望の連絡が来たので理由を尋ねると、借金を全て肩代わりしてくれて、毎月固定でサポートしてくれる男性が見つかったという。

「リストカットの痕も、レーザーで消せるみたいで、その費用も出してもらえるんです」

　と嬉しそうだった。

　しかし、半年後、

「彼がストーカーみたいになっちゃって、別れたくてもしつこくて別れてくれないんです」

　と電話が来た。

　個人的にはとても心配したが、交際クラブは紹介するまでが仕事であり、紹介した後は『自由恋愛』ということで、基本的には関与できない。

　相手の男性会員の特定はできたが、だからといって、迂闊に介入するわけにはいかない。

　警察に相談するように伝え、もし、万が一、警察が対応してくれなかった時は再度連絡してもらうことにした。幸いなことに、その後、彼女からの連絡はない。







●旅費と宿代をパパ活でまかなう推し活女子Ｆちゃん

　男性会員が地方にいるので東京の女性を地方に招いてデートしたい場合や、女性が地方に住んでいるので東京に呼んでデートしたい場合など、男性が旅費、宿泊費を全て負担するのであれば、国内限定でセッティングを承っている交際クラブは多い。これを利用して、旅費と宿泊費を浮かせて男性アイドルの追っかけをしているツワモノもいる。

　福岡に住む19歳のＦちゃんは、高校を卒業してフリーターをしている。

　大阪、名古屋、北海道にはすでにパパがいるが、東京のパパが切れたので、新たに募集しようと面接にやって来た。

「コンサートのチケットが当たったら、それに合わせて上京するから、そのタイミングで呼んでもらえたらベストだけど、友達のところにも泊めてもらえるから、お小遣い以外に旅費やホテル代を上乗せしてもらえたらラッキーだな、と思って」

　とてもちゃっかりした女の子だ。

「旅費とかホテル代をもらえなくても、東京に来た時にお小遣いがもらえれば、それはそれで良いし、交通費をもらえたら３万円以上になるし、家に泊めてご飯奢ってくれるなら、別にお小遣いもいらないかな」

　なんて、ニコニコしている。

　なるほど、そういう利用の仕方もあるのだな、と妙に感心してしまった。







●芸能界の枕営業を語るグラビアアイドルＭちゃん

　芸能界の枕営業について語ってくれたのはグラビアアイドルのＭちゃん（24歳）だ。

　過去にＤＶＤを１枚出し、最近は撮影会にたまに参加する程度の活動しかしていないという。これまでに小さな事務所を転々としていて、今は割と有名な事務所のレッスン生もしている。

　ツリ目がちでキリッとした顔立ちなので好き嫌いは分かれるかもしれないが、天然のＧカップバストを武器に、ギャラ飲みで生活費を稼いでいるという。

　でも、それだけだと心許ないので、もう少し稼ぎたい、とのことだった。

　以前は業界限定のクローズドな存在だったギャラ飲みだが、最近では業界以外の人々もギャラ飲みと称して飲み会を開催しているようで、芸能人の卵とかアイドルレッスン生とかモデルとか、知り合いの知り合いといった遠いツテを辿って、女の子たちが集められているという。

　女の子を取り仕切る首領みたいな女性もいて、グループＬＩＮＥで管理されるらしい。

　Ｍちゃんは、飲み会に参加して毎回１万円から３万円のギャラはもらえるものの、愛人のお誘いは滅多にされないらしく、交際クラブに登録しようと思ったと話す。

　芸能関係の仕事をしている女の子は、交際クラブ面接の際に「枕営業できる子だと思われるのは困るので業界の人はＮＧで」とか「アパレル系の社長は紹介しないでください」「化粧品関係の男性は紹介しないで」などと制限を設ける子が多いのに、Ｍちゃんはどんな職種の男性でも紹介ＯＫで、交際希望内容も「積極的なお付き合い」の④に丸を付けていた。

「いやいや、むしろこうやって出会って気に入ってもらえたら仕事につながるかもしれないじゃないですか。枕営業って言われても、気にしなきゃいいんですよ」

　と、あっけらかんとしている。

「枕営業って、嫌々したり、させられたりするものなんじゃないの？」

「そういう人もいるかもしれないけど、私の周りでは、そういうの枕営業っていう認識はなくて、いろんな男性とお付き合いして経験を積ませてもらうって感覚かな。Ｈすることで、自分じゃ行けないような会員制のホテルとかレストランとか旅行とか行けて、バックステージとか入手困難なコンサートにも行けて、ヘリとかクルージングで色んな景色見せてもらって。その結果仕事までもらえたらそれはそれでラッキーだけど、仕事と引き換えにカラダを差し出す、みたいな考えだと、芸能界にいたら病んじゃうんじゃないかな。セックスなんて、ほんと挨拶みたいなもんだよ。挨拶しただけで仕事くれとか、ありえないでしょ。可愛がってもらう方が大事だと思うんだけど」

　と笑って八重歯を覗かせた。

「お小遣いの額はどうしようかな、２でもいいんだけど」

　なんて、謙虚な数字を言ってくる。「Ｇカップバスト」「24歳」「グラビアアイドル」というスペックなら、平気で８とか言う女の子もいそうなのに。

「それじゃあ、いつものギャラ飲みとかわらないんじゃないの？」

　と聞いたら、

「それはそれ、これはこれ。出会いが増えればそれでいいかな」

　と、手元のアイスティーに視線を落として微笑んだ。なんだかちょっと、語尾に諦めているようなニュアンスが感じ取れた。少しだけ、投げやりな言いかたのように聞こえたので気になった。

　ギャラ飲みにしろ、交際クラブにしろ、お金はある程度コンスタントに稼げているから、男性が持っているお金よりも、その男性が持っている人脈やバックグラウンドによる恩恵を受けたいということなのだろうか？　今はグラビアアイドルをしているけれど、ずっと芸能界にいようと思っているのだろうか？　グラビアアイドルを足がかりにして、いつかは女優になりたいとか思っているのだろうか？　お金持ちの彼氏を見つけて、芸能界を引退しようなどとは考えないのだろうか？　仕事をもらうより可愛がってもらう方が大事って言ってたけど、可愛がってもらうその先には一体何があるのだろう？

「Ｍちゃん、夢ってあるの？」

　もしも、明確な夢があるなら。それを男性に伝えた方がステップアップして行きやすいかもしれない。

「う～ん……ほんとは、ちょっと、わからないんだ」

　急な質問に不意を突かれたのか、それがＭちゃんの本音かな、と思った。

「あ、そうか、それで、愛人？」

　面接の最初に、Ｍちゃんが「ギャラ飲みでギャラはもらえるけど愛人のお誘いは滅多にされない」と言っていたな、と思い出す。裏を返せば、愛人のお誘いが欲しいということではないだろうか。Ｍちゃんは、彼氏はいないのだろうか。いなさそうだけど、なんだかちょっと聞きにくい。

「……誰かの愛人になって、夢を考える時間が欲しいかな」

　Ｍちゃんが、つぶやいた。







●省庁勤務のミスコンファイナリスト、エリカさん

　交際クラブの男性会員は女性の写真やプロフィールを見ることができるが、女性は相手の男性がどんな顔をしているか、実際に会うまではわからない。

　知り合いにバレたくないと考える女性は多いが、ある時、異様なまでに「事前に男性の顔や職業を教えてもらえないか」とその一点に執着している女性がいた。

　省庁勤務をしているエリカさん（29歳）である。

　某ミスコンファイナリストで、受賞経験もある。

　仕事内容を伺うと、確かに、世間にバレると週刊誌を賑わしそうな経歴であった。

　１６３センチ、バランスの良い全身、小顔。これまで一度も染めたことがないという黒髪をハーフアップにしている。お嬢様然とした清楚な外見、ハキハキと聡明さをうかがわせる話し方。おそらく、ＳＳランクは確定だろう。

　しかし、なぜ、こんな素晴らしい女性が交際クラブに？　お金に困っているわけでもなさそうだし、周りにいくらでもハイスペックな男性がいそうなのに。

「周りの同年代の男性は、ほとんどが学生時代からの彼女と結婚してしまって。年上の男性はみなさん家庭をお持ちですし、出会いがないんです」

　とのことだった。

　結婚に焦っていると周りに思われるのは嫌だし、結婚相談所に入会したら、それはそれでバレそうだし、周りの人に紹介してくれ、というのも……ということで、周りの人たちとは接点のなさそうな交際クラブに登録しようと思ったらしい。

　しかし。しかしである。

　もしも万が一バレたら、彼女のキャリアにも傷がつくし、所属している省庁でも大問題になるだろう。今後の恋愛にも影を落としてしまうかもしれない。いくら、交際クラブは風俗ではありません、と言ったって、世間は「胡散臭い」「肉体関係ありの愛人だったんだろう」と受け取るのではないか。

　男性会員は、彼女の経歴を伏せても、写真だけで喜んでお誘いするだろうが、バレた時のことを考えると、個人的に、やめておいた方がいいんじゃないかと思った。

　顔写真非公開にもできるが、その場合はミスコン入賞の経歴などは書かないとお誘いは入らない。顔写真だけ出して経歴を伏せる手もあるが、それでも、万が一バレた時のことを考えるとリスクの方が高い。

　本人も迷っているようだし、「登録は一旦保留にして、お家で一晩考えてから決めませんか？」と打診してみたが、「でも、本当に出会いがないんです……」と帰ろうとしない。

「交際クラブは既婚者の男性が多いですし、彼氏というよりは愛人関係になると思いますよ」と説明しても「それは大丈夫なんです。相手の職業や顔を事前に教えてもらえれば」と粘りを見せた。愛人でも良い、という発言は意外だったが、それだけ「出会いがない」というのは切実な悩みなのだろう。とはいえ、そもそも男性の顔写真が載ったプロフィールなど無いし、了承を得ずに男性の個人情報を事前に女性に教えるわけにはいかない。彼女が登録してくれたら、男性会員も会社も喜ぶだろうが、うちでは彼女が望む形での登録は不可能である。

『登録不可』として面接を切り上げることも考えたが、この様子だと、彼女は他の交際クラブにも問い合わせをしそうな雰囲気である。他の交際クラブなら、もしかしたら男性会員の情報を教えてくれるところもあるのかもしれない。でも……。

　悩みに悩んだ末、私は、サファイア倶楽部ではない、別の交際クラブをすすめてしまった。会社からすれば背信行為である。

「どうしても交際クラブに、ということでしたら、銀座に、芸能人やタレントばかりが登録する交際クラブがあります。そこは、女性の写真もプロフィールもサイトに載ることはなくて、一切の秘密が守られます。紹介される男性もたった一人ですけど、そこの方がバレなくて良いかもしれません。本当は、うちとしては登録していただきたいです。でも、バレた時のことを考えると……うちではエリカさんを守りきれないと思います」

　その場で携帯を取り出し、検索したエリカさんは、記載されている情報が少なすぎる簡素なＨＰに安心したのか、「このクラブに問い合わせてみます。サファイア倶楽部に登録するかは明日お返事します」と、ようやく帰って行った。

　長時間の面接になったうえに、当日登録にならなかったので、会社に戻ったら、設楽さんに理由を説明しなければならない。私は、エリカさんが省庁勤務で、有名なミスコンファイナリストだからバレるのを過剰に気にして、男性会員の情報を事前に知りたがっていたことを報告した。迷っていたので、明日返事をもらうことになっていると話すと、設楽さんはエリカさんの名前とミスコン名で検索した。一発で彼女の情報がたくさん出て来たのを見て、

「これは確かにバレるかもね～。ま、うちが男性会員の情報を伝えることは無理だから、登録するならそこは納得してもらわなきゃいけないけど」

　と、いつもと変わらぬ様子で私の話を聞いてくれる設楽さんを見て、私は胸が痛んだ。

　別の交際クラブをすすめてしまったことは言えなかった。

　翌日、エリカさんから登録辞退の電話がきてホッとした。

　社長は惜しがっていたが、仕方ないと自分に言い聞かせた。
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交際クラブを利用する男性とは

　パパ活アプリや出会い系サイト、インターネットの掲示板など、手軽で便利に女性と出会えそうなサービスが乱立する中で、交際クラブを利用する男性とは、どのような属性なのだろうか？

　サファイア倶楽部は、年収１０００万円以上の精神的、経済的にゆとりのある男性を入会資格としているが、アクティブ会員は年収２０００万円以上であり、一番年収の高い人は数億円である。

　最近は女性会員があまりにも多すぎるため、性格的に問題がなさそうであれば年収８００万円以上でも入会をＯＫする場合もある、というのは前述の通りだが、１０００万円以下だと、そう頻繁に遊ぶことは難しい世界だ。

　男性会員約２０００名のデータからは、会社経営者、医者、弁護士、個人投資家、不動産、外資系勤務、といった職業が多いことがわかる。

　サファイア倶楽部に限っては、ＩＴ系の男性会員はほとんどいない。既婚者は８割程度で、残りの２割は未婚の男性、離婚、死別などである。

　入会する男性、というのは、大半が学生時代勉強を頑張りすぎて、女の子と遊んで来なかった男性だ。

　若い頃はお金もなく、女性にもモテず、勉強に励み、一生懸命努力して来た。

　40を過ぎて社会的地位も名誉もお金も手にした今、若い頃に体験できなかった青春を取り戻したい、という気持ちが強い。

　既婚者であっても、いわゆる『モテるタイプ』ではなく、婚活市場において女性たちから『優良物件』と言われるようなタイプが多い。決してイケメンではないけれど、真面目で優しくて稼いでくれて、浮気の心配もなさそう、といった感じだ。

　おじさんたちは、若い頃から女性とあまり交流して来なかったので、仮に街中で自分好みの素敵な女性を見かけたところで、恥ずかしくてナンパなんてできっこない。

　立場的にも、おいそれとナンパなどできはしない。部下の女性を可愛いと思っても、口説く勇気もなければ、昨今の風潮からサシ飲みにでも誘えば、たちまちセクハラ扱いされて社内で問題になる可能性だってある。

　キャバクラにいるような派手な女性は苦手だし、かといって普段の生活では女性と知り合う機会もない。

　彼らにとって交際クラブは、自分が一番苦手な『女性と会うまでの段取り』を全て代わりに行ってくれる、有難いサービスである。

　女の子に慣れていないので、セッティングまで代行してもらえるのは心理的な負担が軽い。サイトを見て気になった女の子がいれば、クラブに電話をしてスケジュールを調整するだけでセッティングしてもらえるのだから、仕事で忙しい中でも、時間的な負担も軽減される。

　アプリやサイトでは良い女の子に会えない、ドタキャンが多くうまく出会えない、写真と違い過ぎる女性が多くて疲れた、お金にがめつすぎて引いた、という声も多く聞く。

　交際クラブを使用する男性は、自身の社会的地位もあるので、その存在を脅かすような、どこの誰ともわからないような女性と交わるのは避けたいと考えている。

　プロや風俗が嫌なのは、不特定多数と性的な関係を築いている女性は自分をお金としてしか見てくれない、自分もそんな相手を大切にしたいと思えない、という気持ちと、病気のリスクが増えそうだ、という気持ちがあるからだ。

　企業案件専門の弁護士、並木氏（44歳）は面談時、辛辣な意見をぶつけてきた。

「最近はＳＮＳで自己表現できるし、自己啓示欲も満たされるので、アプリやサイトで見ていると、自分に価値があると勘違いしている若い女性が多い。写真は加工ばかりで実物とは大違いだし、整形やメイクでナチュラルな美とは程遠い。それなのに、お茶や食事を共にしただけで、２万円とか３万円をくれと言う。応じる男性もいるのかもしれないが、僕はそんな女性に奢ったうえで数万円をあげられるほど心は広くない。そんな子に５万円使うくらいなら、30代以上の大人の女性とゆったり過ごす。謙虚さがないと続けたいとも思わない」

　交際クラブというと、こっそり利用するイメージを持つかたも多いかもしれないが、サファイア倶楽部は女性会員同様、男性会員も「知人の紹介」が多い。

　大抵は酒の席で話題になり、具体的なクラブ名を耳にするらしい。並木氏も、弁護士同士の懇親会で同席した後輩から交際クラブの存在を教えてもらったと言う。

　彼らは、ただ単に性欲処理の相手を探している訳ではない。

　できることならば、心の通いあったお付き合いをして、相手に喜ばれたいのである。自分が知らない世界を知りたいという知的好奇心もあるのだろう。

　交際クラブであれば、身元のしっかりした女性と安心安全で確実に出会えるし、スレていない素人の女性を探せると思っているのだ。

　土地開発関連の会社でコンサルをしている平井氏（52歳）はこう話す。平井氏は去年まで別の交際クラブを利用していた。

「僕が利用していたクラブは六本木にあったんだけど、若い子が多くて。一緒にいても周りの視線が気になるし、会話も噛み合わないし、疲れちゃったんだよね。若いのになんだかプロっぽいし。キャバクラとか銀座のお姉さんとも違って、なんていうのかなぁ、普通の女の子のふりをしている感じというか。学費がなくて困ってて、と言うわりに、いつも違う綺麗な服を着てたり、毎回違うネイルだったりしてね。ベッドでもあっさりしてる子ばかりだし、早く帰りたそうにしてるし。なんだかなぁ、と思って」




　コンラッドのロビーラウンジで、ガラスのプレートに並べられた一口サイズのお菓子をつまみながら「僕は食べるのが好きだから、一緒に食事を楽しめる女性が欲しくて。ダイエットしてるからってちょっとしか食べない女性は苦手なんです」と話すのは、建設関係の会社に勤める宮脇氏（47歳）だ。奥さんは女医で、普段は別居している週末婚を続けて10年ほどが経つと言う。宮脇氏は普段、千葉で賃貸物件に住んでいるが、奥さんは都内にマンションを所有している。

「そのくらいの距離感が僕たちはちょうどいい。もう、15年くらいセックスはしてないけど、元々子供を作る気は無かったから、ずっと友達みたいな感じで。それはそれで楽しかったけど、ちょっとお金に余裕ができたから、他の女性ともデートしたいな、と思って」

　寂しい、癒されたい、疑似恋愛がしたい、家庭と仕事以外の場所が欲しい、趣味を共有して気分転換に付き合ってくれる女性が欲しい、イイ女と出会いたい、セックスがしたい、男性として見られたい…………交際クラブに男性が求めるものは様々だが、いずれにせよ、交際クラブはお金のかかる遊びであることに間違いはない。




真剣勝負の男性面談

　サファイア倶楽部は老舗なので、長年利用してくださっている会員様も多い。

　コロナになって一時期は半減したが、新規入会の会員は平均月に10件程度である。

　男性会員の面談は、基本的に銀座周辺のシティホテルのティーラウンジで行われる。

　男性会員から指定があれば、その場所に赴く。

　会員でなければ入れないお台場のベイコート倶楽部を指定された場合、私たち面接官は駅など指定の場所で男性にピックアップしてもらい、一緒の車で連れて行ってもらう。

　私たち面接官にとって、男性面談は自分自身が丸裸にされてしまう真剣勝負だ。

　私たち女性スタッフを見て、クラブに登録している女性のレベルを推し量られてしまうので気が抜けない。

　メイクはもちろん、身だしなみ、所作、雰囲気、それら総合的な女性としての魅力がなければ、男性はその気にならない。自然と、メイクにも気合が入る。

　お茶を飲みながら雑談を交え、サファイア倶楽部の特徴や使い方、どのような女の子が登録しているかの説明をする。

　ほかのクラブを利用したことがあれば愚痴を聞き、「当店ではそのようなことはございません」と微笑みつつ、同じ轍を踏まないようにしっかり脳裏に焼き付け、情報をスタッフ間で共有する。

　４時間程度の面談になることは日常茶飯事で、下手すると５、６時間一緒に過ごし、昼過ぎにお会いして夕食までご馳走になってしまう、なんてこともある。

　男性会員の性格によっては、きちんと営業した方がスムーズに入会まで促すことができるパターンもあれば、「この人は営業されるのを嫌いそうだから、男性から倶楽部の詳細を訪ねてくるまでは、聞き役に徹しよう」と、時間をかけて付け入る隙を窺うパターンもある。

　本来であれば、面談した当日に、入会を決意させ、入会手続きの書類にサインとハンコをもらうまでがミッションなのだが、相手は百戦錬磨の経営者や企業戦士であるから、一筋縄では行かないことも多い。

「君は、営業トークを一切して来なかったのが良かったよ」

　と、後日、ご入会いただいたこともある。

　交際クラブの売り上げは、この新規男性会員の獲得と、既存会員がどれだけアクティブに利用してくださるか、に掛かっているので、今後の利用システムに関しては、しっかりとご理解いただけるまで、何度でも繰り返しお伝えする。

　利用規則には「女性が嫌がることをしない」「公序良俗に反するようなことはしない」「当倶楽部はあくまで男女のセッティングを行うまでが仕事であり、その後は『自由恋愛』として介入しないこと」「初回顔合わせの際は女性に交通費として１万円お支払いすること」などが記載されており、退会の手続きに関しても説明がある。

　入会するには、所定の入会金と会員費を支払い、入金確認が取れた時点で、会員用ホームページを閲覧するためのＩＤとパスワードが発行される。

　会員専用ホームページは、名刺や身分証明書、収入証明を提出して、クラブの正式な会員にならないと閲覧することすら許されない秘密の花園である。

　面談時に、実際にどんな女の子が登録しているのか、そのサイトを見てみたいとおっしゃる男性が多いので、私たち面接官は、各ランク女性のプロフィールが載ったアルバムを持参している。これは、ダミーやサクラの女の子ではなく、実際に会える女性である。

　会員になっていない男性に、会員専用ホームページの中身をお見せすることは何があっても無い。

「仕様が知りたい」

「どんなページなのか見てみないと入会できない」

　などと言われても、断固として応じない。

　しかし、そうすることで、自分たち男性の個人情報もきちんと守ってもらえる、と安心するようだ。




交際クラブのシステム

　サファイア倶楽部では、女性の面接時、どのような交際を考えているか、①から④までの数字で選んでいただいている。前述したが、




　①お茶やお食事のみのお付き合い

　②お茶やお食事を含めた、特定の男性との恋人的なお付き合い

　③五分五分、もしくは２、３回お会いする中で決めていきたい

　④積極的なお付き合い




　の４つは、男性側でも同じ内容で共有して理解してもらう。

『電話で詳細お伝えシステム』の際に、

「この女性の交際希望内容は③で、五分五分、もしくは２、３回お会いする中で決めていきたい、という女性のようですね」

　というようにお伝えする。

　男性からは、

「①がついていない女の子で、お小遣い５万円以下で探してください」

「④の子で26歳以下でお願いします」

　などリクエストをいただく際にも利用する。

　サファイア倶楽部のオフィスの壁には、男性会員のファイルが２０００名分ズラリと並び、シルバー、ゴールド、ＶＩＰ、特別ＶＩＰとコースごとに分けられている。

　ファイルには、デートのお誘い内容が記されたＡ４サイズの『セッティングシート』が綴じられている。利用が多い男性会員のファイルは当然重たくなり、なかには分厚い電話帳のようなボリュームのものも存在する。

　男性は会員になると口座が開かれ、『お誘い』は、男性からの入金が確認されてからでないと、我々スタッフは手をつけない。

　紹介手数料は女性のランクによって違うので、Ｍランクの女性の場合は２万円、Ｇは３万円、ＶＩＰは６万円を支払ってセッティングを行う。

　その都度振り込む男性もいれば、あらかじめまとまった額を支払っている男性もいるので、その場合は残高を確認し、お金が足りているかを確認する。

　足りなければ、差額の振込が完了するまで、お誘い作業はストップとなる。

　男性会員から女性をお誘いしたい旨の連絡が入ると、私たちスタッフはまず入金状況を確認し、問題がなければセッティング作業に取り掛かる。

　セッティングシートに、男性がデートを希望する女性の会員番号と名前、デート希望の日時、待ち合わせなどを聞き取り、記入していく。

　これを『お誘い』と呼び、「お誘いが入る」「お誘いが流れる」「お誘いが確定する」などと使用する。

　男性会員からは、第一希望から第三希望までの女性をピックアップいただいているので、第一希望の女性から順に、「○月×日△時から、会員の□□様よりお誘いです。待ち合わせ場所は××で、お食事をご一緒したいそうです」といった感じで、メールなり電話なりで連絡していく。

　第三希望までで決まらなければ、追加で男性会員様に女性をリストアップしていただき、スケジュールが合う女性が見つかった時点で、お誘いが確定する。

　女性によっては「その日は都合が悪いのですが、翌日なら大丈夫です」とか「その日は残業があるので、指定された時間の一時間後なら大丈夫です」「食事よりお茶の方がいいです」などリクエストがあるので、その都度男性に伝えて、調整していく。

　お誘いが確定した後でも、男性会員から「女性の食事の好みを聞いてほしい」とか「待ち合わせの場所を変更したい」など追加のリクエストが入ることも多いので、実際に二人が会うまでに平均５回以上のやり取りが行われることとなる。

　男性用、女性用、内容ごとにメールのテンプレまで存在する。

　デート当日は、待ち合わせ場所で無事に会えたら、女性からメールで連絡をもらうことになっている。これは、人違いを防ぐためである。

　男性がお誘いの連絡を入れてから、女性会員と無事待ち合わせ場所で会えるまで、このセッティングシートは連絡を受けたスタッフの間を何度も行き来する。

　週に２、30件のセッティングが常に動いているので、オフィスに並べられた机の島の真ん中にはセッティングシートをまとめておくファイルがある。

　動きがある都度、スタッフはそこからシートを取り出し、全員で情報を共有できるように、進行状況を記入し、また元の場所に戻す。

　セッティングシートに動きがある都度、パソコンの会員管理システムデータにも情報を反映させ、オンラインでもオフラインでも、情報が同じになるよう、随時更新していく。

　セッティングが立て込んでカオスになった場合、セッティングシートがどこにあるのかわからなくなることも多いが、そういう時でもシステムに入れば状況がわかるようになっているのだ。

　男性面談では、身分証の提出の後、収入を証明する書類を拝見し、会員規則を理解していただき、利用の流れを説明するが、セッティングの流れに関しては、「習うより慣れろ」で、まずは気に入った女の子をどんどん誘ってみるほうが理解しやすいと思う。




印象深すぎる男性会員




●成人式帰りの女の子と会いたい！

　クリスマスも過ぎて年末年始ともなると、家族サービスを行う男性会員が多いので、交際クラブは閑散期となる。

　そんな中で毎年、年末になると動き出す名物の会員様がいらっしゃる。

「年明けにある成人式の帰りに会える子をお願い」

　と我々スタッフにリクエストするのは、都内在住の61歳、不動産会社経営者の渡辺氏だ。15年前から入会している古参会員で、入会当時からオーダーは一貫してブレない。男性会員約２０００名の中で、我々スタッフ全員から「キモい！」と叫び声が上がった男性は二人いるが、そのうちのひとりである。

　成人式に出席した後、着物のままで会えるのがベストらしく、着物が無理ならスーツでも良い。とにかく、成人式に出席した後会えることが重要らしい。

　察するに、ご自身が若い頃、成人式帰りに思い人とそういう行為をした思い出が強烈に残っているので再現したいのか、「成人式」に萌えるフェチなのだろうと思われる。

　もしも、成人式帰りの着物姿の女性と性行為をしたいのだとしたら、終わった後、着付けはどうするのだろう？

　大抵の場合、成人式の着物は早朝から美容室に行って着付けてもらうはずである。自分で着付けができる若い女の子はそうそういない。

　となると、渡辺氏は着物をはだけさせるだけなのか？　それとも、渡辺氏自身が着付けができるのか？　ホテルなどに行く前に、服などをプレゼントしてあげて、脱がした着物は持ち帰らせるのか？

　悶々としている私に、大御所の設楽さんが言った。

「下だけ脱がしてするんでしょうよ」

　ご本人に聞く訳にはいかないし、実際に会った女の子に聞く訳にもいかないし、未だに謎のままではあるが、相手が見つからなかった時の渡辺氏は、それはそれは悲しそうな声で「仕方ないですね……。来年、またお願いしますよ」と言って電話を切るそうだ。

　設楽さんによると、相手が見つかる確率は７割程度らしい。







●エジプト型の足の女性を探せ！

　もうひとり、我々スタッフから気持ち悪がられてしまったのは、関西方面の大学教授である山口氏（46歳）である。変わった性癖の持ち主だ。

　ある日、学会で東京にやってきた山口氏は、宿泊先のホテルロビーにスタッフを呼び出すと、時間がないのか、特に質問もなく、入会金11万円と紹介手数料６万円を支払い、ほとんどの女性をデートに誘えるＶＩＰコースにサクサクっと入会した。

　翌日、地元に戻った山口氏から早速、

「エジプト型の足の女性を探してほしい」

　とオーダーが入った。

　エジプト型の足って何？

　電話を受けたスタッフの早乙女は軽くパニックである。他のスタッフも全員思わず聞き耳を立てる。

「エジプト型の足、ですか？　山口様、大変申し訳ございません、私、初めてそのような足の形が存在することを知りまして、今、検索しておりますが、なるほど、人間の足にはエジプト型、ギリシャ型、ローマ型、ドイツ型、ケルト型、の５つの種類があるのですね」

　早乙女がパソコンで検索しながら一生懸命対応している。私も思わず、自分のパソコンで検索してしまった。

「一旦、上の者に相談しますので、お時間いただけますでしょうか？　山口様のご要望にお応えできるよう、なんとかしたいと思いますので、よろしくお願いします」

　電話を切った早乙女が、ため息交じりに設楽さんに相談する。

「昨日入会した山口さん、エジプト型の足の女性を紹介しろって言うんです。でも、女性の足の形なんて、私たち誰もチェックしたことないじゃないですか。一人一人に電話して聞くのも気持ち悪がられそうですし、どうしたら良いでしょうか」

　前代未聞のオーダーに、思わず戦慄が走る。設楽さんがおもむろに靴下を脱ぎ、

「私、ローマ型だわ」

　と検索結果と照らし合わせる。私も思わずスリッパを脱いで見たらエジプト型であった。

　もし、エジプト型の女性会員がいなかったら、私が山口様に差し出されてしまうのだろうか。他のスタッフも自分の足を見て、

「私もローマ型です」

「私、ギリシャです」

　と申告している。

　調べたところ、日本人の８割はエジプト型らしい。

　よし、それならなんとか見つかりそうだ。

　私たちは急遽会議を行い、最終的に、女性会員全員にアンケートを取ってみてはどうか、という結論に達した。とはいえ、１万６０００人以上の女性にアンケートを送るのは効率的ではない。気持ち的には全員にアンケートを送って差し上げたいが、他の業務もあるので、現実的ではない。

　山口氏の対象年齢である18歳から47歳までの女性で、都内、関西方面で会える人、として検索しても、数千人がヒットする。さすがに、ひとりのお客様だけのために、そこまでの稼働は割けない。

　山口氏の要望は、エジプト型の足の女性、という１点のみであり、顔の良し悪しは問題ではないが、日本人の８割はエジプト型だというのであれば、山口氏の好みの女性の中からでも、充分、探し出せるのではないか、ということで、まずは、山口氏に好みの女性をピックアップしていただくことにした。

　最初に上がってきた候補20名にアンケートを送信する。

「会員の男性から、エジプト型の足の女性とデートをしたいとのリクエストを頂戴し、アンケートを取らせていただくことになりました。足の形の詳細は、下記にリンクを貼っておきますので、お手数ですがご確認のうえ、該当する方でデート可能な方は、タイトルをこのままでご返信ください」といった塩梅である。

　サファイア倶楽部創業20年の歴史の中で、このようなアンケートを取ったのは、これが初めてであった。

　それにしても、特定の足の形にこだわるなんて、シンデレラを探す王子様か？　なんて悪態をつきつつ、私たちは20名の女性全員にメールを送信した。

　１週間経って、誰からも返事が来なかったので、再び山口氏から気になる女性のリストを提出していただく。２、３回繰り返し、１ヶ月が経過しようとする頃、ようやくひとりの女性が名乗りを上げてくれた。

　32歳、事務の仕事をしている女性で、今回が初めてのお誘いである。登録して４年が経過している。山口氏の特殊な性癖がなければ、この先一生お誘いはなかったかもしれない、と思うと、女性にとってはありがたい存在なのかもしれない。

　サファイア倶楽部は、毎月１００人以上の新規女性が登録に来るので、どうしても一度もお誘いがないまま、どんどん埋もれていってしまう女性が量産されてしまうのだ。

　倶楽部としては、せっかく登録していただいたのだから、お誘いがあってほしいのである。倶楽部から何も連絡がないよりは、たとえアンケートでも、反響があるのだ、と思ってもらえる方が嬉しい。

　その後、山口氏は半年に１度くらいのペースで倶楽部を利用している。







●週に５人、１日２、３人顔合わせ

　たくさんの女の子に会う、という意味での常連さんツートップは、アパレル会社経営の小田氏（50代）とデリヘル経営者の内間氏（60代）である。この二人は、毎週必ずセッティングを依頼して来て、少なくとも２、３人の女性と新規のデートをしている。

　特に小田氏は、女の子を同じ時間にそれぞれ少し離れた場所に呼び出しておいて、片方には「少し遅刻します」と言って待たせておき、その間にもう片方に会いに行く、という時間差面接を行っているので、週に５人ペースで会っていると言っても過言ではない。

　両方を見比べてみて、気に入らなかった方はその場で交通費だけ渡して「ごめん、急な仕事が入ったから、また！」と言って、帰ってもらう。

　バッティングしている女性に、

「小田様、少し遅れるそうです」

「小田様、お仕事で少し到着が遅れるそうです。30分以上かかってしまうとのことですので、近くのカフェかどこかでお待ちいただけますか？」

　などフォローの連絡をするのは我々スタッフの仕事である。

　大変なのは、両方の女の子を気に入った場合である。両方とも帰したくないから、それぞれ飲食店に入る。

「ごめん、ちょっと仕事でトラブってて。ちょっと待っててもらえる？」

　と言い残して、もう片方の女性に会いに行く。これを交互に繰り返し、双方とうまく話せれば良いのだが、どうしても片方の女性と話し込んだりしてしまうと、置いてきぼりにされている女性は「もしかして帰ってしまったのでは？」と不安になり、倶楽部に電話をしてくる。

「小田さんが、席を立ってもう40分以上も経つんですけど、大丈夫でしょうか？」

「さっきから何度も席を立ってバカにされてるみたいで嫌です、もう帰ってもいいですか」

　など、倶楽部に電話をしてくるのだ。

　女性によって言い分は様々だが、会って５分でジャッジをくだされ、帰されてしまった場合でも「私に何か悪いところがあったのでしょうか……」と落ち込んで電話をかけてきたりするので、私たちスタッフは小田氏の待ち合わせ時間が近付くと、ピリピリする。

　こんなセッティングが週に１、２回あるので、正直大変だが、売り上げに貢献していただいているので、ありがたい存在だ。

　実は小田氏、美人の奥様の尻に敷かれているらしく、交際クラブで遊んでいることが過去にバレたことがある。さすがにその時は３ヶ月ほど利用を控えていたそうだが、すぐに復活した。

　アパレル会社経営ということで、年に２回ほどコレクションに出る女性を探しているとの噂もあり、女性会員の中には、小田氏に気に入られ、ランウェイデビューした子もいるらしい。

　真意のほどは定かでないが、口コミでやってきた女性の証言によると、そんな夢物語も存在するようだ。







●お金はあるのにＨに辿り着けない

　小田氏のように、たくさんの女の子とデートを重ねてお付き合いが順調に進む男性もいれば、２回目のデートに繋がらず、空振りばかりの男性も存在する。

　千葉県在住の斎藤氏（42歳）は税理士をしており、自分の事務所を構えている。交際クラブで割と真面目に結婚相手を探している、珍しいタイプの男性である。

　この斎藤氏、入会してもうすぐ１年になるのであるが、これまで13人と会って、いずれも初回のデートのみで終了している。毎回交通費の１万円を渡して終了となるようで、何人紹介しても、２回目のデートの約束を取り付けることができないらしい。

「そうですか……。もしかしたら、待ち合わせ場所が遠かったのかもしれませんね。そうしましたら、ご近所の千葉県在住の女性を10名ほどピックアップさせていただきますね」

　今日は、早乙女が斎藤氏の電話に対応している。

　あまりにも話が長いので、斎藤氏からの電話に出てしまったスタッフは大変である。

　斎藤氏からの電話に捕まってしまうと他の業務が滞ってしまうため、皆、電話が鳴るたびにビクビクしていた。

　斎藤氏からの悩み相談電話は、先週から掛かってくるようになった。

　事の発端は10日前。森田が、お伺いの営業電話をかけたことがキッカケである。

『お伺い電話』には利用回数が減ったお客様に行う場合と、更新前にご機嫌を伺うもの、の２種類がある。

　もうすぐ会員の有効期限が終わる男性に電話をし、利用状況や交際の様子などを伺い「それでは、来年も引き続きよろしくお願いしますね♡」と、更新を促すのが『更新のお伺い電話』である。

　13人も紹介しているのだから倶楽部での出会いをさぞ満喫しているのであろうと思って電話したら、逆に悩み相談をされてしまったのだ。

　そこから、頻繁に電話でやり取りをするようになった。

「更新のタイミングまでに２回目のデートができるようにならないと更新しない」

　とおっしゃるので、私たちスタッフも、セッティング相手の女性を選ぶのに、いつも以上に躍起になる。

　ふと、斎藤様ってどんな人なんだろう？　と思い、システム内で会員情報を検索する。

　男性の会員情報は女性と違い、面談シートの内容はシンプルだ。写真は無く、あるのは文字情報のみ。本名、会社名（仕事内容）、勤務地、都道府県まで表記の自宅住所、年収、入会日、面談の際の印象、これまでのデート履歴くらいである。

　表示された斎藤氏の年収の欄を見ると８００万円とあり『収入はサファイア倶楽部の入会規定に達していないが人柄が良さそうなので合格とした』ケースの会員様であることがわかる。

　性格的には問題なさそうなのに、２回目のデートが叶わないのは何故だろうか？

「面談の際の印象」には、外見や話し方、会った際の印象はもちろん、入会理由や予算、女性の好み、理想のデートの頻度、都合の良い場所や日時など、面談の際に聞き取った内容が記されている。面接日時や担当面接官の名前も表記されており、見ると、私が入る前にやめてしまった先輩が面接をしたようである。

　面談の際の印象を読み進めていくと、職業や年収、個人経営の事務所、といった情報の後に、「身長１６５センチ程度、スーツ、ラグビー体型」など、外見の印象が記されていた。そして、次の一言を見て、目を見開いてしまった。

『ハゲ』

　面談した先輩が書いた斎藤氏のプロフィール欄には「ハゲ」の文字が。

　このシートを記入した先輩は、そんなにハゲが嫌いなのか？　いいじゃないか、ハゲ。私は好きだぞ。それにしても、スタッフだけが閲覧する面談シートとはいえ、この書きっぷりはないだろう。私は胸が痛んだ。斎藤氏は、まさか自分がそんな風に書かれているなんて知る由も無いのである。最初に電話をした森田は「ハゲてるからじゃん？」と分析し、すでにフォローする気を失っている。

　翌日、早乙女がピックアップして送ったオススメ女性のプロフィールを見た斎藤氏から電話がかかってきた。

「いただいたプロフィールの女性のセッティングをお願いします」

　という声は、とても聞き取りやすくて、癖のない話し方で好感が持てた。初めて斎藤氏の電話を取ったが、いたって普通の、優しそうな印象の男性である。

「かしこまりました。それでは、女性の会員番号をお願いします」

　セッティングシートを起こし、記入を進める。優先順位を伺い、今回はひとまず３名の中から、都合の良い日時の合う女性をお誘いすることになった。

「今度は２回目もデートできるといいんですけどね～」

　爽やかな声ではあるが、諦めのような、自嘲のような、明るく笑おうとしているのであるが、語尾が暗いので、しょんぼりしているのがわかる。

「２回目……どうして進まないんでしょうね」

　私は男性の身長や頭髪の有無を気にしないタイプの人間なので、外見がネックになることは滅多にない。今電話で話している斎藤氏は、声の印象だけで顔などは分からないが、常識的で優しそうな男性に思える。

　私だったら、２回目のデートに応じそうなものだが、一体、何がいけないのだろう？

　斎藤氏のデート履歴を見ると、待ち合わせ場所が全て千葉県の某駅とある。

　それなりに栄えている駅だと思われるが、交際クラブでは通常、銀座や六本木、麻布、渋谷、新宿などのホテルロビーか、有名レストランなどで待ち合わせることがほとんどである。

　話を聞いてみると、斎藤氏は自宅兼事務所で、千葉県某駅から30分ほど乗り継いだところに住んでいることが判明した。都内の繁華街まで出て来ると大変なので、お相手女性に千葉まで来てもらっているとのことだった。

　斎藤氏は結婚に繋がる女性を求めているので、自宅がある千葉エリアでデートしたいのであろう。話を伺っている限り、都内でデートするという発想は無いようであった。

　昨日、早乙女も分析したように、２回目のデートに繋がらないのは、都心から遠い千葉の某駅に固執していることが原因のような気がする。

　けっして、ハゲだからではない。

　斎藤様は、せっかく交際クラブに登録したのに、一度も女性とイイ雰囲気になれていない。８万円までであればお小遣いＯＫだと言っているのに、である。

「例えば、④に丸が付いている女性をピックアップしてみるというのはいかがでしょうか？」それとなく、揺さぶりをかけてみる。

　④に丸が付いている女性とは、積極的なお付き合い、つまり、「初日からホテルＯＫで、基本的に滅多なことでは断りません」という女性である。２回目のデートに繋げたい、ということであれば、確実なお相手といえる。なんなら、１回目からでもホテルに行ってくれるし、２回目以降もお供してくれるはずである。

「④に丸が付いている女性？　あ、積極的な女性、というかたですね。うーん……僕とはあまり合わないような気がします……」

　予想はしていたが、なんて真面目！　世の女性からしたら、こういう男性と結婚したい人だって多いんじゃないだろうか。

「斎藤様、私、本日初めてお話しして、声しか伺っていないのですが、お話ししていて、とても優しくて紳士的なかただなぁ、という印象です。どうして２回目のデートに繋がらないのか、本当に不思議なくらいです。なんなら、私がお付き合いしていただきたいくらいです！」

　本音だ。しかし、斎藤氏からしてみれば、顔も知らない交際クラブのスタッフにそんなことを言われても困るだけだろう。

　だが、斎藤氏は本当に優しかった。

「それ、全然フォローになってませんけど」と苦笑しつつも、最後には「ありがとうございます。次のデート頑張ります」と結んでくれた。

　気がつけば、話し始めて３時間が経過していたが、斎藤氏が少し元気になったようなので、ホッと胸を撫でおろした。

　もしかしたら、斎藤氏は、最寄りの結婚相談所に入会した方が幸せになれるのかもしれない。どうして交際クラブに登録したのだ……。







●看護師16人を輩出した足長おじさん

「最初は食事のみ」と女性が言っているのに、最初のデートでホテルに強引に誘う男性会員もいれば、コンドームをつけずに行為に及ぶ男性、行為の途中でバレないようにコンドームを外す男性など、女性からクレームが入る男性会員もいて、我々スタッフは頭を悩ませることが多い。

　その一方で、多くの女性会員から感謝され、我々スタッフも大好きな男性会員がいる。

　これまで、サファイア倶楽部で出会った女性16人を看護師として輩出している嶋田氏（60代後半）は、とある病院の院長をしている。

　嶋田氏がお誘いするのは決まって「看護学校に通っている女性」である。

　サファイア倶楽部には看護師さんの登録も多いが、看護学校や薬科大に行っている女性もちらほら見受けられる。そういった女性のなかから気に入った子の学費を援助し、時には生活費の面倒もみるらしい。

　後に、女性から倶楽部にお礼の電話を何度かいただき、嶋田氏の善行が発覚した。

　嶋田氏は、看護学生だけではなく、たまに看護師さんとデートを楽しむこともある。

　転職に悩んでいる看護師の女性には、好条件で自分の病院で仕事をしてもらったり、他院を紹介したりすることもあるという。

　サファイア倶楽部に看護師さんの登録が多いのは、おそらく、嶋田氏にお世話になった女性からの口コミも影響していると考えられる。







●死別した奥さんの面影を探して……20年以上利用

　我々スタッフから愛されている男性会員といえば、死別した奥さんの面影を探して、交際女性を選び続ける山下氏（70代前半）も忘れてはならない。

　死別して20年以上が経つが、未だに奥様を愛していらして、美人だった奥様に似た女性が入会すると、連絡をして来る。

　黒髪で少しウェーブがかった鎖骨ぐらいの髪の長さで、笑うと目が三日月になる女性がお好みのようである。

　電話口で「いや、これは本当に別れた女房にそっくりでね」と嬉しそうに話すので、私たちスタッフも、つい、「良かったですねぇ」なんて優しい気持ちになってしまう。

　たくさんの女性と交わりたい、という男性が多いなか、お年を召してなお、一途な山下氏は、私たち女性の希望の星である。

「私も、山下さんの奥さんみたいにずーっと愛されたいなー」

　と、口を尖らせるスタッフがいるように、永遠の愛なんてそんなに簡単に手に入らないことを、私たち大人の女性は知っている。

　交際クラブには、まるで雪崩のように、日々様々な人が押し寄せる。

　同じようなサイズの、石ころや宝石やガラス玉が一緒くたに並べられ、そのなかから、どれが一番自分に相応しいのか、お気に入りを見つけようと男女とも押し合いへし合いしている。

　欲望が渦巻くセッティングの狭間で、山下氏のような存在に出くわすと、ふと、傍に目をやった路地裏に綺麗な花が咲いているのを発見した時のような、ほっこりと幸せな気持ちになる。

　亡くなってしまった奥様に似た女性がいたところで、奥様が生き返る訳ではない。

　それでも、面影を探してくれるなんて、女冥利に尽きる話ではないか。

　山下氏が倶楽部との連絡に使っているメールアドレスの一部には、今でも奥さんの下の名前が入っている。
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　これまで交際クラブの運営方法、登録をしている男性・女性の素顔などをお伝えしてきた。本項では更に一歩踏み込んで、「交際クラブの登録にはどのような手続きがあるのか？」「どのような面接を行っているのか？」「どのような女性が男性ウケがいいのか？」といった内容を見ながら、女性たちが交際クラブに登録するまでの流れを紹介したいと思う。




男性が求めるのはモデル・タレントより『普通の子』

「普通のＯＬなんですけど、大丈夫でしょうか」

「実は、ちょっとぽっちゃりしてるんですけど」

「あの、私、全然美人とかじゃないんです」

　といった感じで、自信なさげに問い合わせの電話をしてくる女性は珍しくない。

　どうやら、交際クラブに登録するには、容姿端麗な美女でなければならない、という思い込みがあるようだ。

　インターネットで交際クラブを検索すると「厳選された」「最高レベルの」「美人素人」「芸能プロダクションと提携」などと書かれており、なるほど、確かにこれでは、まるで厳しいオーディションを勝ち抜いて所属するようなイメージを持つかもしれない。

　事実、他店では事前に写真審査があったり、面接後、登録をお断りしたり、ということもあるようだが、銀座サファイア倶楽部では、高校を卒業した18歳以上であれば基本的に誰でもウェルカムであり『登録不可』は存在しない。

　むしろ、普通のＯＬさんは大歓迎である。

　パパ活で求められる女性の年代は20代から30代が多く、一番需要があるのは20代である、とはよく言われていることだが、銀座サファイア倶楽部においては、30代も同じくらい人気である。

　男性会員の年齢が45歳から60歳くらいの間が多いので、綺麗な40代であれば意外と需要はあり、50代でも極々稀だが、イキイキとして内面も充実している女性なら、お誘いが入ることもある。私が覚えている限りでは、新規で登録した54歳マナー講師の女性が60代、70代の男性から誘われていた。

　お茶や食事のデートで一緒にいるところを誰かに見られても、落ち着いた年代の女性が相手であれば仕事相手だと言い訳しやすいし、近い年代の女性の方が話をしていて楽だから、との声も聞こえる。

　その一方で、若くて可愛い現役のモデルや芸能関係の仕事をしているのに、男性会員から一切お声がかからないケースもある。

　若いから、美人だからといって一回のセックスの値段が高額になるとも限らないのだが、サファイア倶楽部の男性から見ると、モデルやタレント、グラビアなど芸能関係の女性は「お金がかかりそう」「わがままそう」なイメージが強いらしく、敬遠される。

　人気がある職業は、ＣＡを除くと、学生と普通のＯＬがツートップで、容姿が整っていることも大切だが、一緒にいて楽しく過ごせるかどうかを重要視している男性が多い。

　食事やアルコールを一緒に楽しめる女性が好まれるが、その席で商売気のある振る舞いをすると嫌われる。

　交際クラブに登録する男性は、あくまでも普通の女性と疑似恋愛がしたいのだ。




交際クラブの電話対応マニュアル

　口コミだけで月１００人を超える女性が面接にやってくるサファイア倶楽部だが、面接を担当するようになり、本当に口コミが多くて驚いた。

　入社前は「健全で良心的なイメージが欲しくて嘘を言ってるんじゃないか」と、ホームページに記載されている文言を疑っていたが、実際に自分が面接をするようになり、実に９割近くが「友達に聞いて」とやってくる現状を目の当たりにして、考えを改めた。

　よくよく話を聞くと、口コミといってもハッキリと「銀座サファイア倶楽部がおすすめ！」と聞かされたケースは少なく、仲間内で急にお金まわりが良くなった子がいて、理由を聞くと、交際クラブというところに登録して、パパを紹介してもらっているらしい、ということを小耳にはさみ、色々と調べ上げた結果、うちにたどり着く、といった感じだ。アプリやサイトと違い、身元が確かな男性と出会える、嫌なら断ることができる、という部分に安心感を持ってやって来る。

　銀座サファイア倶楽部のホームページには、電話番号とお問い合わせフォームが載っているので、女性はまず、どちらかで連絡をしてくる。

　お問い合わせフォームから連絡いただいた場合でも、倶楽部から折り返しの電話をするので、どのみち一度は電話でスタッフと話をすることになる。

　私たちスタッフは、長年の業務で改良が重ねられたマニュアルを元に、登録希望女性に対応していく。

　電話対応マニュアルは、社長と副社長が図鑑の営業をやっていた頃の経験を元に作成されており、会話の流れも、その都度押さえていくポイント、確認事項などにも無駄がなく完璧だ。

　内容もさることながら、声のトーンも大事で、明るさが重要。ドレミファソラシド、でいうところのソ、のトーンで第一声を出すように徹底して指導される。

　ソの音で「はーい」と言い、「お電話ありがとうございます、銀座サファイア倶楽部でございまぁーすぅ」と軽やかに続ける。語尾は言い切らず、明るく響かせ余韻を残す。

　自分では高い声で話しているつもりでも、実際はワントーン低く聴こえるように感じるものなのだ。せっかく電話をかけてきてくださったお客様に不快感を与えないためにも、明るい声を出すことは重要である。

　マニュアルは、会話形式になっている。

　一番初めに覚えるものは、登録希望の女性に対応するもので、とにかく面接に来てもらうことが目的である。電話で質問を沢山されても、

「詳しくは、お会いした際にゆっくりお話ししますね」

　と言って、詳しく答えすぎないことが重要である。

　マニュアルを覚えたら、予想外の質問をされてもうろたえずにトークして、面接に来てもらえるように、先輩スタッフが問い合わせの女性役をし、会話のシミュレーションを繰り返す。

「はーい、お電話、ありがとうございます。銀座サファイア倶楽部でございまぁーすぅ」

「あの、登録したいんですけど」

「はーい、登録希望の女性ですね、年齢はおいくつでしょうか？」

「18歳です」

「18歳ですね、高校は卒業していますか？」

「いえ、あの、すみません、本当は32歳なんですけど、大丈夫でしょうか」

「大丈夫ですよ、30代は人気があるので安心なさってくださいね。お名前を伺ってもよろしいでしょうか？」

「阿部です」

「阿部様ですね、ちなみに、これまで、交際クラブのご経験はございますか？」

「いえ、初めてです」

「初めてなんですね。現在、何かお仕事はしていらっしゃいますか？」

「ＯＬです」

「ＯＬさんですね、ありがとうございます。それでは阿部様、当倶楽部では、面接の際に、現住所が確認できる顔写真付きの身分証明書の提示をお願いしております。お持ちいただく事は可能でしょうか？」

「保険証しか持ってないんですけど」

「社員証などはお持ちでないでしょうか？」

「あ、あります」

「そうしましたら、面接当日、保険証と社員証の両方をお持ちください」

「わかりました」

「そうしましたら、当倶楽部では、面接を新宿で行なっているんですね。新宿までお越しいただける日時をいくつか教えていただけますでしょうか？」

「会社が終わるのがいつも18時なので、19時以降なら明日でも明後日でも大丈夫です」

「ありがとうございます。今、空き状況を確認いたしますので、少々お待ちください。……お待たせいたしました、明後日、19時の枠が空いているので、そちらでお取りしますね。当倶楽部では、前日確認のお電話をいただいておりまして、予定に変更がない場合は、明日の10時から16時の間に、前日確認の電話です、と、今かけてくださっている倶楽部の電話番号までご連絡いただいてもよろしいでしょうか？」

「はい、あの、交際クラブって、風俗ですか？」

「風俗ではないので、安心してください」

「お小遣いってどのくらいもらえるんでしょうか？」

「女性によって、どのようなお付き合いを希望されるかにもよりますので、詳しくは、お会いした際にお話しできればと思います。不安なこともあるかもしれませんが、面接当日、ゆっくりお話しいたしますので、安心してお越しくださいね」

「わかりました。あの、男性会員ってどのくらいいるんですか？　紹介してもらえるか不安なんですけど」

「大丈夫ですよ、男性会員の詳細や、ご紹介についても、当日お話ししますので、安心してください」

「わかりました……」

「それでは阿部様、最後にもう一点、お願いがございます。面接当日は、面接と写真撮影を合わせて１時間半から２時間程度を予定しております。お時間大丈夫でしょうか？」

「はい」

「登録には、プロフィール用の写真が必要なのですが、何か使えそうなお写真はお持ちでしょうか？」

「持ってないです」

「そうしましたら、面接会場の近くに提携のスタジオがあるので、そちらで撮影いただくことが可能です。その場合、２５００円の費用がかかるのですが、倶楽部で費用は負担しますので、領収書だけ書いていただければと思います。ご自身でお気に入りのスタジオに行き、お写真をご用意いただくことも可能ですが、いかがいたしましょう？」

「そういうのやったことがないんですけど、自分でスタジオに行く場合は自腹ですか？」

「はい」

「なら、近所のスタジオでお願いします」

「かしこまりました。それでは、当日の服装に関してですが、阿部様とのデートが予想できる格好でいらしていただければと思います。写真撮影もそのお洋服で行う予定ですので、可能であれば、体のラインがわかる、ノースリーブや半袖、七部袖など季節感があまりないものでお越しいただければと思います。撮影の際は、ストッキングは脱いでいただきますので、そのつもりでいらしてくださいね」

　といった感じである。

　あとは、当日、新宿駅まで地下鉄で来るかＪＲで来るかを確認し、それぞれの改札から面接する予定のホテルまでの行き方を説明して終了する。

　顔写真付きの身分証明証がなく、外国人で在留証明書も持っていない場合や、現役高校生から問い合わせがあった際など、登録できないケースもあるので、ありとあらゆる質問を想定し、練習をする。職業を聞き、男性から人気の高いＣＡの場合は、社員証も持参するようお願いする。

　繰り返し繰り返し、先輩にチェックをしてもらい、大丈夫そうだ、となったら副社長の試験を受ける。この試験は意外と厳しく、合格率は３割である。

　マニュアルを暗記できていなかったり、緊張しているためスムーズに会話ができず、変な間が空いてしまったりして、電話をかけてきてくださった方に不信感を与えるようだと一発でアウトだ。

　しかし、声のトーンさえ明るく響かせることができていれば、不合格でも「まだちゃんと覚えきれてないみたいだけど、この調子で頑張ってね」と、励ましてもらえる。

　新人はとにかく電話にいっぱい出て、マニュアル片手にトークを覚えるのみ、なのである。




本当の貧困層の女性は交際クラブに来ない

　パパ活が行われている現場は、ツイッターやアプリ、サイトといったオンラインのものと、交際クラブやギャラ飲みといったオフラインのものがある。

　パパ活と一口に言っても、主戦場をどこにしているかで、男性からの評価は変わる。

　交際クラブだけで生活できるのは相当な勝ち組であり、もっと言えば、交際クラブの顔合わせだけで荒稼ぎする茶ちゃ飯めし女おんなと、ギャラ飲みでセックスなしで高額を稼げる女性は最上位であるとされる。

　パパ活でよく話題になる「食事だけで数万円」「Ｈしなくても稼げる」と豪語している女性は、この最上位に近しいポジションにいる。マーケットに左右されることなく、常に『売り手市場』であり、努力しなくても異性が寄って来るモテ界のエリートである。

　本当の貧困層の女性は交際クラブに来ない。来ても稼げないから他と掛け持ちしている場合がほとんどだ。

　交際クラブに面接に来る女性は、貧困層というよりも、「消費欲をこらえ切れず、まず、先に消費して、支払いに困る」ような層である。消費欲をこらえ、徹底的に節約する事さえできれば、ギリギリ食べていけるのであるが、それだと贅沢はできない。

　女の子の『可愛い』にはお金がかかる。『自分磨き』にはお金がかかる。

　モテるためだろうと、自己満足のためだろうと、ネイルとかコスメとか服とか靴とかヘアサロンとかエステとか脱毛とか、「綺麗でいるため」の誘惑が多くて、我慢するのは難しい。つい、ふらふらと欲望に忠実に動いてしまう気持ちはよくわかる。若い女性であればなおさらだ。

　女性面接をしていて、年代ごとに交際クラブに求める傾向があることに気付いた。

　大学生は、デパコスが欲しい、脱毛したい、洋服が欲しい、といった年頃の女の子らしい物欲や、学費の支払いが大変で、親にも迷惑かけているからバイトをしたいけど、そうすると勉強の時間がなかなか取れない、といった動機であることが多い。

　いわゆる貞操観念というものが乏しく、特定の彼氏はいないから、割りの良いバイトとして選んでいる子も、少数派ではあるが存在する。

　ＯＬの場合は、「今の給料だけでは外食もできないので、たまにでいいから良いご飯が食べたい」という切実なものから、「資格を取る勉強がしたい」「将来独立したいから貯金がしたい」「経営者と仲良くなって色々教えてほしい」というキャリアアップ系の動機が多い。「つまらない彼氏に縛られるくらいなら、成功した男性の愛人をする方が学べることが多い」と、割り切った愛人願望を口にする女性もいるくらいだ。

　主婦の場合は、夫の稼ぎが少ない、セックスレスだから、もう一度女として見られたい、刺激が欲しい、といった感じである。

　男性とどのようなお付き合いがしたいか、のアンケートに答えると、希望のお小遣いの額の話に入る。

「それでは、もし、何度めかのデートで、お互いに好意を持ってそういう関係に発展しても良いな、と思った時に、どのくらいのお小遣いが欲しいですか？」

　と、お決まりのフレーズを口にする。

　交際クラブの男性は、５万円くらいまでなら気持ちよくお小遣いをくれるので、Ｓランクになりそうな女性であれば５万円を目標にさりげなく誘導するし、Ｍランクになりそうなら３万円から５万円の範囲で本人の納得いく額を記入してもらう。

　男性が喜んでその額を払いそうだったら特に何も言わないが、ほぼＧランク確定かな……と思われる場合は、５万円だと高すぎるから別の子にしようかな？　となりやすいので、

「３万５０００円とか４万円くらいにしといた方がお誘いが入りやすいかもしれません」

　と、さも相場がそのくらいであるかのように話して誘導を試みる。私たち面接官は、とにかく女性に幸せになってほしいのだ。せっかく勇気を振り絞って交際クラブに登録してくれたのに、お誘いが入らないという結末だけは避けたい。

　交際クラブの男性が気持ちよく払える平均値が５万円だとすると、３万５０００円はお値打ち感があるバリュー価格。

　ものすごく良い子がこの金額だと、

「ほかの子だと欲張って５万円とか言いそうなのに３万５０００円で良いなんて、なんて謙虚で性格の良い子なんだ！」

　と感激して、チップをはずんだり、長期でお付き合いをする傾向が強くなるようだ。

　５万円以上も同様で、男性会員が喜んでその額を支払いそうなら、私たちスタッフは何も言わないが、サロンモデルや読者モデル、大学のミスコン出場者などが５万円のゾーンにゴロゴロいるので、それを跳ね除けてまで会いたがられるか？　と言われると返事に困ってしまう場合が多い。

「５万円以上ですと、過去に愛人経験があるのかな？　とか、金銭感覚が一般とは違うのかな？　と思われて、お誘いが入りにくいかもしれません。風俗ではないから無理に下げる必要はありませんが、一旦５万円にしておいて、実際にデートでお誘いされたら、もう少し欲しいなー、とか、実はこういう理由でお金が必要で……と交渉してみてはいかがでしょう？」と、とにかく最初のお誘いが入らないことには何も始まらない、ということを強調しても、「いや、絶対６万円以上というのは譲れないんです」とか「８が良いです」と言われれば、それ以上は何も言わないし言えない。

『電話で詳細お伝えシステム』の際に、女性が登録した理由を聞かれることも多いので、お小遣いの額が決まったら、『男性から聞かれた場合用』の、表向きの登録理由をどうするか尋ねる。

　ここで、どこまで女性の本音を引き出せるかが面接官の腕の見せ所だ。

　うまく信頼関係が築けないと、倶楽部への不信感にも繋がってしまうし、相手の本性を見抜けなければ、適切なマッチングを行えない。

　女性を面接しながら、「どの男性会員に紹介したらうまくいくだろうか」というのは、常に頭の片隅にある。

　面接が始まってすぐのタイミングで、雑談を交えながら軽く交際クラブに登録しようと思った経緯を聞くことになっているが、ほとんどの女性は会ったばかりの相手にそこまで心を開かないので、登録しようと思った理由や経緯を尋ねると、「友達に聞いて」「今のままだと生活が苦しくて」と無難な答えを言いがちである。

　男性が知りたいのは、「この女性はなぜ、交際クラブに登録してまでお金が必要なのか？」という理由である。

『学費』『奨学金の返済』『親の介護』『シングルマザー』など、男性が納得しそうな答えを最初から教えてくれていた場合は、まず、その理由をそのまま男性にお伝えして良いか尋ねる。

　そのまま伝えて良い、とのことであれば、「男性にお伝えして良いことは伝えますし、秘密にしたいことは私たちスタッフだけに留めておくので安心してくださいね」と前置きし、ここから具体的に、困っている内容や理由、金額など詳細を聞き出していく。

「秘密は守りますよ」と前置きすることで、相手の女性は安心して心を開いてくれる。

「別の理由にしたい」とのことであれば、そこから一緒に、かりそめの理由を考える。

　このように、秘密を共有することから仲間意識が生まれ、信頼関係に繋がっている部分もあるように思う。『男性から聞かれた場合用』と言いつつ、本音を探っているのだ。

　本当の理由がホストにはまって借金がある、とか、整形に失敗して修正した際の借金が残っている、などヘビーな場合、女性からも「秘密にしたい」と言われるので、『伝えないこと』に振り分ける。

　交際クラブで女性面接を担当するようになり、（40歳という自分の年齢は、ちょうど良かったな）と思った。20代、30代の女性からは「頼れるお姉さん」という風に見てもらえるし、40代以上の女性からは「同世代だから分かり合える」と仲間意識を持ってもらえる。

　結婚相談所と同様、交際クラブのスタッフは、女性が年齢を重ねることがネックにならず、むしろ経験値が活かされる職業であると言えるかもしれない。

　聞き取った内容は、その場でひとつひとつ確認し、男性に伝えても良いこと、伝えないこと、をキッチリ分けていく。

　ＣＡの場合は、社員証をお持ちいただいているので、どこの航空会社か面接官はわかるが、「男性には自分から伝えたい」という場合は、『伝えないこと』の項目に振り分ける。

　地下アイドルの子が、自分が所属しているグループ名を秘密にしたいと言った場合や、タレントさんが所属している事務所などを内緒にしたい、と言った場合も『伝えないこと』の項目に入れる。

　面接で伺った内容は、面接官がオフィスに戻ったあと、パソコンで会員管理用のシステムに打ち込んで行き、ランク付けに備える。

　我々スタッフはシステムを共有しているため『伝えないこと』に記入された内容も閲覧できるが、うっかり男性会員に伝えてしまうことが無いよう、わかりやすく表記し、厳重に注意している。

　面接が全て終了すると、そこから歩いて５分ほどの距離にある写真撮影スタジオに移動する。

　ちなみに、面接時のお茶代は倶楽部が支払う。店を出た後、女性がお礼を言うか言わないか、も、面接官はマニュアルとして密かにチェックしている。




交際クラブの男性に好まれる服装

　面接の日程を決める際に、当日の服装について「あなたとのデートが想像できる服装でいらしてください」とお願いしているのだが、ボロボロのデニムやドクロモチーフのＴシャツ、色気が無さすぎる格好などで現れる女性や、自分に似合うものがわかっていなくて魅力が半減している女性もいる。

　もちろん、お金がなくて、新しい服なんて買う余裕がない、という女性だっている。

　そういう場合は、スタジオに用意されている服に着替えてもらうことが多い。

　最近の流行はダボっとしていて体のラインがわかりにくいものが多いし、ロングスカートで綺麗な脚を隠すなんて勿体なさすぎる。

「お好きな服に着替えてください」と、壁一面のクローゼットの扉を開けて見せると、色とりどりのドレスに「わぁ！」とテンションが上がる女性がほとんどだ。

　その瞳は、まるで、新しいおもちゃをたくさんもらったクリスマスの子供みたいに純粋で、ワクワクしているのが伝わって来る。見ている私まで幸せな気持ちになる。

　クローゼットの中には、ミニやタイトなワンピースをメインに、可愛らしい花柄やシンプルな膝丈ドレスがズラリと並び、好きに組み合わせて着られるように、ノースリーブのトップスとミニ丈のスカートも、ぎゅうぎゅうに詰め込まれている。

　基本的には気に入ったものを選んでもらうが、

「どれが私に似合いますか？」

　とアドバイスを求められることも半数近くあるので、そういう時は本人の肌色や体のラインが綺麗に見えるようなアイテムをピックアップする。

　これまでの人生で、あまり外見に気を使う余裕がなく、地味な服装に落ち着いてしまっていた事務系のＯＬ、奈々美さん（26歳）は、壁いっぱいのドレスに瞳をキラキラさせながらも、

「こんな服、着たことがないです……」

　と戸惑い、

「自分では選べないから、もう、これで！」

　と、ドギマギしながら適当な服を引っ張り出そうとした。

　その日は、次の面接予約が入っていなかったので、普段の彼女のイメージとチグハグにならない範囲で、なるべく華やかで似合いそうな服を３、４着ピックアップし、更衣室で着替えてもらった。

　着替える毎に出て来て見せてもらい、「似合いますね！」と声をかけると、最初は恥ずかしそうにしていた奈々美さんの表情が段々変わってきた。

　女性は変身願望が強いと言われるが、変わるだけでなく、褒めてもらえることが好きなんだろうな、と改めて思う。褒めてもらえる機会が欲しくて変わるのかもしれない。

　その人が気付いていない「美」を引き出すだけで、女性は自ずと前を向けるようになる。

　奈々美さんはほぼほぼノーメイクで肌もテカっていたので、私の手持ちのパウダーを軽くはたき、ブラウン系のアイシャドウで目元を少し強調した。

　実際に男性とお会いする時に、写真とかけ離れ過ぎていてはいけないので、別人のようなヘアメイクを施すわけにはいかない。それでも、伸ばしっぱなしでパサついた髪を水で濡らしてまとめたらいい感じになった。黒髪をサイドに流すだけで、色っぽさが出る。涼しげな目元はエキゾチックで大人っぽい感じがして、綺麗だ。アイラインをリキッドで足したらもっといい感じになるかもしれない。

　肌色が暗めでスレンダー体型だったので、エンジ色のタイトなジャージーワンピがよく似合う。23センチから26センチまで５ミリ単位で揃えられた黒、ベージュ、白、水色のパンプスの中から、黒のハイヒールを選んで履いてもらった。身長が１６２センチなので、スタイルの良さが際立った。

　さっきまで着ていた古着のセーターと台形スカート、分厚いタイツの女性とはまるで別人のようである。

　ちなみに、写真撮影の際、前髪やサイドの髪で顔を隠そうとする女性が多いが、そうすると顔に変な影ができてしまい、どんなに美しい人でも良い仕上がりにはならない。

　多少コンプレックスがあっても、思い切って顔を出す方がスッキリとして綺麗に見える場合の方が多いので、迷った時はカメラマンやスタッフにアドバイスを求めると良い。女性を綺麗に撮るのが仕事だから、親身になって答えてくれるはずだ。

　パパ活では服装が重要で、男性は外食を一緒に楽しめる女性を求めるため、服装が派手で水商売を連想するような格好だと敬遠される。

　清楚系の服装にナチュラルメイクを意識して着飾ると好印象で、アナウンサーやお天気お姉さんの服装を参考にすると間違いはない。

　写真撮影の際は、体のラインがわかる、季節感がないものが望ましく、スカートの方が断然ウケは良い。

　必ずしも高価な服である必要はなく、30歳前後くらいまでであれば、ＧＲＬ、トッコクローゼットといった安くて可愛い通販サイトの服で十分である。男性ウケの良い服が豊富でオススメだ。

　スタジオで撮った写真は、そのまますぐに倶楽部にデータ転送されるので、女性の面接はここでお開きとなり、私たち面接官は女性を駅の近くまでお見送りして終了となる。

　別れ際、「これからたくさんの男性の紹介があるかもしれませんが、男性から、会うの僕で何人目？　と聞かれることも多いと思います。そういう時は必ず、初めてです、とお伝えしてくださいね」と、お願いする。これもマニュアルだ。こうして女性たちはサファイア倶楽部に登録していくのである。




交際クラブに向いている女性

　交際クラブは風俗のように時間が決まっているわけではないから、時給換算の意識が強い女性だと、「拘束時間が長くて割りに合わない」とストレスに感じてしまうだろうし、個人事業主のようなものだから、自分で相手に交渉したり相手に気に入られたりする『人たらしスキル』も必要となり、ビジネス的な戦略もセンスも必要となってくる。

　交際クラブに向いているのは「一発いくら」と割り切った売春色の強いタイプではなく、心の通い合いを重要視した『疑似恋愛』を楽しめるタイプの女性である。

　交際クラブは風俗ではないので、一律料金でもなければオプション料金もなく、売る内容もその価格も、女性が自分で決めることができる。

「自分が損をしないように」と、なるべく「等価交換で取引できるように」と、女性は自分自身で自分の価値を設定するのだが、相手によってそれが等価交換で成立するのか、高いと渋られるのか、安いと喜ばれるのかは、実際に会ってみないとわからない。

　だから、なるべく等価交換が成立するように、売る側は「今、自分の価値がどのくらいあるのか」を正確に知りたがる。

　パパ活市場は今や供給過多で女性の価値が大暴落しているので、本来の適正価格であっても、交際クラブではなかなかお呼びが掛からないのが現状である。お呼びが掛からなければ報酬も発生しない。

　値段を下げてお呼びが掛かるようにするか、それでも自分の価格を下げないか、は個人の判断となるが、ここで、自分が望む価値以下の値段をつけて売れてしまうと、自尊心は削られていく。単価を下げることで数はこなせるようになるかもしれないが、数を重ねるごとに自尊心は傷付き、負のスパイラルへと突入していく。そして、自分は安く買い叩かれたとか、性的に搾取されていると感じるようになり、被害者意識が生まれ、自己肯定感も低くなっていく。これを解消するには、性を売ること自体をやめれば良いのだが、そうすると収入が減ってしまうので、気がついた時にはすでに遅く、今更足を洗うこともできなくなっているケースも見受けられる。

『等価交換』の意識を持つ女性は「自分が損をしたくない」という意識も強いが、逆の見方をすれば「自分が思う価値以上のものを相手からもらえない」と考えているとも言える。

　等価交換の意識でいると、相手の男性から自分の予想をはるかに超えた金額や待遇を提示された時、疑心暗鬼になったり、「これを受け取ったら何かもっと大変なことを要求されてしまうのではないか」と警戒心を抱いたりする。

　しかし、これだと交際クラブのメリットを享受できないまま終わってしまう可能性が非常に高くて勿体ない。

　交際クラブの醍醐味は、男性が「心の通ったお付き合いを望んでいる」という部分から派生する、プラスアルファの効用である。

　女性が『等価交換』『時給の意識』を持たずに、プラスアルファを提供することで、実は、男性からも『お金以外のプラスアルファ』を引き出すことができる。

　だからこそ、シンデレラストーリーが生まれる可能性があるのだ。

　ある意味で、「うまく騙してほしい」と考えている男性がいるのも事実なのだから、女性はそれこそ女優になって、目の前の男性が望むものを差し出し（差し出すフリでもいい。それが疑似恋愛でもある）、男性の心を掴み、虜にするのが、夢を実現する早道かもしれない。




仕事に対する疑問が生じる

「素敵な出会いをプロデュースするお仕事です」「風俗ではありません」という文句に釣られ、興味本位で飛び込んでみた交際クラブという世界。

　交際クラブスタッフとして、多くの人々を面接していて見えてきたのは、男性も女性も、皆、自分の人生を変えたいと願っているということ。

　人との出会いによって、何かしらの化学変化が起きることを夢見、今の自分とは違うところに行きたいと考えている。あるいは、家庭や職場とは違う第３の場所、秘密のサードプレイスを共有できる人が欲しいと切望している。

　心に空いた穴を何かで埋めたい。でも、今の環境では何も変わらないから、普段知り合う機会のないような人と出会える場所を探して、交際クラブに辿り着いている。

　２年近く、交際クラブのスタッフとして仕事をしてきたが、私はだんだん自分の仕事に疑問を感じるようになっていた。

「パパ活面接官は、女性会員を仕入れ、質を吟味し、ランクを付け、素敵な写真とプロフィールでラッピングして商品化し、自由恋愛という名のパパ活市場に彼女たちを並べるまでが仕事である」なんて、わかったようなつもりでいたけど、「風俗ではありません」と言いつつ、女性を面接しながら（この子はＭランクになりそうだからお小遣いはあまり高くない方がいいかも）とか（この子なら８でも良いという男性はいるかも）など、女性を容姿や学歴や雰囲気などで仕分けし、商品として扱い、値付けしているのは他ならぬ自分だったのではないだろうか。

　省庁勤務のミスコンファイナリスト、エリカさんが面接に来た時、頑なに登録をすすめることができなかったのは、男性が望んでいるものが最終的にセックスだと思っていたからじゃないのか。売春に類似するような行為をさせるわけにはいかないと思ったからじゃないのか。

　パパ活という、先入観や奇異の目を持って見られがちな現象や、そこにいる人たちに対して、私自身は良いとも悪いとも言うつもりはない。

　お互いのニーズが合致して納得しているのであれば、第三者がどうこう言えることではないだろうと思っている。

　だけど。

　ルーティン化された業務に染まっていくうちに、感覚が麻痺して、何か大切なものを失ってしまったような気がした。

　交際クラブは紹介するまでが仕事で、その後のことには基本的にタッチしない。

　稀に電話で近況を伺うことはあっても、業務報告みたいなもので、そこまで込み入った話はできないということにも、閉塞感を覚えた。

　彼女たちの、彼らの『その後』が気になっても、自社の会員様に個人的な連絡はできないというジレンマ。フィードバックが得られない分、考えれば考えるほど答えが見えなくてモヤモヤした。

　面接を担当することで、お金が欲しいという女性たちが抱えている事情を知りはしたが、それで私は本当に彼女たちの役に立てたのだろうか？

　私が面接した約３００人の女性は、今どうしているのだろう。私は、面接官として、きちんと彼女たちの心に寄り添えていたのだろうか。

　彼女たちは幸せになれたのだろうか？

　そして、男性会員は、本当に望むような出会いを手にすることができたのだろうか。

　私は一体、この２年間で、彼女たちの何を助け、男性たちの何を満たすことができたと言うのだろう。

　そもそも、一体、そこでは何がやり取りされているのか。自分は、何も理解してないんじゃないか。

　そんなことばかりを考え、堂々巡りな感情を抱えていることに疲れてしまい、休職することにした。







[image: ]







[image: ]







　私が交際クラブの面接官として仕事をしていたのは、２０１５年から２０１７年秋頃までの約２年間。ちょうど『パパ活』という単語が一部の交際クラブユーザーの間で出始めたタイミングから、世の中にある程度浸透するまでの『パパ活黎明期』に、スタッフとして在籍していたことになる。

　休職している間にも、『パパ活』というワードはどんどん広がって行き、ニュースやネット記事でも、その単語を見かける機会が増えて行った。

　サファイア倶楽部の早乙女とは、その後も付き合いがあって、パパ活業界と付かず離れずの距離を保ちつつ話を聞いていると、コロナで登録希望の女性が急増したり、男性会員の属性に変化が生まれ投資系の職業が増えたり、と、パパ活に勤しむ男女の数が増えていく様子を肌で感じることができた。

『援助交際』とか『パパ活』とか、その時代時代で呼び名は違っても、お金を武器に素人女性の性を買う男性と、自分の若さや美貌といった性的魅力を武器にお金を得る女性、という構図は、根本的にずっと変わらないのかもしれない。

『パパ活』は売春なのか？　純粋なパトロン募集なのか？　お茶や食事だけで１万円を稼ぐ女性は、その１時間で男性に何を提供しているというのだろう。

　既婚男性は浮気や不倫についてどう認識しているのか。奥さんとの関係はどうなのか。セックスレスの妻たちは？　結婚と売春の違いは？　そもそも、カラダを売ることの何がいけないのか？

　そんなことを頭の中でぐるぐると考えていたら、休職して数年が経ってしまった。

　交際クラブを利用している人たちに、話が聞きたいと思った。

　このままで終わってはいけない気がした。

　そんなある日、とある交際クラブから連絡をいただき、話を聞きに行くことになった。

　運営しているサイトへのコラム執筆が主な依頼であったが、話し込んでいるうちに、インタビューが必要なら、男女会員を紹介してくれるということになった。

　自分が勤めていた倶楽部の会員様には聞けないけれど、他の交際クラブなら問題ない。これ幸いと二つ返事でお願いし、個別インタビューを行うことになった。

　インタビューを始めると、不思議なことにそこからまた別の人を紹介してもらえることもあり、取材対象の輪がどんどん広がって行った。おかげでこの後、私は交際クラブ周りにいる様々な状況の方の話を伺うことができた。

　実際に交際クラブを利用している男性に、なぜ、パパ活をすることになったのか、何を求めて登録したのか、パートナーとの関係、経済状況など、その背景を問うた。

　女性への個別インタビューでは、実際に彼女たちが何を売っているのか、そして、それによって得ている金額に対してどう思っているのか、など、本音を語ってもらった。

　一見すると、ドライに割り切った世界のように思えるが、交際クラブという、パパ活の中でも、ある種特殊な業界で、そこに集まる人々が抱えている事情や葛藤には具体的にどんなものがあるのだろう？







パパ活は効率の良い『仕事』でしかない（21歳・青学ライバー・未婚）




　ライブ配信で月25万円の収入を稼ぐ白石ヒナちゃんは、青山学院大学に通う21歳。華奢だけど出るとこは出ている、子猫みたいに柔らかそうな髪をした、可愛らしい感じの女の子だ。

「ライブ配信は、寂しいおじさんたちと会話してあげるアプリで、普通に雑談配信です。最初の頃は自分のキャラを作って配信してたんですけど、もう１年半とかやってるんで。パパ活のことはもちろん内緒ですけど、それ以外のことは包み隠さずやってたら、ギフト入るようになりました」

　交際クラブに入ったのは、友達の紹介。

「ギャラ飲みとかはしたことなくて、昔、ペイターズってアプリで１回会ったことがあるけど、そのあと友達にパパ活クラブがあるんだよ、そっちの方が安全だよって教えてもらって、え、そんなのあるんだって。私、結構アプリで会う人に不信感があって。騙されたりとか、逆に財布からお金抜かれたりとか、やり逃げされたりとかあるって聞いて。それが心配だったので、クラブに登録しました。Ｈは当然するものだと思ってましたね」

　ツイッターやＳＮＳでは「お茶やお食事だけで10万円！」みたいな書き込みも見られるけれど、実際のところはどうなのだろうか。

「嘘です、嘘です。そんな人いないですよ。それか、したくない子は引っ張ってる。いいよって言いつつ、もうちょっと仲良くなったら、みたいな感じで２、３回会ったらフェードアウトする、みたいな。みんなセックスしてますよ！　お茶や食事だけなんて、ないない！　引っ張ってるだけです」

　ヒナちゃんが、自分のセックスがお金になると気付いたのは高校生の時。

「私、高校生の時から援交やってて。でもその時は本当にバカでしたね、２とかでやってました。友達もそのくらいで若い人とやってたんです。私は若い人とか良い人見つかんなくて。その頃私、顔面偏差値今より低かったんですよ。だから、安売りしちゃってました。整形、今、３００万円くらいかけてるんですけど、その頃はだから、整形のためにもお金が欲しかったんです。

　私って昔からお金にすごく執着してて、友達からも結構指摘されるくらいお金お金お金って感じになっちゃうんですけど、それってやっぱり家庭環境が原因としてあって。親が、母親の方がおかしくて、２回くらい不倫して家を出て行ったりとか、自殺未遂を目の前で何回もしたりとかしてて。

　私、高校生の時から一人暮らししてたんですよ。その時もやっぱり自分で生活費とか稼いでたから。お母さん結構ケチで、昔、一緒に銀座に行った時も、素敵なお店に入ろうとしたら、『お昼１０００円超えてるじゃん！』みたいな感じで結局大戸屋に行くことになったりして。

　もっと幸せになるにはどうしたらいいかって考えた時に、お金があったら幸せになる選択肢が増えるなって思って。それもあってお金に執着してるのかも。大学のお金は、父方のおばあちゃんがお金持ってて、そこから学費とかは出してもらったりしてるんですけど」

　交際クラブに登録してから４ヶ月。これまでクラブから紹介された男性は８人で、そのうち何人かとは今でも続いていると言う。

「パパ活始めてから私、車とかシティホテルに詳しくなりましたね。もっと早く知っとけば良かったってむっちゃ思います。嫌な思いは全くしてないです。なんだろ、人のお金で良いご飯食べたり、良いホテルに泊まったりとか、お金持ちの世界を見ることができたんですよね、初めて。それひとつひとつが自分にとって価値のある経験だと思っていて。それだけじゃなくて投資とか経営のこととか教えてくれるんですよ。

　今、パパは一人切れて２人いるんですけど、一人が教授で一人が医者なんです。教授は59歳なんだけど独身で、恋人みたいなのを求めてきます。女の子に対してロマンというか夢見てて、拗らせてんなー、って感じなんですけど、経営学者だから色々教えてくれて。医者の方は内科なので、体調悪くなったらすぐ診てもらえるし、普段から気にかけてもらえるし、そういう面でも助かってますね。女の子を14人飼ってるので、個性強いなと思いますけど、割り切ってくれるので楽です」

　会ったその日にＨするのは基本的にＯＫで、１回のパパ活でヒナちゃんが手にするのは諭吉10枚。いわゆる相場より高めの値段設定だが、この値段はどうやって決めたのだろうか。

「周りは５が多いし、８もいるけど、平均が５ですよね。周りの子よりもらってる自覚はあります。５以下だとできないっていうのは、安売りしたくないっていうプライドの問題です。平均以下みたいになるっていうのは、その時の経済事情によるとは思いますけど、やっぱり嫌ですね。時短なら良いけど。

　私、長時間でもそんなに嫌ではないんですよ。ただ、それに見合ったお金は出してとは言います。普段だったら10だけど、泊まるなら16とか。パパの理想は一人で月１００だけど、無理だと思うから何人かいてもいいです。月契約は、その金額以上会いたいって言われるのは嫌ですね。１００で会い放題とかは絶対嫌で、１回10で10回会うよりは、月１００で10回以内で済むのがいいです」

　交際クラブは風俗ではないので、嫌な相手であれば断れるけれど、今のところ断ったことは無いと言う。

「お金が欲しいが勝っちゃう。やりたいことがいっぱいあるんですよ。お金使うところなんていっぱいある。美容にむっちゃお金かかるし、家賃もかかるし、タクシーだって乗りたいし。投資とかＦＸもやりたいし、ビットコインももっと突っ込みたいし、親孝行もしたいし。私、親にはパパ活のこと言ってるんです。

　母は今再婚して、父と一緒に暮らしてて。外食費を出してあげたり、旅行に連れて行ったり。パパ活でＨしてるのは言ってないけど、聞かれないですね。両方パパ活のことは知ってて、応援はしてないけど知ってるって感じです」

　ヒナちゃんは、パパ活はあくまで仕事だと言い切る。

「パパ活は仕事。効率の良い『仕事』でしかない。風俗は嫌です、効率が悪い。風俗の方が効率いいって人もいるけど、実際にやる時間の比率、一緒にいる時間とリスクを考えると、体も心も傷付くじゃないですか。しかも、なんの勉強にもならない。低俗な、金もない男とやらなきゃいけないなんて嫌ですね。パパ活は学べることも多いし、自分としてはお互いウィンウィンでありたいと思っていて。

　パパ活は売春だと思うけど、自分が消耗する感じもないし、向いてると思います。セックスはあんまり好きじゃないけど、そんなに、死ぬほどやだってわけじゃないから。別にこう、目を閉じて息止めてたらできるんで。だから、男性の見た目はあんまり気にしない。教授なんてやばいですよ。見た目がドブガエル。一緒に外を歩くのはむっちゃストレスです。一度、手をつないで、下着を見に行かされて。その時は次の日言いましたね、さすがにちょっとって。そしたら傷付いてました。なんでも言っちゃうかも、私」

　パパは何人いてもいいけど彼氏は一人でいい。若いうちにお金持ち捕まえて結婚するのが一番いい、そしたらパパ活はしないと思う、と話すヒナちゃん。現在彼氏はいるのだろうか。

「今付き合ってる彼氏はライブ配信のリスナーで、46歳独身。それは本当に好きですよ。彼氏のことは。でも、結婚するにはちょっとお金がないなー、と思っちゃう。年収８００とか。彼氏は、私が言うことなんでも聞いてくれるし、優しいんです。とにかく優しい。心が広い。なんでも許してくれる。

　私、結構、彼氏に対してはおちゃらけたいタイプなんですよ。だから全然裸で歩いちゃったりとか、お尻フリフリフリフリとかやっちゃって、いつもマンネリ化して別れるんですけど。今の彼はいつも笑ってくれて、なんか突っ込んでくれる。いい関係です。彼氏は癒し。精神安定剤です。だから、パパ活は彼氏には内緒です。パパ活は個人的には浮気だとは思わないけど、彼氏は絶対そう思うから。

　私はそういう、お金のためにするのは仕事だと思っていて。パパ活は若いうちしかできない仕事だと思ってるし、そこに好きとか感情はないから浮気ではないし、後ろめたさも罪悪感も全くないんですよ。性行為が愛を確かめるためにするもの、っていう感覚がない。昔っからないかも。私、不思議なことに、好きになればなるほどできないんですよ。だから、最近むっちゃレスになっちゃって。好きになるほどできないから、家族みたいな、大事な存在になっちゃって、そういう性的な目で見れないんですよね。男の人が、嫁が家族になってできない、とか言うけど、それと同じで。いちゃいちゃラブラブっていうのが苦手。

　Ｈな動画を見るとき、私、痴漢とかレイプとか、そういうのが好きなんですよ。性欲はあるけど、結局パパ活って、『やろう』ってなって集まるわけじゃないですか。でも、そういうのより、絶対やっちゃいけない友達関係なのに、飲んだ勢いで、みたいな時にしか興奮しないんです。ティンダーとかで二人で会おうってなっても、お互い『今日やるのかな、やらないのかな』とか思ってるのは嫌なんです。絶対ないだろ、っていう関係でやるのが、一番、いい。だから、それ以外のＨはどうでもいい。興奮するわけじゃないから、お金になるんだったらいいじゃんって感じで」

　ヒナちゃんの初体験は高校２年生のとき。相手は当時の彼氏だった。

「初体験は痛かったですね。１年８ヶ月くらい付き合ってる途中で私が援交やり始めて、バレてフラれました。その時は、罪悪感もあって、自分から友達に言っちゃったんですよ。そしたら友達がチクりやがって。でも、罪悪感よりお金入る方が嬉しかった。彼氏に謝って、一度は援交やめたけど、またやっちゃって。その時は、整形代が欲しかったんです。だから、やめられないんだと思います。

　整形する前と後は、男の人の態度が全く違う。全く違います。もう、本当に違う。こんなにちやほやされるんだって。男って常々バカだなと思います。

　でも私、お金のない男から無理やり巻き上げようとか、もらおうとは思わない。それはライブ配信でも同じです。お金持ってる男の人の、余剰金を全部くれって思います」




「パパ活は、効率の良い『仕事』でしかない」と話すヒナちゃんが、性行為を『仕事』と割り切れる理由が『自分が興奮するシチュエーション以外のＨはどうでもいいから』だと解り、妙に納得してしまった。

「お金がない男から無理やり巻き上げるつもりはない。お金持ってる人の余剰金があるなら、それ全部くれって思う」というのも、嘘偽りない本音だろう。確かに、お金が余っていて、それを相手がくれると言うなら、もらって何が悪いのか、という話である。

　ヒナちゃんへのインタビューを終えて、小一時間くらい『金は天下の回りもの』という諺が頭の中をグルグルしていた。







自己肯定感が低い私の救済手段（36歳・アパレル・バツイチ）




「パパ活は、12年間夫に奴隷のように扱われていた自分という人間が、周りからどう見られているのか、どれだけのニーズがあるのか、を体感できる活動だと思っています。私と過ごす時間に、どれだけの価値があるのかが具体的に分かる場所って、そう多くはないじゃないですか。女を捨てた子持ちの主婦をしている女性や、インスタグラムで見かけるおしゃれな女性たちにこそ、この仕事を勧めたいと思うくらい、有益なものだと思います。私には、自己理解に必要な活動だと思いますね」

　そう語るのは、千葉県在住、36歳の理恵子さん。サラサラのストレートボブにメガネをかけ、すっきりとした目元がセクシーだ。スタイルの良さを際立たせるハイウエストのデニムに、体のラインがわかるぴったりとしたニットを着ている。

　19歳で結婚し、子供３人を出産。夫のＤＶが原因で離婚が成立し、現在は一人暮らしをしている。アパレル販売員の手取りは24万円で、家賃は３ＤＫ５万６０００円。月６万円ほどになるパパ活の収入は、養育費の支払いと自分へのご褒美スタバに使うと話す。

「交際クラブに入ったのは、友達の紹介です。オンラインゲームで知り合って、４年くらい密に仲良くしてる女友達が名古屋の交際クラブに入ってたんです。最初はむちゃくちゃ否定的だったけど、源泉徴収とか給与明細のないお仕事なのですごくいいよって言われて、そのうち、理にかなってるなと思うようになったんです。

　初めて話を聞いた時は別居中で裁判中だったので、子供の面倒を見ながら、仕事しながら、みたいな生活で。時給１０００円で８時間労働して８０００円しかもらえないよりも、４時間パパ活して４、５万もらえたら、残りの４時間子供に使えるなと思って。実はこれってものすごく効率のいいことなのかなと思ったんですよね。

　８時間働いてクタクタになって、子供にカップラーメン食べててよ、とかって言うより、４時間だけ働いて、じゃあこのお金で何食べに行く？　って言う方が気持ちにも余裕ができるなって考えた時に、すごく合理的なものだと思ったんです」

　５ヶ月前に登録し、現在までのオファーは２件。一人目の男性は、最初のデートでは５くれたが、２回目の時は長時間拘束されたのにも関わらず４に減額されたと言う。

「５だと頻繁に会うのは難しいからって定期の話をされて、10固定でどうだ、と言われたんですけど、さすがにそれは安くない？　と思って。お断りしたらそれから連絡が来なくなりました。

　２人目のパパは、私の容姿が好みだったみたいで、月に２回くらい会えたらいいな、って感じでお声がけいただきました。バツイチの男性で50歳。社長ではないけど、転職して新しい事業をやってるみたいです。この方は１回４なんですけど、ご飯、ホテル以外にもプレゼントとかくれるんですよ。こないだも、イヴ・サンローランのお財布を買ってもらいました。『新しいの欲しーい』って言って。

　交際クラブは理想的ですね。風営法に引っかからない合法の接客業だと思います。だから売春ではない。私はこの仕事で学びを得ているし、とても楽しい。もっとオファーは欲しいです。

　パパに対して、好きって感情はないですね。優しいし、好意はありますけど、それが恋愛に発展するかというと、ちょっと違う。

　今いるパパに『オファー全然入んない』って相談すると、複雑って言うんですよ。こんなに魅力的で楽しくてセックスの相性もいいのに声がかからないと言うのは寂しいって。でも、僕だけにしてほしい気持ちもあるから複雑って。『だから写真変えようと思ってるんだよね』って言ったら、うーん、みたいな。向こうが月２回会いたいって言ってたのに実際は１回しか会えてないから、もっと会いたいですけどね。

　スタイル的には菜々緒になりたいんです。メガネかけてエロティックな雰囲気になるようにしてます。性的な目で見られたいというか、女性として求められたいんですよね。何歳になっても、女性として求められるのって、こっちのモチベーションが上がるんです。あ、イイ女！　って思われたいんです。街歩いてて、イイ女連れてるなって思われたい。私にとっては、パパ活で高額を引き出すより、そう思われる方が大事かもしれないですね」

　現在は離婚している元夫とはどのような関係だったのだろうか。

「私、知り合って半年くらいで結婚したんですよ。付き合い始めてすぐ妊娠して。妊娠した時も、最初は自分の子じゃないんじゃないか、堕ろせって言われて。いやいや、そんなことはないぞと。出産する１ヶ月前にやっと籍を入れた感じでしたね。夫は知り合った時は雑貨屋さんで働いてて、やめて、パチンコやスロットで食べてたんですよ。そのうち子供が一人生まれ、すぐ次の子が年子で生まれ、そろそろ働かなきゃな、ってことで、３人目が生まれた次の日に面接して受かったところで今も働いてます。

　夫からは、毎日性行為を求められました。生理でも、生理じゃなくても毎日。私が生理中のときとかは、ＴＥＮＧＡを股に挟ませられて、寝バックで後ろからＴＥＮＧＡに入れるっていう。ひとりではしないんですね。私がＴＥＮＧＡを持って動かすとか、毎日口で抜いてあげるとか。それを断ると蹴っ飛ばされて、部屋の隅っこに４時間とか立たされて、すみません、ごめんなさい、Ｈさせてくださいって言って、Ｈするっていう。人としては扱ってもらえてないっていうか。冗談で『外で抜いて来てもいいんだよー』って言ったら『いやいや、なんで、家にタダでできる女がいるのに外で抜かなきゃいけないの』って言われて、あ、そういう扱いなんだなと思って。

　旦那さんとＨするのは苦痛でしかなくて。最初の頃は好意があったから求められれば、いいよーって感じでしたけど、後半の方は実際に濡れもせず。

　私がどこかで目を覚まして警察に通報すれば、彼は逮捕される状態くらいの環境にはいたんですけど、どんどんひどくなって。子供達にも暴力を振るうようになったんですね。それも、段々ベクトルが変わって来て、私も子供達に『静かにしなきゃいけないのに静かにしなかったからだよ』とか、『パパ帰って来ちゃうから、みんな、静かにしようね』って。子供を押さえつけるというか、パパに怒られないようにするためにみんなで静かにしてようって言い聞かせたり、そんな感じでした。

　子供達は今夫の元にいるんですけど、子供達が家を出て行った理由が、『パパが家にいないのは今まで通りだけど、ママが常に仕事に出てて家にいない、帰って来た時にママがいないのは寂しいから嫌だ』っていうので。私は子供のために、家賃払ったり食べたいもの食べさせたり、塾のお金払うために一生懸命やってたのに、『だったら、離婚しなくてよかった。離婚しないでみんなで我慢してたら良かったじゃん』って子供達が出て行ったんです。夫も、こっちに来たらパソコンあげるよとかタブレットあげるよ、買ってあげるよ、みたいな甘いことを言って、子供達はそれにつられて向こうに行っちゃって。

　やっぱり最初はショックを受けました。これまで、暴力を振るわれて虐げられる生活をして来たのに、そっちを選ぶのって。でも、私、元々あっけらかんとした性格なので、生きてるから良くない？　健康で、生きてて、それで連絡も取れてるし、いっかなって思って。親権に関しては、向こうは意地悪でよこせよこせって言ってたんですけど、じゃあ、あげよう！　って。裁判で決まりました。だから私は、向こうに養育費を払ってます。

　結婚は失敗とは思ってないです。勉強になったし、経験値として重要だったと思う。徳を積ませてもらったくらいに思ってますね」

　そんな理恵子さんは、パパ活は今がちょうど良いタイミングだったと語る。

「若い時に知って、価値観が狂って足元崩れていっちゃうくらいなら、今の方が。昔はただ若いだけでしたけど、今が一番綺麗だと思いますしね。私、自分のこの容姿はまあまあ綺麗だと思うんですよ。

　でも、これって実は、別居する前の12年間、旦那さんと一緒にいた時に、一応、旦那さんのお飾りみたいな感じで生活してたから、そのことも大きいと思うんです。営業先とかお客様のところにご挨拶行くときに、『いやー、綺麗な奥さんで羨ましいなー』とか、『子供３人もいるのにこんなに理想的な家族あるのかよ、いやいやすごいね』って言われるために連れて行かれてた存在だったんですね。

　私が求めているのは、自分が綺麗にして、求められて愛されること。だから、パパ活はすごく合ってると思います。私は承認欲求もあるし、もっと大事にされるべき人なんだよって気付かせてもらった感じはあります。お金がもらえるだけでもいいと思うんですけど。

　結局、目に見える、具現化できる成果というものは、お金だと思うんですよね」

　理恵子さんは「お金」を貯めた先に明確な目標を持っていた。

「私に交際クラブを教えてくれた名古屋の友達は、２年後くらいに関東に来る予定なんです。それまで二人ともパパ活やって、お金貯めてカフェやって、って、私的には色々展望があるんです。シェアハウスみたいにして留学生とかショートステイも入れるようにして、調理師免許を友達が持っているのでご飯屋さんを開いて。友達にカメラマンとか保育士さんもいたりするので、皆でできることをしてたら面白いよね、そしたら楽しみだね、みたいな感じです。

　老後、一人でも不安はないかな。根拠はないけど、友達が私の面倒見てくれるかなと思うし。依存してる感覚はないですけど、人生のパートナーとして考えると、彼女も家族的な感じで。彼女も子供もいるし、ゆくゆくは私の子供も来たらいいよねーみたいな。そういう人生もアリかなと思っています。彼女となら、意見の食い違いがあっても、ちゃんと話し合えるし。私はもともとネガティブだけど、彼女はめちゃくちゃポジティブなので、一緒にいると前向きな気持ちになれるんですよね。

　人生の中で一番大切なものは必要とされること。

　カフェをやりたいという夢は、彼女がカフェをやりたいっていうから、スポンサーみたいな気持ちというか、何か私に手伝えることないかな、経理とかマネジメントとかやるし、企画立案好きだし、提案してあげることで、自分もやりがいを見つける感じなんです。

　自分の中からあれやりたいとかじゃなくて、周りの人に応えたいのかな。意見を出してあげられる側にいたい。頼られたい、必要とされたいんです」

　離婚して数年が経つが、「旦那さんは、下の子の手が離れたら毎週末、どっか車で温泉でも行こうかなんて言ってくれる旦那さんだったんです。ＤＶとかモラハラさえなければすっごい素敵な旦那さんでした」と語る理恵子さん。

「この考えはやめなきゃいけないんですけど、私がもっと頑張ればよかったなとか。一応、カウンセリングに通ったりしてるんですけど。未だに悲しい気持ちになります」と話していた姿が忘れられない。




「パパ活は、ＤＶからの脱出。自己肯定感が低い私の救済手段です」と自己分析していたが、友達の存在もまた、理恵子さんを別ベクトルの救いに導いてくれる存在だと感じた。







こんなに楽に稼げていいの？（28歳・総合職ＯＬ・未婚）




「パパ活を始めたのは、１００万円近い借金があったからです」と話すのは、渡辺紗央莉さん、28歳。身長１７６センチのモデル体型で、女優の菜々緒さんを少し優しそうにした感じの美人である。

「上場企業の総合職なので、決してお金に困ってたわけじゃないんですけど、最初に勤務した地方の支店で、よくない上司に当たってしまって。

　女性が少ない職場なんですけど、その上司は女嫌いで、日々モラハラを受けまくって、悲しくないのに涙が出ちゃうとか、日々血尿との戦いで心身がかなり病んでしまったんです。すごい残業してるのに残業代全然つかないとか。１４０時間残業したのに、15時間しかつかない、みたいな感じだったんです。血尿が出たって報告しても、『こいつ血尿出たんだってアッハッハ』みたいに笑い飛ばされるようなヤバイ職場で。

　残業代が出ないのにフルで働いてるような状態だったから、ご飯代がものすごくかかるようになってしまって。自炊ができないから外食ばかりで出費がすごい増えるようになっちゃったんですよ。勤務先は田舎だから、車も自分で買わなきゃいけなくて、会社から支給されるわけじゃないから車検代とかも自腹で。そしたらお金がナイナイナイ！　って、あっという間にキャッシングの日々です。

　おまけに、あまりに田舎で、友達もいない、趣味もない、私、こんなに若いのに何もない！　って精神的にもだいぶ追い詰められて。一念発起して社交ダンスを習うことにしたんです。そこでまたお金をじゃんじゃん使うようになっちゃったんですけど。

　そうこうしてるうちに、また違う地方の支店に転勤になったんですが、社交ダンスはどうしても続けたくて。深夜バスで片道３０００円、４０００円ってバス代をかけて毎週東京に通ってるうちに、更にお金が足りなくてキャッシングが加速していったんですね。

　転勤先も田舎だったから、下手に水商売とかしちゃうとすぐに噂になるんですよ。かと言って、東京行ってもダンスするから、副収入を得る方法が何もなかったんです。で、ネットで『副業　バレない』とか色々調べてたら、援助とかパパ活とか交際クラブという単語が出てきました」

「援助交際」という言葉には拒絶感があったという紗央莉さんだったが、「パパ活」には少しマイルドというか、いやらしさが消える感覚があったという。最初は体がどうこうという感じではなく、お金が余って余ってしょうがない人が食事をするだけでお金をくれる、みたいなイメージで始めたそうだ。

「その時は、ダンスを続けるための交通費が欲しかったんですね。バス代１週間６０００円、月々でいうと３万円。ダンスのレッスン30分５０００円。『私は月に５万円自由に使えるお金があったら幸せになれる！』と思って、まずはアプリを始めました。その時は罪悪感とかなくて、好奇心の方が強かったんですけど、よくわからなかったので２万円だったんですよ。地方だから相場も低かったみたいで。

　私が初めてした人は勃たなくて、のんびりホテルで過ごしただけで２万くれて。私、する前は『超えちゃいけない一線を越えてしまったことに傷つくかな』とか『ショック受けるかな』と思ってたけど、２万円パッともらったら『こんなことでいいんだ』って思って。私があんなに血尿を出しながら一生懸命働いて10時間20時間残業して働いて得られるお金が、たったこの30分くらいの、たかだかこんなのでもらえるんだ、これでいいんだって。これいいじゃん！　みたいな。それがちょっと、楽だなと思ったわけじゃないけど、私は重く考えてたんだなって思い至りました。

　若い女には価値があるって聞いてたけど、本当にあるんだって。あるんだったら、お金に変えた方がいいと思って。そっからですね。交際クラブは敷居が高かったけど、いい人がいたらめっちゃラッキーじゃんと思って、期待はせずに登録して。そこから地獄に。奈落の底に落ちました。嫌な思いはむちゃくちゃしましたね」

　実際にどのような思いをしたのだろうか。

「初期の頃は、希望の金額がもらえなくて買い叩かれたなーと思った時もあるし、背が高いから男だと思ったとか、無体を強いられるみたいなのもあったし、ＳＭもどきみたいなことをされた時もあったし。その時は死ぬかと思いました。

　パパの知り合いの女の子が縛られたいって言うから、ハプバーに縄師を呼んで縛ってもらったら、痛くて続けられないって言い出して。私は見学だけでいいって言われてたのに、代わりに縛られることになって。縛りがいがあるとか言われて吊りまでされて。縛られて吊るされて分かったんですけど、私、閉所恐怖症だったんですよ。動けないことでパニックになるほど恐怖心を持つことがわかって。ヒューヒュー言って過呼吸になったのに、周りはなんか、楽しいね、みたいな感じになってて。せっかく吊ったから挿入しようかとかパパが言い出して。その時は私も借金返したい一心だったから受け入れましたけど、本当に死ぬかと思いました」

　２つの交際クラブに登録して、３年間に受けたオファーの数は70件くらい。ある程度お付き合いする方ができたら休会して、また１年くらい活動して、１年休んでまたボチボチ活動する、といった感じで続けているという。

「一番多い時で月に15日くらい、会社終わってからデートしてましたね。それ以外は顔合わせとか。一番収穫期は、同時期に13人くらいと顔合わせとかお出かけしたりとかで月収42、３万とか。50は行かなかったかな。

『この人は世間でいう太パパなんだろうな』っていう方は一人いて、メヒカリさんって呼んでるんですけど、魚のメヒカリをすごい送ってくるんですよ。多分ふるさと納税だと思うんですけど、年末に会ったら『カニ欲しくないか』って言われて。送るから住所教えてって言われて教えたら、１週間に１回ものすごい大量の干物が届くようになったんです。

　実家が近いので、『なんか職場の人にもらった』って大きなポリ袋に入れて持ってったんですけど、１回で終わると思ってたら毎週届いて。「家族におすそ分けしました、ありがとうございます」って言ったらまた来週ドン！　と届いて。また実家に持って行って。そしたら年末にすっごい大きなタラバガニがドンって届いて。調べたら一杯５万円くらいのタラバガニで。食べきれないからまた実家に持って行こうと準備してたらまたピンポーンって鳴って。ドア開けたら生魚って書かれた大きな荷物が届いて。厳重に新聞紙で包まれてて、少し開けたらビョンって触覚が出て来て、伊勢海老まで届いて。

　予告はないんですよ。いきなり来るんです。しかも同じものが連続したりして。ちょっと魚来すぎて私も困っちゃったから、『魚は仕事が忙しくてすぐ食べられないので、ゆっくり食べますね』ってお礼言ったら、今度は高級フルーツが届くようになって。どんどんエスカレートして、肉の塊ドーン！　とか、沖縄土産詰め合わせセットとか、泡盛ドーンとか。ままどおるとか東北のお菓子セットとか届いて。これが私の太パパですね。

　今お付き合いしてる人は８人くらいで、相手が会社経営者だったりすると、『コロナで今月はちょっと』というのが多くて。月でいうと６、７回かな。週に１、２回くらいがペースとしてはちょうどいいです」

　紗央莉さんにとって「パパ活」とはどのようなものなのだろうか。

「私にとって、パパ活は『成り上がり』。一瞬でこう、自分の全ての環境をガッとあげられるものですね。生活の水準も上がるし、自分が欲しかったものが一気に手に入れられた。お金もしかり、自分がやりたかったこともしかり。趣味しかり、将来への安心感もしかり。

　パパ活というのは決して褒められたものではない、というのは理解していて。でも、この後ろ暗い世界を知らなければ、私は心身を病んでいたあのところから抜け出せなかったと思うと、すごいアウトローな方法ではあるけれども、やらずして今の自分はなかったなと思います。

　売春してる意識は常にあります。だけど、だからと言ってそれを良いとも悪いとも思わないですね。自分の今しか持ってない価値を交換してるだけ。世間一般的なこういう市場では若いことや未婚であることに価値があって。今、使えるものを交換していかなきゃみたいな気持ちがありますね。

　やることなくて１日ボーっとしてたら何にも残らないけど、パパ活したら５万になり10万になる。決して褒められたものではないけど、今しか換えられないものは、今換えておいた方がいいと思うんです。私の中では、今は若き一瞬を換金しているボーナスステージくらいにしか考えていなくて。搾り取られてるというような感覚はないです。

　だから、パパ活は等価交換だとは思わないですね。逆に、高く買ってもらってると思います。だって５万ですよ？　例えばパパ活で５万もらったとして、私がそれを残業代で稼ぐとなったら２、30時間くらい働かなきゃいけないわけで。それに比べると楽ですよ。なんてことはない。セックスなんてものは誰とだってできる。セックスは減るもんじゃないですし。それがお金になるんだから、たいしたもんです。

　交際クラブっていろんな考え方の人がいて、セックスを売ってるかどうかは人によって違ってきます。体だけあればいいよって人もいるけど、心の繋がりというか、体だけでもダメだったりする人もいるんですよね。若いだけでもダメだし。

　私も、パパ活を始めたばかりの頃は、やれりゃいいんでしょみたいな『はい、カラダとお金を交換ね』ってそういうイメージもあったんだけど、そうじゃない。心と心の繋がりってあんまり好きじゃない言葉で、こんなところにあるかいなって思ってたけど、結局今続いている人達っていうのは、私という人間を信頼してるというか、あ、この子はまともな子だなって、ある程度の信頼感を寄せて付き合ってくれてると思うから、お金のためにやってるっていうのを悟られないようにするのがマナーかなって思いますね」

　パパ活を始めて家族に対する還元が増えたと話す紗央莉さん。実家で煎餅屋を営む両親を、美味しいご飯に連れて行くのが楽しいと言う。

「親はどっちかっていうと質素倹約ってタイプで、いい料理あんま食べたことない、みたいな感じなんです。私、自分の為にお金使うより、家族に使うお金が好きなんですね。お金は家族を幸せにする為にあるもの。パパ活は、今の自分の若さなりをトレードできるもの。換金できるうちに換金して、未来の幸せに備えておきたいんです」




　柔らかい印象の紗央莉さんだが、その眼差しには強い意志が湛えられているような気がした。







パパ活は男に対する復讐です（42歳・会社員・既婚）




「元々帰国子女で海外暮らしが長かったから、パパ活って言葉を知らなくて」と話すのは、都内ＩＴ関連企業に勤務している既婚者の池上夏菜子さん。身長１６２センチ。イタリアマダムのように陽に灼けた肌が健康的な美貌の持ち主である。

「夫は海外に住んでいて、私だけ日本に帰ってきたんですけど、ずっとセックスレスだったし、離婚に踏み切るためにも私生活を充実させたかったんです。自分が女性としてまだ通用するのか、客観的な評価を知りたくなって」

　交際クラブに登録して、もうすぐ４年。実際に会った男性は30人くらい。

「最初はアプリとかサイトで相手を探してたんですけど、あんまり良い人と出会えなくて。

　今勤めてる会社では希望の手取りがもらえてないので、銀座とか六本木でホステスの仕事でもしようかな、とも思ったけど、経験もないし、お客さんも持ってないから無理だなと思って。ネットで色々調べていくうちに交際クラブというのがあることを知りました。

　交際クラブに登録するときは、セックスはするものだと思ってましたね。初回からＯＫにしてます。旦那とは離婚したいと思ってるので、悪いという気持ちは微塵もないです。

　最初の頃は、これって売春なのかな、とか、フリーの風俗嬢みたいだな、とか思ったことはあったんですけど、売春って不特定多数の人相手じゃないですか。交際クラブは会員制だから不特定多数とは言えないし、限られた人としかしないわけだから、売春には当てはまらないですよね。

　オファーを受けても断ることができて、したくないと思えば断れて、選択肢があるし、風俗嬢とも違う。自分の意思ですることなので、管理されているわけでもない。

　そもそも、セックスを売っているという意識がないです。だって、相手の男性とする時って、セックスをした後に値段交渉するんじゃなくて、する前じゃないですか。だから、その人は私がどんなセックスをするかなんて分からないわけですよ。ということは、初対面の印象とかフィーリングとかだけで『この値段で』と決めてもらっているわけだから、セックスではなくて、私の女性としての、人間としての魅力に価値がついてるんだと思うんです。

　私、セックスは男性からの奉仕だと思っているので、全身舐めろとか上から目線で言ってくる男の人とは合わないし、攻めて欲しいとか言うＭの男性も合わないんですね。興奮しないし、満足感も得られないので、そういう人から２回目のお誘いがあってもお断りします。

　交際クラブの男性は、上手な人もなかにはいるけど、なんか物足りないっていうか、セックスに関しても、女性を気持ち良くさせようって気遣いがあまりない人が多いのかなって感じですね。Ｈが上手で恋愛も上手だったら周りの女性がほっとかないじゃないですか。正直な話、何かが足りないから、お金で補ってるんだろうなって印象はあります」

　夏菜子さんは海外の高校を卒業後、両親と共に帰国。そのまま日本の大学に進み、都内の大手メーカーに就職した。３年間働いた後、転職を繰り返し、29歳で再び単身海外へ。仕事先のカナダで、４歳上の日本人男性と知り合って結婚した。

　夫は経営者ということもあり、夏菜子さんは経済的な不安もなく、趣味のブログを綴りながら充実した毎日を過ごしていたと言う。

　結婚して７年ほどが経った頃、夏菜子さんの親に介護が必要となり、生活の拠点を日本に移そうとしたが、最終的に夫から出た言葉は「しばらく別居したい」だった。

「その頃、ちょうど夫の会社があんまりうまくいかなくなってて。日本で新しく事業展開する案もあったんですけど、もう少しこっちで頑張りたいからと言われて。私だけ日本に帰ってきました」

　離れて暮らしているうちに、だんだん夫への愛情も冷めてきてしまったと話す夏菜子さん。

「結局、夫は会社を立て直すことができずに、ほぼ無収入状態になってしまったんです。持っていた不動産も売ってしまったし、貯金を切り崩して生活してるから、このままズルズル婚姻関係を続けていても、離婚するときの財産分与が減ってくだけで、私にはなんのメリットもないんですよね。

　コロナもあったし、仕方ない部分もあると思うんですけど、私だけ介護もあるし、仕事もしてて、自分だけ頑張ってるみたいな。なんか夫が頼りないと感じるようになってしまって。ちょっと、他の男の人も見てみようかな、みたいな。

　もしかしたら、本当は、別居したいと言われたあたりから、私の気持ちは冷め始めてたのかもしれないですけど、夫とは結婚した当初からセックスレスだったんですね。私が元々セックスが好きじゃなかったっていうのもあるんですけど、痛いだけで全然気持ち良いと思ったことがなくて。相手がしたがるから応じるだけの行為っていうか。

　でも、交際クラブで他の男性と会うようになって、初めてセックスの気持ち良さを知ったんです。そしたら、ますます離婚を真剣に考えるようになりました」

　これまでの人生で、女の価値を意識したことは一度もなかったと話す夏菜子さん。

「子供の頃は胸が大きいことを男の子にからかわれて恥ずかしい思いをしたし、親にも可愛いって言われたことがなくて。親からは、女なんだから学歴つけろとか、良い会社に就職できるようにもっと勉強しろとか、男に負けるなとか言われ続けて。自分はダメだ、もっと頑張んなきゃいけない、ってプレッシャーばかりで、女に生まれて良かったなんて思ったことは一度もなかったです。むしろ、女に生まれて損ばかりしてるなって気持ちの方が強かったですね。

　男性に対する嫉妬というのはものすごくあるんですよね。イトコが一浪して私より偏差値の低い大学に行ったのに、最終的に私よりも良い会社に就職してるのを見ると、やっぱり男は違うよねって悔しい思いもしたし、同級生の時は何も感じなかったけど、いざ就職するぞって段階になったら、同じ大学なのに男ってだけで良いところに就職したり、給料も良かったり。男性の方が優遇される時代に生まれてしまって、どうしても超えられない社会的な壁があると感じて。

　同じような学歴なのに、自分は女というだけで就職も希望通りに行かなかったし、出世しないし賃金格差もある。だからそこで、男性に搾取されたじゃないけど、そういう意識があるんですよ。

　パパ活も、『その分取り返したい』みたいな、『これまで搾取されてきた分をもらって何が悪いの？』みたいな気持ちもちょっとあると思うんです。

　そういう気持ちに気付いたら、『だから私、抵抗なくパパ活やってるのかな？』って自分の中で腑に落ちました」

　今は、既婚者合コンで知り合った、金銭を介さない恋愛関係の彼氏がいると話す夏菜子さん。

「彼は１歳下で、付き合って１年になります。お手当てとか家賃の援助とかもないので、愛人という感じではないです。その人は、女性だから奢られて当然、みたいなのは嫌がるタイプで、パパ活みたいな関係を望んでいないのが分かるし、私もその人のことが好きで嫌われたくないから、そういう交渉はしないです。ホテル代は向こうが出してくれるけど、食事やお茶代は私持ちで、対等に付き合ってる感じですね。

　パパ活を始めて思ったのは、お金が間に存在するというのは、純粋な恋愛感情が湧きにくいということと、好きになったら、お金をもらうことを申し訳ないとか罪悪感を感じるようになる、ということですね。だから、彼氏との間に金銭の契約は無い方がいい。

　パパ活をしてるのは彼には絶対内緒です。お互い既婚者だし、そもそも相手を独り占めできる立場じゃないわけだから、私にパパがいても何も言えないはずですけど、嫌われたくないから。

　交際クラブで会う男性は、この人、あんまり私のこと興味ないんだろうなって思うことが多いんですけど、彼は、私をちゃんと一人の人間として見てくれて、尊重してくれるし、褒めてくれるんです。『頑張ってきたんだね』とか『そういうまっすぐなところが好きだよ』とか。

　価値観も合うし、すごく丁寧なセックスをしてくれるし、相性も良いから、再婚するなら彼しかいないと思ってます。向こうの離婚調停がもうすぐ終わるので、私も早く離婚して、彼と再婚できたらいいですね」

　パパ活は「同じ学歴なのに自分は女というだけで出世しないし賃金格差もある」という男性社会に対する復讐だと話した夏菜子さん。

「経験しないとわからないことってあるじゃないですか。

　何かをして対価を得るって、仕事ならどんなものでも同じなのに、性を売ることだけはいけないと言われる。それを経験してなかった時って、ネガティブなイメージしか持ってなくて否定的な目で見てたけど、実際にしてみると、多様性を受け入れられるようになったような気がするんです。いろんな目線で物事を見ることができるようになった。そういう意味でも、パパ活を経験して良かったな、この世界を知ることができて良かったな、と思います。

　人生でこんな経験ができるなんて思ってなかったし、もっと早く、若い時に経験してたら、違う人生が待ってたかな、とも思いますね。若い時って、男は敵だ、くらいにしか思ってなかったので、男性との仲を円滑にまわすっていう発想すら持てなかったんです。

　でも、パパ活を経験することで、憎かった男性社会に復讐できたと思えたらスッキリしたのか、職場の上司とも取引先の男性ともストレスなく上手くやって行けるようになって。

　若い時に、そういう部分に気付けていたら、誰か力のある男性に引き上げてもらえたり、応援してもらえたり、同期とも仲良くできて、きっともっと出世できたんだろうなって思うんですよね」




　就職氷河期と呼ばれる時代を過ごし、大嫌いだった男性社会の中で奮闘してきた夏菜子さん。

「今では男性と敵対することなく良い関係を築けるようになった」と微笑む彼女がパパ活で得たものは、『女性性』を否定せず、縛られることも無く、自分らしく素直に生きようと頑張る己自身を楽にする精神的な柔軟さ、処世術だったのかな、と思った。







９人の愛人をコレクションして月30万円（49歳・弁護士・既婚）




　横浜で弁護士をしている石橋遊里子さんは、年収１５００万円を稼ぐ49歳。立体的で美しい横顔に、趣味の筋トレで鍛え上げられたスタイルの良さと、豊かな胸の谷間が眩しい大人の女性だ。

　本当はまだ結婚していて夫とは別居中だが、交際クラブで知り合った男性にはバツイチと言っている。週に一度、12歳の娘が夫の元に遊びに行くので、主にその時間をパパと会う時間に使っている。

「今いるパパは８人とか９人。顔バレがやばくて非表示期間の方が長いから、新規のオファーはほぼない状態だけど、２つのクラブに登録してて、３年でトータル３、40人くらい紹介されたかな。男性の話を聞いてると、アタシ、多分、写真で見るより会った方が良いみたいで。

　で、実際に会ってＨすると、さらに良いみたいで『すっごい相性が良いよね』って気に入られちゃう。それで９人。忙しいからそんなに会えなくて月一以下の人もいるから月30万円くらいだけど。週に１回定期的に会ってる人は、２回目に会った時に『その都度渡すのは、いかにもお金の関係みたいで嫌だから、足りなかったら言って』って１００万円ポンとくれて。

　でも、アタシがこの仕事してて足りませんっていうのは言えないじゃん。元々そんなに高額をいただくわけでもないし。もう１年以上経ってるから、都度で割ったらとっくに１００万円超えてるんだけど、言えないままずっとお付き合いしてるから、今は無料のお付き合いになってるわけ。だから、もう少しちゃんと割りきった、交際クラブ的なお付き合いができるひとを探したくて、２つ目の交際クラブに登録したの」

　夫と別居して３年近くが経過する遊里子さん。別居前から数年間セックスレスだったそうだが、家を出て２ヶ月くらい経った頃、突然ナンパされるようになった。

「なんかフェロモンでも出てるのか、家にいて夫と一緒に住んでる時はなかったのに、急にあちこちで声かけられるようになって。私、高校生の時から胸がＦカップあったのね。だから、やらしい目で見られるっていうのは慣れてて。顔見るより先に胸見るっていうのは、わかるでしょ、なんか。そういうエロい目で見られるの嫌だって女の人もいるけど、アタシは昔から、そういう目線で見られるのはなんとも思ってなくて。

　でも、この歳でそういう目でアタシのこと見る人がいるんだって思ったら、ちょっと、どこまでいけるのか知りたいなとか思っちゃって。交際クラブに挑戦してみたのね」

　遊里子さんが結婚したのは36歳の時。お相手は飲食関係のお店を複数経営している10歳年上の男性。友達の紹介で知り合った。

「合コンと言う程でもない食事会みたいな感じで。仕事はバリバリやってそうな感じがしてまぁ、ちょっとグッと来ちゃったのね。でも、見た目がヤクザみたいだから、失礼ですけど、カタギのひとですか？　って聞いちゃったりして。メガネかけてるし、ヤクザにくっついてる弁護士みたいな、そういう感じの人いるじゃん。今時ダブルのスーツ着てるし、インテリヤクザっていうか。オラオラ系なのかなと思ったら、俺についてこいって感じでもなく、別に誘ってもこない、みたいな感じの人で。なんかね、そこにちょっとほだされちゃって。

　それで、お付き合いして２年くらい一緒に住んで、いつの間にか旦那の会社の手伝いをするようになって、気がついたら彼の両親や親戚とも顔合わせるようになってて。じゃあ結婚するか、みたいな。その間浮気もしなかったし、結婚して翌年には子供もできて」

　順調に見えた結婚生活に暗雲が立ち込め始めたのは、子供が２歳を過ぎた頃。

「元々夫がすごい潔癖症なところがあって。最初彼の家に遊びに行った時、モデルルームかと思うくらい綺麗な家だったのね。インテリアとかもすごい綺麗で、ガラスのテーブルに埃ひとつ落ちてないの。洗濯物とかもピシッと干してて、このくらいちゃんと家事できる人なら良いなと思って結婚したんだけど。

　でも、子供ってさ、汚すじゃない。うちの子供がハイチェアでご飯食べてて。一時期、ごちそうさまの合図で、全部パーンって床に自分で落とすような時期があったのね。床もピカピカなんだけど、牛乳なんかこぼした日には３回水拭きしても、ワックスかけてピカピカのところとはやっぱり違ったりするわけじゃない。で、夜遅く夫が仕事から帰ってきて『なんだこれは、ベタベタするな』とか言われたらさ、イラっとするよね。こっちも仕事して帰ってきて疲れてるのに。

　保育園迎えに行って、子供にご飯食べさせて、自分は適当なもの食べて、夫が帰ってきたら23時半とかに夫のご飯作って。夜中の２時半とかにも、もう一回食べるのよ、なぜか。

　だから、アタシ、仕事終わって帰ってきて、３回も夜ご飯作んなきゃいけなくて。もうほんと泣けてきて。体は相当疲れてたんだと思う。それでもうちょっと無理だなと思い始めて。ギスギスし始めた。

　私、Ｈは好きな方だと思うんだけど、その頃には本当に自分でもびっくりするくらい性欲が無くなって。その頃は、まだ私の精神的な溝がバシッと入ってることに相手が気付いてない時期だったから、向こうが誘ってきて私が嫌がっても、ただ疲れてるとかしたくないだけかなと思ったのかもしれないけど、私は『もう、好きじゃなくなったからヤダ』って言って。旦那は私が嫌ってピシって言ったら２度と求めてこなくなった。言われなくなってホッとしたとかはなくて、ただ、あ、言わなくなったな、って思った。それで、セックスレスに。

　子供が５歳くらいの時には、家庭内モラハラっていうか、夫が怒鳴り散らしたり怒ったりっていうのが酷くなって、もう、顔合わせれば怒鳴り合いの喧嘩。どうしてそんなに怒っちゃうのかこっちが知りたいくらい。

　喧嘩するたびに『出てけー！』とか言うから、その度に（出て行こう）って思うんだけど、夜中の１時とか２時に出てけって言われても、その場で『ハイハイ出て行きます』って実際問題できないじゃん。だから、（準備できたら出て行きますよ）くらいのスタンスでいて。でも、翌朝になったらそれなりに普通の生活になって。ちょっと楽しいことなんかもあったりして。で、いい時もあれば悪い時もあるし、まあいっかみたいな、そんな繰り返し。

　だけどやっぱり怒鳴り散らされるのは変わらなくて。喧嘩してもう終わりにしたくて、バンって部屋にこもったりするじゃない。そしたら引きずり出したりするのよ。アタシがごめんなさーいとか言ってぴーって泣いたら収まるのかもしれないけど、こっちも言わないじゃん、そんなこと。そしたら永久に終わらなくなったの。

　子供もだんだん大きくなってきて、アタシたちが喧嘩を始めると、両手で耳を塞いでテーブルで身体を固くしたり、他の部屋に入って身を屈めたりするようになって。そういうの見てたら、もう、夫に対して、殺したいと思うほどムカつくようになって（いや、でも殺したら私は犯罪者になってしまう）って踏みとどまったりして。（ほんと死んでくんないかな。そしたら私は悲劇のヒロインだし、みんなにもかわいそうって同情されるし、これは円満だな）とか思うようになって。

　でも、（死んでくんないかな）って思った時に（いや、こんなこと考えてる私は健全じゃないよな）って気付いて。それで、なんとか家を出た方が良いかなとか思うようになったの。

　別居しようとしてるの気付かれると実家とかに子供を隠されたりするから、住むところを着々と準備して、最後に娘だけ連れてきて。安全なところに入って、ガチャって鍵を閉めてから、『常々出てけ出てけ言われて出て行きませんでしたけど、この度準備が整いまして出て行きました』ってメールを送って。

　娘は、泣いたり喚いたりするかなって思ったけど、むっちゃ聞き分けが良くてビビった。学校に行って、そのまま連れ去って新居に帰ってきたのね。『今日ね、もうお家には帰らないからね』って言ったら『え、なんで』って。『パパとママは喧嘩しすぎて一緒にいても喧嘩がひどくなるだけだから、ちょっと一緒にいない方が良いかなと思って、別々に暮らすことにしたんだ』って言ったら、『ふーん、わかった』って、それだけ。

　それで、『パパに会えないの？』って言うから『いや、あなたとパパは大好き同士だから会えるよ』って伝えて。面会をどうするかという取り決めをして、そのあとは毎週子供と父親は会ってるって感じ。

　彼の名誉のために言っとくと、娘の面倒はすごい見るし、頼んでないのに毎月10万円振り込んでくれてるし、ロクデナシな訳じゃないのよ。仕事はちゃんとするし、暴力ふるうわけではないし、アタシとは合わないってだけで」

　そんな遊里子さんが交際クラブの存在を知ったのは、まだ夫と同居していた頃。

「クリスマスかなんかに喧嘩をして、ふてくされてずっとベッドの中でスマホ抱えて出会い系サイトとか見てたら、女性用高収入サイトの広告がチラチラ目に入って。そういうのいっぱい出てくるじゃん。で、見てみたら交際クラブっていうのがあって。

　再婚相手探すとかじゃなくて、ただ単にＨなサイト見てただけだったんだけど、セフレとか浮気相手と同じようなことするのに、お金もらえるって何？　と思って。最初は男性に選ばれるけど、１回オファーをいただいた後は女性が選べるって書いてあるし、それなら嫌な人と付き合わなくて済むし、いいなと思って。若い子みたいに嫌々やるわけでもないし。

　別居してから、子供がパパのところに行っちゃう日があるわけ。で、そういう日、暇じゃない。だから、登録してみた、っていう流れ」

　１回目のパパ活の時、夫への罪悪感は無かったと話す遊里子さん。

「こっちは怒り狂って家を出てるわけだし、浮気はバレなきゃしてないのと一緒、っていう考えもあって。世の中の半分くらいは、一生仲良くて旦那さんだけっていう人もいると思うし、アタシも、そうなりたいと思ってたけど、なれなかったからしょうがないよね。

　離婚に向けて別居期間を設けるつもりで、３年経ったら裁判所に申し立てる予定だったけど、今はちょうどいい距離で何も害もなくて。だから、そのまんま。娘はパパ大好きだし、まぁいっか、みたいな」

　遊里子さんは、白黒つけるのではなく、グレーの状態を維持している。それは、逃げではなく、自分なりの落とし所を探している最中のように感じられた。

　長い人生において、結論を急いだり、決着をつけるだけが最善策とは限らない。

「もしかしたらさ、30年くらい経ったら、縁側でお茶飲みながら『そんなこともあったなぁ』みたいな話をしてるかもしれないとか思ったりもするのよ。うちの親がさ、そんな感じだったの。父親の会社が倒産して、50代の時に一回離婚したんだけど、その後、15年くらい経って父がすい臓がん末期だって親戚から連絡が来て。その頃アタシは結婚してたから、必然的に、母と暮らす私の姉が父を呼び戻すことになって。別れたはずの父と母が同居する、なんてことがあったのね。最後、本当に死ぬ瞬間は病院で亡くなったけど、晩年、老夫婦が一緒に食事をする風景なんかもあったりして、なんか不思議な感じだったの」




　六本木の焼き鳥屋で、２、３時間ほど話し込んだだろうか。

　キャメルの上質なカシミヤコートを翻し、ヒールの踵を鳴らしながら地下鉄に潜っていく遊里子さんを見送りながら、私は、自立した大人の女性が持つ「やるせないこと」「しょうがないこと」への包容力に、しみじみと感じ入っていた。







セックスは美、パパは活力（30歳・歯科助手・バツイチ）




「私なんて鹿児島の田舎で、あっはっは！　桜島大根みたいな感じで」

　と爆笑しながら自己紹介するのは、独特なイントネーションが特徴的な鹿児島弁と、全身から溢れ出すフェロモンのギャップが凄い美人の天照命さん（30歳）。

　コロナ禍ということもありオンラインでの取材となったが、画面越しでも、内側から輝く明るいオーラが伝わってくる。陰と陽なら確実に陽。これまで３００人以上のパパ活女性と対面して来たが、のっけから「初めて出会うタイプだ」と感じた。

　都内の１Ｋマンションに暮らし、歯科助手の仕事をしている。黙っていたらセクシーなお姉さんなのに、喋り出すと爆笑を交えた自虐トークが炸裂する。

　顔立ちも綺麗だしスタイルも良いし「事務所所属の芸人さんですよ」と紹介されたら素直に信じてしまったかもしれない。

「交際クラブに最初に登録したのは、もう10年以上前。渋谷駅でスカウトされて、お試しで登録しました。写真撮影をしたら１ヶ月に10件くらいお誘いいただいて。本当に嬉しかったですね。ワクワクしますよね、どんな人に会えるんだろうって。楽しんじゃってますね、私。

　結構新規の方のオファーも多くて。紹介されたのはトータルで１００人くらいだと思います。パパには『あなただけ』と言ってるので、そんなに紹介されてるのは内緒なんですけど。お気遣いというか『お前はアイドルでも超絶美人でもないんだし』っていうね、調子に乗ったりしないように。パパさんに嫌な思いはさせたくないので、あなただけって言ってるんです」

　交際クラブでは遠方に行くことも多いと言う。お小遣いの額は基本的に10もらうことが多いそうだが、本人はそれほど金額には拘っていない。

「パパは今、本当に大好き！　と思って会ってるのが、７人です。このかたとは続かないと思うけど、会ってくださってるから……という方が何人かいましたけど、そういうかたといると、良い風が吹かないかなって思って断捨離してしまいました。

　向こうも私のこと、いっぱいいる中の１人みたいな、忘れちゃうみたいなのって分かるじゃないですか。私も、うーんっていう気持ちで。この人のこういう発言ってちょっと嫌だなーとか思って会うのが、すごいストレスなんだなっていうのが分かりましたね。そういうかたを入れると15人とかいたんですけど。もう、ちゃんと断捨離をして、というので７人が定期です。

　それぞれ月２回とか月１回とか２ヶ月に１回とか必ず定期的にお会いしていて。お小遣いという観点で言うと都度なんですけど。お金は固定でもらってますね。10が５人、20が１人（月２回分）、８が１人、あ、もう１人いました！　それで考えると８人ですね。

　その人はもう、プラトニックです。72歳のおじいちゃんで、私、このかたのこと大好きなんですけど『もう、こうなったら仕方ない、命ちゃんのこと一生面倒見ましょう！』みたいな感じで毎月お金を送ってくれます。以前、ヤクルトの仕事をしてた時のお客さんなんですけど、ずーっと仲良くしてくれて、かけがえのない人なんです。

　私の家族も知ってるし、お母さんも知ってます。さすがに、プライベートでお金のやり取りがあるとかは知らないでしょうけど、このおじいちゃんとはもう10年くらいのお付き合いですね。昔は毎月何十万単位でずっと支援してくれてたんですけど、今は退職されてて。今毎月送ってくれてる額は１万５０００円。自分の年金から送ってくれてて。『ぶっちゃけ、私、いらないよ。あなたとずーっと仲良くできれば』って言っても、自分の使命みたいな、意地みたいな感じなんですかね。『いや、もう、面倒見るって決めたんだ』って。

　でも１万５０００円って貴重な、本当に大金ですからね。１０００円でも大金ですよ。あったかい気持ちでいっぱいですね。

　昔は一応セックスはしてましたけど。私、最低なんですけど潔癖なところがあって、他人の唾液が付くのが嫌いなんです。唾液の匂いってありますよね。ＤＮＡレベルで好きじゃない匂いだったんですね、そのおじいちゃんの匂いが。だから、本人に『くっさーい』なんて言えないけど、結構お互いなんでも言い合える仲だったので『ちょっともう、あの、したくないんだよね』って私言っちゃいました。『申し訳ないけども、するんなら後ろから。対面とかは無しで、吐息がかかるのもできればしてほしくないから』って。サイテーですよね。それでも、おじいちゃんは『命ちゃんのことが好きなんだ！　わしはそれでもいいんじゃ！』ってなって。私も好きなんですよ。好きなんだけど、匂いが無理！　そういうのってありますよね。

　私、自分でも変態だと思うんですよ。吐かれてもウンチでも、結構なんでも匂いは平気なんです。でも、そのおじいちゃんの匂いだけは嫌だというか。『後ろから。寝バックで刺す！　それだけね、よろしく！』って。ほんとサイテーなんですけど。

　でも、そういう人って不思議ですよね、嫌だって言われても、それでも性的なことをしたいって。結構私、条件言いましたよ。『あれもダメこれもダメ、乳首もチュポーンとか吸わないでね！』とか。生意気だなぁ、今考えると。でも、『乳首も強く吸わないでね、舐めないでね』とか言ってても、その時は、そんな感じで３とかくれてました」

　パパたちに対して命さんはどのような感情で接しているのだろうか。

「パパ活するパパさん達がどういう理由でやってるのかっていうのは、色んな理由があると思うんですけど、やっぱりどこかに寂しさとか、セックスレスとか、奥さんと死別して、とか、恋愛のトキメキが欲しいとか、っていうのが多いのかな、と感じていて。今お付き合いさせてもらってる大好きな人達とは普段から仲が良いんです。ＬＩＮＥも送ってきたり送ったり。今日はこんなことしましたよ、とかそんな他愛のないことで。写真も送りあったりして。私も楽しいんですよね。

　彼氏として見てるかっていうと、さすがに年も離れ過ぎてるからそういう目では見れないんですけど。でもやっぱり心の癒し？　私も大好きですし、それって、彼氏に見えないって言ったけど、彼氏みたいなものですかね。そんな気もしてきました。

　もし、私に伴侶とか彼氏がいたらパパ活はしないけど、それはその人に嫌な思いさせたくないからですね。でも今は自由の身なので、思う存分パパ様との交際を楽しんで、サイコーの毎日を過ごしてる感じです」

　命さんは売春している意識はないが、自分のことを変態だと思うと語る。パパ活で会う男性とはどのような性行為をするのだろうか？

「私、セックスが超絶好きなんです。セックスは美だと思ってます。で、物心ついた時から結構ドＭなんですよね。だからこう、首を絞められたり、お尻をひっぱたかれたりするのが大好きで。

　あと、実は私副業でチャットレディもやってて。自分にすっごく合うんですよね。それでドＭ公開オナニーしまくってるんですよ、オンラインで。思いっきり顔出しして、地雷ピンクのプルプルグロス塗って、もっと卑猥なカッコして。今はすみません、これ、ヒートテックなんですけど。ベビードールとか網タイツとか履いて。バイブを常に突っ込んで常に見せまくり。その収入は、一番多い時で月70万円とか。

　でも、それも私、楽しすぎてハマっちゃって、朝までとか徹夜でやっちゃって。好きな時にできて、休みという概念がない仕事だから、朝も夜も分からなくなる程やりすぎちゃって体力的に疲れちゃって。自律神経も乱れてしまうなと思って今はちゃんと23時でやめてます」

　見た目が綺麗で話したら面白くて、しかもエロい。そんな命さんが自分の美貌がお金になると気付いたのはいつ頃なのだろう。

「自分が特段美人とか可愛いとか思ったことはないんですけど、確かにチャットでお金を稼げたり、パパ活でオファーしてくださる方がいて、お金に繋がってるなと感動したのはパパ活が初めてですね。それまではボイストレーナーとかヤクルトの営業とか、整体師とかの仕事をしてきたので」

　自分で質問しておいてなんだが、彼女の魅力は「女性としてのセックスアピール」だけではない。「私自身はお金持ちになりたいですけど、プライベートな恋人でもパパ活でも、相手にお金持ちを求めることは無いんです。結婚するならお金持ちが良いとかもなくて。それって自分の力じゃないから、お金は自分で生み出したいなと思ってます」と本人が話すように、ボイストレーナー時代も人気だっただろうし、ヤクルトの営業成績も良かっただろうし、整体師の仕事も指名が多くてバリバリ稼いでいたと言う。つまり、彼女はこれまで自分の人間としての魅力で稼いで来ており、決して女性の色気だけを売って来たわけではないのだ。

　パパ活市場には珍しく、後ろめたさを感じさせることなく、心身ともに健康で健全なエネルギーを発している命さんは、パパ活でも女性の色気だけを売っているわけではないのだろう。

「パパ活で印象に残る出会いは色々あって『君のようにとても良い子をね、そんなチープな店に連れていけないよ』って言ってね、これまで私が行ったこと無いような『なーにこれ!?』っていうような、１人２万６０００円もするようなお店に連れてってくれるとか、今お付き合いしている爺やは、昔パリに何十年も住んでたお偉いさんみたいな感じのかたなので、もう、毎回頭がパンクしそうになるくらい本当に色んなことを教えてくれるんですよ。

　いちいち全部スクショ撮ったりして後で調べたりするようにしてるんですけど、本当に勉強になりますね。毎日長文メールをいただいて、素敵だなと思って私もそれに対して拙い脳で返信したりするんですけど。

　あともう１人のかたは、もう、本当に、心から嬉しい、愛のある言葉をかけてくれて。身にあまるプレゼントも、私、本当はいらないのに、靴や服とかくださって。私もいつも何かしらの形でお返ししたいなと思ってて。ほんとに気持ち程度なんですけど、これ、あの人が好きって言ってたお菓子だな、とか、しょぼいんですけど、お返ししてて。

　パパにクリスマス何が欲しいのって聞いたらネクタイが欲しいって言うから一緒に見に行って。１万円だったんですよ、そのネクタイが。そしたらパパに『ダメだよ、そんなの出費になるでしょ』って言われて。『じゃあ、あなたはこれまで私にどれだけの出費をしてくれてるのか』と。お手当ても食事も。そんな水臭いこと言わないでくれと。そんなみみっちいことを言わないでおくれと。

　しかも、私の年齢を考えてくれと。そんな10代や20代の若いピチピチの学生じゃないんだから。働いてるんだし、そこはそんなこと言わずにって。パパはその１万円のネクタイもすごい大喜びしてくれて。ほんと、気持ちばかりの値段ですけど、パパが出してくれてる額には到底及ばないんですけど、そういう形でお返しをしたいなって思ってるんですよね。どのパパも、私にとっては本当にかけがえのない存在です」




　自分にとってパパ活は『活力』だと話す命さん。

　よく笑い、よく喋り、艶っぽく、情に厚く、とにかく元気な命さんのような素敵な女性に出会えるなら、交際クラブは確かに人生を彩る極上の社交場だ。

　命さんにオファーを出せるパパ活男性のことを、ちょっぴり羨ましく思った。







セックスは武器。だけど将来は不安だらけ（31歳・元風俗嬢・未婚）




　現在、既婚者のパパと半分同棲している窪塚まり子さんは、北海道出身の31歳。透き通るような肌をした、目鼻立ちのくっきりしたお人形さんのような美人である。小柄で清楚、アナウンサーのような知的な上品さも兼ね備えている。

「交際クラブに登録して７年、これまでのオファー数は30人くらいです。交際クラブは確かネットで見たと思う。自分からやりたいと思って応募しました。当時、彼氏は一応いたけど、あんまりいい覚えないですね。別れたばかりだったかも。

　交際クラブの男性は、２、３回でなんとなくフェードアウトすることが多くて、続く人は年単位。今一緒に暮らしてる彼はもう４年ですね。交際タイプはほぼずっと「積極的」でしたけど、今は彼氏がいるので『初回からオトナの関係には基本的にはなりません』タイプに変更してます。

　彼とは、１回目からＨしたんですけど、お互いこんなに好きになると思わなくって、本当にこんなことあるんだって意外でした。ここまで深い関係になると思ってなかったです。

　紹介してもらって食事して、その日のうちにホテル行って、来週も会いましょう、また会いましょうって感じで続いて。ちょうど１ヶ月後くらいに私が携帯落としちゃって。２、３日連絡が一切できなくなった時に、すごい動揺して、寂しかったみたい。その時、ちょうど私の誕生日が近かったんです。

　私、３６５日の中で自分の誕生日が一番嫌いで。世の中で自分が一番必要とされてないって実感する日だったから、一番嫌いだったんです。そんなこと、その人に言ってなかったけど、お祝いをすごくたくさんしてくれて嬉しかったんです。

　泊まろうって言われて、行き先は内緒って言われてて。パークハイアットのジュニアスイートみたいな部屋を用意してくれて、高いシャンパンとか、そういうことをされたことが無かったから嬉しくて。プレゼントはモンクレールのダウンジャケットでした。彼が着てて、レディースもあるから『欲しいなー』って言ったら、それを覚えててくれたみたいで。尽くしてくれるなーとか感じるようになって。

　それから旅行とか、向こうの出張に一緒に行くことも多くなって。『もう少し良い所に住みなよ』とか『運転免許も取りに行ったら？　北海道戻ることあったら持ってた方が良いでしょ？』とか、なんかすごいお世話をしてくれて。

　これまで交際クラブでたくさん紹介してもらいましたけど、ここまで色んなことしてくれる人はいなくて。どんどん好きになって。向こうもこれだけお世話してるってことは情もあるだろうし、それでダラダラ続けて行ってしまって。彼は今43歳。知り合った時は40歳でした。仕事は、父親の会社の子会社で社長をしてます」

「続けて行ってしまって」という言葉のニュアンスに引っかかりを感じたので、何か問題があるのか聞いてみる。

「彼は元々、20とか21で同い年の奥さんと結婚してて、３人の子供がいて、埼玉に家があったんです。私が知り合った時は別居してて、東京で一人暮らししてたんですけど。

　最初、私、独身だって嘘つかれてて。付き合って１年くらいしてから、実は結婚して子供もいるって言われたんです。しかも、子供が中学受験を東京でするから、合格したら埼玉にいる家族が東京に来て一緒に住むとか言われて。受験は合格したので、今は家族も都内にいて、彼の住民票もその家にあるんです。

　バレないのかなって思うけど、週の半分とか５日くらいは私と一緒に住んでて、クリスマスとかお正月とか全部私と一緒にいてくれるんですよ。離婚はしないって言ってて、それだけは頑なですね。離婚調停中でもない。親が決めた相手とかでもないけど、離婚する気は全然ないみたいですね。

　実は、ちょうど１年くらい前に、私に好きな人ができちゃって『もう、家を出る！』ってなった時があったんですけど、その時は彼『離婚する』って言ったんですよ。でも、信じられないから『じゃあ証明してよ』って言ったら、うちの親に彼が電話して。うちの実家の親もちょっと変わってて、私が不倫してるの知ってるんですよ。

　で、『今まですみませんでした、まり子さんと結婚したいから離婚するようにするんで』って言ったから、多少期待できるかなと思ったけど、結局離婚しないですからね。きっと今後もしないんだろうなと思ってます」




　まり子さんは北海道の高校を卒業後、就職のために上京した。人気全盛期だった渋谷１０９のショップ店員である。同期は仲が良くて仕事自体は楽しかったが体力的に辛くて退社。住んでいたのは会社の寮だったので住むところが無くなった。蓄えも無かったので、少しの間は地元に帰ったが、東京に住みたかったまり子さんは風俗で働き出す。引っ越し資金と生活費を稼ぐ為だ。

「最初に飛び込んだのが吉原の中級店です。吉原まで歩いていける距離のところにシェアハウスを借りて１年くらい働きました。昼間は別に事務のバイトもしてて、夜、吉原に出勤してたんですけど、夜ちょっと稼ぎに行こうというのができなくて。休みの日に朝から、吉原出勤してたけど、それだと本当に自分の休みが確保できなくて疲れちゃって。

　ちょっとずつお金貯めて一人暮らし始めて、池袋のホテヘルで働き始めて。１年くらい頑張ったんですけど、正直、池袋稼げなくて。交際クラブを知って登録してから風俗はやめて、もう一箇所登録して。交際クラブは『パパ活』とか言われる前からやってますね。

　風俗の仕事をするのに抵抗は元々なくて。高校生の時、地元の札幌近くにある出会いカフェに入り浸ってたんです。店側も高校生ＯＫにしてて、制服のまま。おじさんとデートしたり恋人っぽいことをするとお金がもらえるって覚えちゃったから、大人になって風俗やることに抵抗はなくて。どっちかっていうと『親が知ったら悲しむだろうな』っていう罪悪感の方が強かったです。

　でも、そのうち開き直って、『寂しいおじさんを癒してあげてる』『男性の明日を支えてるじゃん』って思ったら、人助けしてるみたいな感覚になっちゃって、普通に援助交際してました。お店が良いよって言うし。

　そこのカフェに出入りするようになってから、女っていうのはそれだけでお金になるんだなということを覚えて。同じような歳の子ばっか集まるから、そこで援助交際とかしてる子と親しくなって間近で見て覚えちゃったというか。感覚がおかしくなってたのかもしれないですね。

　女子高生時代はＨして２万とか、買い物行って何か買ってもらったり、ご飯だけの人もいれば、友達も一緒にパフェ食べに連れて行ってくれる人もいたり。

　女の子は、３０００、５０００、１万円ってプロフィールシートみたいなのに自分で丸つけてデートの値段が付けられて。１万に丸つけるとホテルに誘われて、３０００とか５０００だとパフェ食べに行く感じでした」

　風俗と交際の違いは、「なんとなく、やってることは同じだったとしても、交際クラブの方が、相手から大切にされてる感じがしますね」と話すまり子さん。

「交際クラブでは、嘘かもしれないけど、大事にされてるんじゃないかなっていう感じはします。丁寧な扱いっていうか、男性も女性を喜ばそうと色々してくれるじゃないですか。風俗って私の提供ばっかりっていうか。

　パパ活で、じゃあ私は何を売ってるかと言うと、非日常を売ってるのかな、という気はしますね。交際クラブの男性は、だいたい皆さん家庭があって、ちゃんとそういう生活をされてる方なので、日常じゃ味わえない、家族や奥さんとはできないようなデートをしてる、みたいな感覚はあって。

　あと、売春してるって言えばそうなんですけど、そんなに悪いことしてるって感覚はないんですよね。風俗や援交で精神を病むとか魂を汚されるとかそんなことも思ったこと無いですし。出会いカフェ時代に知り合った子で、実は今も凄く仲が良い子がいて、その子は結婚して子育て中なんですけど、その子も交際クラブに登録してて。女子って共有するっていうか、人には話せないことでも話せると楽じゃないですか。そういう子が一人いるから、少し楽だったのかも。売春してるとか風俗とか、世の中の人全員に秘密にしてひとりぼっちだったら病んじゃったのかもしれないですけど。

　正直、パパ活って楽っちゃ楽なのかなと思います。どっちもやった自分の実感だと、風俗の方が大変かも。今だともう、風俗はできないなと思います。

　交際クラブで紹介してもらってデートすると、一日一人とか、多くても昼デートして夜デートとかそのくらいじゃないですか。でも、風俗って普通に、一日４人とか５人とか相手するんです。そしたら、性行為に対して、そんな尊いものとか思わなくなりますよね。作業みたいな。風俗とか売春をすると、何か大切なものを削ってる気がするとか言う人もいますけど、意味が分かんないですね。だって、減るものじゃないし、お金もらってるじゃないですか。

　愛とかってすごい重要だって思うけど、愛は目に見えないし変わっていくから。取って置きたくても保存して置けないじゃないですか。でも、お金って貯めておけるし、使いたい時に使えるし、愛とか性行為より、お金のほうが尊いって思っちゃう。そういうことかも。

　私にとってセックスは２つあります。一つは好きな人とするセックス。もう一つはお金のためにするセックス。私にとってこの２つは別物です。好きな人となら無償提供でも良いけど、それ以外の人に無償提供はしたくないです。好きな人とは愛を確かめ合うというか、それこそ神聖なものという感じだけど、そうじゃないセックスは武器というか。どん底だったとしても、女性の体があればなんとか稼げるっていうか。

　変な話、髪の毛が無くなって、老け込んで、どんなに太っても、どんな見た目になっても、ホームレスになったとしても、５００円とかで同じホームレス仲間に売れたりするじゃないですか。なんか生きていけるって言うか、女って武器だなって。

　出会いカフェに行ってた高校生時代にはなかった感覚ですけど、風俗に入って、ほんとに体売ってるって思った時に感じたと思います。都内に出て来て多少失敗もあったけど、成功事例を少し増やしてから『あ、武器になるんだ』と思った。ここ５年とか、交際クラブを始めてからは特にそう感じますね」

　パパ活が無かったら今の自分はいない。人生で必要不可欠だったと話すまり子さん。

「稼いでた時はパパが同時期に５人いた時もあったし、月４、50とか稼いでたかも。パパ活の方が単価も違うし風俗より稼げますね。一応、昼間の仕事もしてたから分かるんですけど、今の私が手に職をつけてＯＬになって月20万円稼ぐのは、逆に現実的じゃないと思います。風俗やパパ活を経験したからと言うよりは、今の同居彼のせいですね。

　私、今はコインランドリーの清掃とか集金のパートを一日２時間やってるだけで。やばいですよ、もうほんとに。これじゃダメになると思って、最近パン教室通ってパンこねたりして。時間があるから、交際クラブでご飯だけの人を紹介してもらったりして。

　この『働かない、体売らなくて良い、２時間のパートで良い』、そんな生活を、もう３年くらい味わってしまったから。今更風俗もしたくない、普通の仕事もしたくない。甘やかされてしまった感じですね。

　いつかは結婚したいけど、同居してる彼は『ずっと面倒見る』とか言ってくれるから、一生愛人もアリかなとも思うし、それしかないかなという気もしてるんです。今はもう、私のお父さんっていうか、保護者みたいな存在になってますね。セックスレスになって結構経ちます。

　実は私、10年くらい年金払ってなくて。将来不安だから、彼にそれを払ってってお願いしたら良いよって言ってたけど、今のところ払ってくれる感じじゃないんですよ。なんとかしてよーって思うんですけど、流されちゃって。結局、皆、優しくしてくれるけど、家庭もあって奥さんもいるから、不安しかないです。貯金は５００万円あるけど、それだけじゃ全然安心できない。もう30過ぎてるし、貧乏キャラは通じないし、将来が心配です。

　自分の将来なんて不安しかないです。つまんない男の本妻になるより、いい男の愛人でいる方が良いって考えだったんですけど、年齢上がるごとに周りもどんどん結婚していくし。もう、普通の幸せでいいかなと思ったりもします。昔はお金持ちと結婚したいとか思った時もありましたけど、平凡な結婚が夢ですね」




　パパ側からすれば、可愛いまり子さんをいつまでも手元に置いていたいのは当然だろう。

　パパ活は人生で必要不可欠なものだったと話すまり子さんにとって、パパが与えてくれる環境は、確かに無くては生きて行けないものだ。そこから自立する羽は、既にもぎ取られてしまっている。

「家賃を払うのは、その人の人生をコントロールすることになるから、したくない」と話してくれた、とあるパパ活男性の言葉が思い出された。

「ずっと面倒見る」と言ってくれたパパの言葉が、どうか本当でありますように。もしくは、まり子さんの「いつか誰かと結婚したい」という夢が叶いますように。

　私には、幸せを祈ることしかできない。
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嫁バレが怖くて乳首の毛が剃れない（39歳・金融・既婚）




　都内で金融関係の仕事をしている内藤琢磨氏（既婚・39歳）は、年収１０００万円の会社員。本人は「頭は薄毛で体は毛深い、非モテの非イケメンです」と謙遜するが、スッキリとした顔立ちで背が高く、清潔感がある。

　学生時代は学級委員や生徒会長、部活やサークルの部長を務めるなど優等生タイプ。真面目で正義感が強く、女遊びはまったくしてこなかった。社会人になって、「仕事に集中したい」「仕事で成功したい」と、学生時代から付き合っていた女性と早々に結婚。

　結婚して15年、可愛い一人娘にも恵まれた。交際当初から束縛が強くてメンヘラ気質だった妻は、現在鬼嫁になっていると言う。

「僕が家で許されている行動は、おそらく『出されたものを食べる』『風呂に入る』『寝る』の３つだけですね。家の冷蔵庫には僕が自由に飲食できるものは一切ないし、テレビを見る権利も自分の部屋もない。家の中を汚さないのは大前提で、外から帰った僕はバイ菌扱い。指でボタンを押す事は禁止されているからヒジで電気のボタンを押します。手洗いは２回以上を義務付けられていますし、お風呂に入って体をキレイにしないとリビングには入れて貰えません。ちなみにコロナ前からです」

　外で持ち歩くスマホは家では汚物扱いで、家ではスマホを見る事も許されず、家庭内で自由な行動、時間、空間、全てがない。休みの日はほぼ１００％、娘と朝から公園や動物園に出かけ、子供と外で夕飯を食べてから家に帰って、子供をお風呂に入れて、寝かしつけて一緒に寝る、という生活。その間、妻は家でひたすら一人でゆっくりしているそうだ。

「長期休暇で何より怖いのが、妻との喧嘩。原因は本当に些細なことで、例えばシャンプーの使い方とか、洗濯物の置き方とかそんな事。妻が怒るとメッタメタにやられるので、耐えきれなくなって、何回か家出をした事もあります。家出中に妻が勝手に警察に捜索願いを出していて、帰った後にその捜索願いを自分で取り下げた事もあります。警察に自分で言うんですよ、『私、戻りました』って。別の時には、謝ろうと家に帰ったらなぜか私の両親が来ていて、父親から『家出はいかん』と怒られた事もあります」

　そんな内藤氏が交際クラブに登録したのは２０１９年の夏頃。

「子供ができて、仕事と家庭の両立で精一杯だったけど、そのうち仕事もお金も余裕が出てきたんですね。妻の束縛が少し弱まって、ふと気がついたらいつの間にかセックスレスになっていた。余裕ができた事で遊びにも少し興味が出てきて、仕事でのストレスもあって、手っ取り早い風俗でさんざん遊びました。

　その後出会い系アプリ、不倫にも手を出して、相手に結婚を迫られたり、自分が本気になって泣いたり、妻と別れてこの子と結婚できたらとか、色々と傷ついたり後悔したりして。

　浮気相手に乳首の毛が邪魔だと言われたけど、今まで生やしっぱなしだった毛を急に剃り出したら絶対にバレるから剃れないとか、バレたら嫁に殺されるとか、色んなことがあったんですけど、やっぱり自分は遊びには向いてないのかな、と、ぼんやりインターネットを検索していた時、目についたのが交際クラブだったんです」

　実際に入会してみて、登録女性は『バリバリの愛人志望』や『夢のために支援してほしい』ではなく『生活費の足しにしたい』『興味本位で』等『普通の女性』も結構多いことに驚いた。大人の交際もあれば食事のみの人、普通の友達になることもあり、女性の価値観や人生を知って、自分が人として成長できる機会もある。

　容姿やスタイル、性格や向上心など、総じて「質の高い女性」と安心安全に出会えるし、マナーよく振る舞い、相場以上のお手当てを渡せば女性とそういう関係になる事は容易い。

　そんな夢のような世界だと感じた。

「交際に入った当初はできる限り多く若い女の子と会いたい、と思って女子大学生ばかりにオファーしてた時期もありますが、今はそんなに。

　これまで交際クラブで会ったのは２年ちょっとで30人くらい。今は、いわゆる「定期」の女の子はいないですね。少し前まで上位ランクの子２人といい感じで続いてましたが、ある日突然連絡が取れなくなって。今、お付き合いしてるのはプライベートで口説いたＡＶ女優の子だけです。交際クラブはもうそろそろ潮時のような気もしてます。だんだん疲れてきたんです。こういう、女の子にお金払って云々っていうのが」

　内藤氏は、ある時から自分の中で【交際が順調になる→なんだか物足りなくなる→モチベーションが低下し交際相手と別れる→性的衝動がムクムク復活する→慌てて新たな交際相手を探す→相手に感謝して尽くす→交際が順調になる→なんだか物足りなくなる→モチベーションが低下し交際相手と別れる→……】というループに嵌っているのに気付いたと言う。

「交際クラブは、ただの大学生とか看護師とかが10とか言ってくるから『はっ、こわー！』って思います。10はなかなかですよ。その子に10払わなくても５で同じくらい可愛い人もいるんですが。でも、そこで10払ってる男がいるからつけあがるんですよね。人生では、悪いことの勉強の方が大事。いいことの勉強は勘違いするだけでしょ。

　高値を言ってくるのは今の中途半端なパパ活女子に多くて、おっかなびっくりこの世界に入ってきて、できれば一人に高値で売りたい心理はわかるけど、決めすぎるといろんな意味で女の子は損すると思います。

　エスコートされるのが当たり前、ご飯、段取り、飯の場所。その『パパ活みたいなレールにはまらないと良くない』タイプの女の子だと、可愛いからって調子に乗るなよと思いますよね。お金はルールに乗っ取ってあげるので、お金お金というよりは、人と人として付き合える女性がいい。

　パパ活で得たお金で整形したりホストに貢いだりしてもそれはそれで別に構いませんね。奨学金の返済で困って、という話は僕は聞いたことないですが、そもそも信用してないですからね。女の子の話は最初から信用しない。だから、こういうキャラでこういうので、って努力をして見返りをもらうような『自分でガード張って私はこういうキャラでこういう設定で』という感じでパパ活してる女の子とは合わないです。嘘で塗り固めたステージにいるんだろうな、僕みたいな存在を求めるわけじゃないんだろうな、という感じで。

　パパ活の相場感とかパパ活的な交際というものに物足りなさを感じて、相場感に囚われない交際を求めたけど、結局、僕が求めるレベルの、心の通った大人の交際というものはこの界隈には存在しないというのが結論ですね」

　学生時代は嫁の束縛がひどくて、携帯に登録してある他の女の子の連絡先を消せだとか、社会人になっても携帯を見せろ、などと言われていた内藤氏。そんな感じだからそもそも浮気なんてできなかったと言うが、奥さんのことはどう思っているのだろうか？

「奥さんは２歳上で、大学時代、先輩に紹介されました。僕、最初、なぜか外国人と付き合ってるって嘘つかれてて。年上の女性だし、ありえるな、と思ったりして。半年後に嘘だって分かって告白したら『待って』って言われて。その後、５回目くらいに『良いよ』ってなって付き合うようになりました。

　付き合ってみたら、割とハードな人生を歩いて来てたということが分かって。それを周りに悟られないようにしてた人だったんです。気付いたらすごい闇を抱えてて。何回か別れようと思ったけど、その度にメンヘラが発動して疲弊。

　もう、本当に逃げるしかないと思って、携帯を川に投げ捨てて逃亡したこともあったけど、バイト中に親から電話かかって来て『家になんか女の子来てるけど』って言われて。僕、実家の住所なんて教えてなかったのに、免許証を見たのか実家を知ってたんです。

　それで、話し合いの為に待ち合わせた喫茶店で静かに座ってる相手を見た時、『もう、逃げられないな』と悟って。結婚行きのレールに乗せられて進んでましたね。そういう事件もあったけど、プロポーズは一応しました」

　セックスレスの原因はハードな子作りと、環境や鬼嫁モードだと言う。

「結婚した当初は、ずっと二人でいいかな、子供いらないかなと思って10年くらい特に子作りしてなかったんです。でも、32歳くらいでやっぱり欲しいねってなったら、なかなかできなくて。不妊治療して、人工授精してようやくできたんです。月に決められた日にしなきゃいけない義務感がすごくて。でも、子供が生まれたからこれで解放される、気にせずできるかなと思ったら、子供が生まれると今度はするタイミングが本当になくて。

　今子供が６歳なんですが、生まれてから２回か３回しかしてないですね。結婚前は、子作り以外は月に２回するかしないかくらいだったんですけど。

　最後に嫁とＨしたのは３年前。奥さんからしたいとは言われないです。やらなきゃいけないかな、って時に鬼嫁モードになってしまうので、僕の方がスッとなってやらなくなる感じです」

　数々の鬼嫁エピソードを聞いていると、妻以外に癒しを求めるのも致し方ないのかな、という気もしてくるが、妻とセックスレスになる前は、浮気や不倫、風俗に手を出すつもりは全くなかったと言う。

「若い時は単純にお金も無かったし、優先順位が仕事だったし、嫁怖いしで、そういう気に全くなれなかっただけですけどね。交際クラブに関しては、世の中的には浮気なんでしょうけど、自分のなかでは浮気だと思ってないので、妻を裏切って悪いとか罪悪感はないです。

　それは、これまでの不倫経験を踏まえて、自分の中に『家庭に迷惑をかけない』という線引きがあるからだと思います。絶対本気にならないし、家にお金も入れてるし、子供とも遊ぶし、家のこともそこらの男性よりしているし。

　バレたら嫁が傷付くのは分かってるから内緒にしてるけど、そんなに悪いことをしてるとは思ってないんですね。家族への愛とこういう遊びは本当に別物。浮気するのは単純に性欲、遊びへの興味です。気になったことにはどっぷりハマるタイプなんですよね。やってみないと分からないことはたくさんあるし。

　女の子と遊んでる時に嫁の顔は浮かばない。でも、今はもう、娘の顔が出てきますね。子供も大きくなって来たし、娘との絆が深いので」

　内藤氏の話を伺っていると、妻への関心は薄れ、愛情はもうなくなってしまっているような語り口にも思える。これまでの人生で、一番愛した人は誰なのだろうか。

「もし、嫁が、『バレないように浮気してくれれば良いよ』と言うような人だったら、僕は多分、結婚してないと思います。嫁は、普通なら遠慮して言わないようなことでも、全部イチからぶつけて来る。僕は、嫁に執着されているというのが分かってて、僕のことを好きだっていうのは分かってて、そこに対する絶対的な安心感はあるんですよ。これまでの人生で、嫁くらいとしかがっつり関わってない。嫁にとっ捕まったわけではなく、自分から捕まえに行った。だから、これまでの人生で一番愛したのは、妻ですね。奥さんはかわいい。こいつを一生養って行こうと思ってたし、今も思ってますから。

　今となっては、嫁に束縛されてるのも含めて俺。半分共依存みたいな世界ですね。純粋に僕がいないとやばいかもしれないというのもあるし、離婚したらこの人自殺しちゃうかも、みたいな感じもあります。昔も今も。だから、離婚する選択肢はないです」

「予想外の質問ですね」と顔を赤らめつつ、答えてくれた内藤氏。

「最終的には、仕事と家庭に集中して、趣味のバンドやシュノーケルに没頭する40代になると思います。その時に性欲があったら、嫁に行く可能性もあります。もちろん、受け入れてもらえたらの話ですけど。夫婦で色々修羅場くぐって一緒に成長していけたら、それが本望です」




　これまで、修羅場の原因のほとんどは鬼嫁によるものだったと思われるが、この先の人生、どんな修羅場が待っているかは分からない。だがしかし、だとすれば鬼嫁ほど心強いパートナーはいないのではないだろうか。敵にしたら怖いけど、味方にしたら鉄壁のガードをしてくれそうである。

「鬼嫁と共にくぐっていく修羅場」、不謹慎ながら、想像したら無敵な感じがして、ちょっと羨ましく思った。パパ活が鬼嫁にバレないことを祈るばかりである。







フリーセックス志向だから結婚制度反対（46歳・出版・既婚）




「僕にとってパパ活とは、人生のための取材ですね」と話すのは、都内の出版社に勤める浦野けいすけ氏（46歳）だ。パパ活に興味を持ったのは、仕事で２人のパパ活女性をインタビューしたことがきっかけだと言う。

「２人とも驚くほどの美人で、しかも１人は官僚、もう１人は東大生という高スペックだったんです。そんな女性もやっているのか、と、パパ活に強い興味を持ちました。コロナ禍の自粛生活で趣味の夜遊びができなくてストレスが溜まっていたのもあって、今までにない経験をしたいと思ったんです。

　元々、男女の性に関連する事柄はリスクが高くなければできるだけ体験しておきたいという考えがあって、風俗もひと通り利用してきました。ピンサロ、デリヘル、ホテヘル、オナクラ、性感マッサージ、メンズエステ、イメクラ、ソープランド、ＳＭクラブ……。これまでの女性経験は、多分、プロ70、プロ以外80くらいですかね。出会い系サイトやアプリで援助交際もしましたし、ナンパとか。

　女性と話すのがむちゃくちゃ好きなんですよ。それ自体が趣味みたいなところもあって。知らない世界を知っておきたい、パパ活ってどういう世界なんだろう、と思って交際クラブに手を出しました。その時に、何故か無性に若い子としてみたいと思ったんです。それまでは若い子に全然興味なかったのに、自分の加齢によるものなのか、むちゃくちゃ若いか、むちゃくちゃ美人を探してみようと思って。今はもう、その欲は消えちゃいましたけど」

　年収は約１５００万円。雑誌編集の本業以外に、副業で外部のライターをしている。

「本業の収入は全部妻に渡していて、お小遣いをもらってます。副業もあるし、月15万円ほど自由に使えるお金がありますね。

　これまでで一番可愛かった子は、大手芸能事務所の広報所属のデザイナーと思われる女性。都会的でモード系ファッションの28歳で、個性が強く、とてもユニークな人です。大学時代に箱根の置屋で芸者のアルバイトをしていたと言っていました。今まで払ったパパ活のお手当て、最高額は大人で諭吉７人。安くて良い子もいれば10とか言う子もいて、値付けは難しいなと感じますね。

　パパ活やってちょっと思ったのは、パパ活より援助交際、風俗の方が健全だということ。僕、パパ活では性行為をマストと考えていないので、食事だけでも楽しいし、セックスしたい子もいれば、しなくてもいいかなって子もいるんですね。別にデートしたいとか、外を一緒に歩きたいとも思わないし、会ってすぐお店行ってご飯食べてって感じなので、恋愛感情なんか生まれるわけがないんです。

　だけど、パパ活ではそれを疑似とか言って、ビジネス恋愛なのに、お金でその疑似恋愛をどうこうしようとする感じが非常に気持ち悪くて。疑似恋愛だけを求めてるならまだしも、結局はセックスするんでしょ、っていうのが、もう気持ち悪い。セックスしたいがためにそういう気持ち悪いモヤモヤしたことをするくらいなら、単純に性行為とお金をトレードする風俗とか援交の方がスッキリして気持ち良いんじゃないかって気がしましたね」

　これまでに交際クラブで実際に会ったのは20人程。

「パパ活女子に対して、最初は偏見がありましたけど、それぞれの人に、それぞれの個性や物語があって、おもしろいとは感じます。街で見かける普通の女性もパパ活をやっているんだなと思ったりして。ただ、最近は何も知らないような普通の女子大生がパパ活業界に入ってきて痛い目にあったりしてるので、それはちょっとかわいそうだなと思います。

　大人あり、大人３とかどんどん染まって行って、知らないうちに動画撮られて、Ｘビデオで流されて、男はそれで小遣い稼いだりして。２万とか５万とかでパパ活して、そのリスク、本当にわかってるのかと。気を付けろって思います。

　若い子ともそれなりに遊びましたけど、話聞いてると恋愛観がよくわからないんですよね。結構みんな性的にはすぐしちゃうんですけど、付き合ってなかったりするじゃないですか。

　彼氏が本当にいない人もいれば、２極化していて。マッチングアプリをガンガンやって男とハプバーとか行って乱れてるのに３年彼氏いないとか。話してみると純粋なんだけど、そういう子がたくさんいて。なんか不思議な感覚ですよね。

　セックスに関するタブーもなくて、セフレも別にいても良いっていう。ストレスなのか、社会病理的な感じがするんですけど」




　高校時代は全然モテなかったが、社会人になる頃には常にセフレが数人いる状態だったと言う浦野氏。一体何があったのだろうか。

「高校時代は共学で、本当にクラスの隅っこにいるようなくらーい男子だったんですよ。純愛とかラブストーリーが流行ってたので、そっちよりの人間で。でも、頭の中はエロだらけ。なのに、女性と話せない。このままいくとオタの道に行くかもしれない、そうは言っても女の子と話したい！　モテたい！　というのはあって。

　大学の時に弾けたことが大きいんでしょうね。自分を救ったのはエロです。

　あまりにモテなかったから、じゃあ、大学で全部変えようと思って、すごい頑張って自分を整えたんです。当時、山田玲司さんの『Ｂバージン』て漫画をバイブルにしてて。まず自分に自信をつける為に外見を整えて、鏡見て『大丈夫大丈夫。お前はイケる』とか言って。

　あとは女性に慣れるために風俗にものすごく行きましたね。緊張してすごい恥ずかしい思いをたくさんしました。高校時代、学校がつまんなかったのでバイトすごいしてたんですよ。月10万とか稼いでて。大学の時は月25万とか。夜のバイト、バーとか色々やってて。

　おかげでヤラハタ（※『Ｂバージン』の中に出てくる略語。ヤラずのハタチ、の意味）にならずにすみました。

　童貞卒業は高２でしたね。それで、大学で弾けた感じもあるんですけど、そこからかもしれないですね。モテなかった反動で拗らせてたから歪んでるのかもしれないです。

　今でも、定期的に会う複数の女性と長期的な関係を持ちたいと考えています。お金が発生しない婚外恋愛の相手は、常に探していますね。

　既婚者と言って付き合いますけど、それでも良いよって子は意外と多いというのが体感としてありますね。女性だって性欲があるというタイプ。女の人の貞操観念ってこんなにゆるいんだと最初の頃は驚きました。

　アプリでもサイトでも、奥さんの枠にハマらないような普通の主婦がたくさんいるんですよ。僕は、40代の女性でも対象になりますね」

　国立大学を卒業して出版業界に就職した浦野氏。今の会社は３社目で、２社目の時に、現在の奥さんと知り合ったと言う。

「妻は、仕事関係で知り合って、７歳下です。僕は表と裏をすごい使い分ける人間なので、仕事関係でナンパとか不倫とかセフレを作るようなことはしてこなかったんですよ。仕事絡みの人間関係の中で付き合うのは妻が初めてでした。大きな仕事を一緒にしてて、朝晩行き帰り一緒に過ごすことが多くて、向こうから好きだって言われて。その時も当然他にセフレと彼女がいたんですけど。

　僕、彼女にもプライベートなスケジュールは絶対教えないし、アカウントとかも一切共有しないし、出版だと打ち合わせとか取材だとかでバレることなく複数の人と関係を持てるんですよね。僕は会社以外で受注ライターもしてるので、言い訳するのに便利です。

　で、裏の顔は見せずに３年付き合って、一年同棲して、デキ婚したんですけど。そろそろ結婚しようかなとプロポーズの準備をしてたので、良いタイミングだったんだと思います。今は結婚12年目です。子供は上の子が12歳で、下の子が９歳。

　２人目を妊娠してから完全にセックスレスですね。最初の頃は『夫婦ってするものだろう』と思っていたから解消しようとしたんですけど、ある時向こうに『もうそういうことはいいから』って言われて。何回誘ってもそんな気はないと言われるし、最終的には『もうしなくていい、考えてない』って言われて、スッと引いた感じですね。

　奥さんとは、今はお互い事務的な感じですね。生活を一緒にする同僚みたいな感じです。プライベートも知らないですし、心の底で何を考えてるのか気になりますけど。

　子供への影響もあるでしょうし、これで本当の家族になってると言えるのかと考えると悩ましいです。ずっとこのままで良いとは思わないので、本当は話し合うべきだとは思うんですけど。

　奥さんが今欲求不満だったとしても、僕が相手できるかは分からないです。今奥さんが浮気してても、僕もしてるのでどうぞどうぞという感じですね。それで嫌いになるとかはないです。身も蓋もないですけど、そこまで気持ちがないからかもしれないですね。

　僕は、浮気してもバレなければしてないのと同じ、という理論で、現状維持が楽です。家庭は家庭で置いといて、ふらふらとしていたい。

　他に女がたくさんいる自分に罪悪感を抱くということは全然なくて。何かそこの部分は欠落してるんでしょうね。奥さんに内緒なのは、傷付く２割トラブルを避けたい８割くらいの理由です。

　実は、奥さんには１回バレてるんです。８年前くらいですかね。奥さんのこと、ちょっと舐めてて。携帯家に置きっぱなしにしてて、暗証番号も簡単で。見ないような人だと思ってたら全部見てて。ＬＩＮＥの履歴とか見られて。帰ったらこう……ソファーでこの世の地獄みたいな空気感になってて。『何か悪いことしてない？』て言われて。悪いこといっぱいしてるからどれのことかわからなくて。最終的には『全部見た、色々知った。今度やったら離婚する』っていう話が30分くらいあった感じですかね。

　ＬＩＮＥ、僕消さないので、15人くらいいたんじゃないですかね。奥さんは何を見たのか分からないんですけど。そこで止めようとは思わず『バレないようにもっと気をつけよう』と思いました。無理なんですよね。自分を保つためにも、止めることは無理だと思います。病気なのかもしれないし。離婚するタイミングがあるならそこでしたね。そこで言えたら良かったですね。『二度としない』って言っちゃいましたけど。でも、もう、奥さんも（してるんだろうな）ってわかってると思いますよ」

　これからも好きな子は色々出てくると思うけど、奥さんから嫌だと言われない限りは離婚する気は無いと話す浦野氏。結婚に後悔はないと言うが、現在の結婚制度には思うところがあるようで……。

「僕らの年代というのはロマンティック・ラブ・イデオロギーの洗脳を受けてますよね。僕も『めぞん一刻』とかむっちゃ読んでました。それも本当の僕ですけど、最終的に僕はフリーセックス思考なんです。金銭の授受を伴わない、複数の性的相手を伴う無差別なカジュアル・セックスが理想なんですね。

　浮気するタイプとしないタイプというのは男女で２種類じゃなくて、人間に２通りいるんだと思います。だから人をそれぞれ同じようなものだと扱って同じ型にはめるから色々不具合が生まれるのであって、カテゴリーを作って結婚制度を選べるようにすればいいのに、と思います。多様性ですよね。

　同性婚とかパートナー婚だけじゃなくて、多夫多妻制もありみたいな。本人たちで選んで良いよという。『伝統的な結婚』、フランス婚みたいな『籍は入れないけど、ちょっとお試しの結婚』、あとは多様性ゾーンみたいな、違うカテゴリーも作って。そうした方が傷付かなくていいですよね。楽しく過ごせるんじゃないかと思います。

　今の結婚制度に則ろうとすると、浮気相手もセフレもたくさんいるのに、『あなただけを愛します』なんて嘘言わなきゃいけないわけで」




　浦野氏が提唱する『選べる結婚制度』。確かに、これが実現できれば、結婚前にお互いのポリシーがわかるので、嘘や偽りのない関係性が築けそうである。

　別に制度にしなくても、互いの性的嗜好・指向を理解して共有できていれば、喧嘩したり余計なことで傷付かなくてすみ、より健全なパートナーシップが築けるだろう。今の結婚制度を廃止する必要はなく、それ以外の選択肢を、自分たちの意思で持てたら良いのかな、というのが、氏へのインタビューを終えて感じたことである。







風俗から３人水揚げ。富裕層の遊び（56歳・会社経営・既婚）




　18歳の現役女子高生を連れてインタビュー場所に現れたのは、都内でＩＴ関連の会社を経営している成瀬明宏氏、56歳。年収４０００万円。千葉県某所の高級住宅街にある一戸建ての自宅で、妻、長男、次男と共に生活している。

　交際クラブに登録したのは２０１９年５月。風俗に限界を感じた時にネットで探して、富裕層の大人の遊びとの認識で登録を決めた。これまでクラブに出したオファー数は12名。しかし、そこから続いている女性は一人もおらず、現在の定期は風俗から水揚げした子が一人（３年間継続中）と、ツイッターで連絡をしてきたという、今回のインタビューに同行してくれた女子高生のユキちゃん（３ヶ月継続中）の２名だ。

　インタビューが行われたのは２月、バレンタインデー。卒業を控え、大学推薦が決まっているユキちゃんは、学校が厳しくてアルバイトができないので、ツイッターでパパ活を始めたと話す。

「あっくんのことは、ツイッターのおすすめで知りました。元々フォローしてたわけじゃなくて、パパ活用のアカウントを作ったら、おすすめで出てきたんです。投稿を読んでみたら、相手の女性のこととか食事に行った場所とか具体的に書いてらして、あんまり情報を発信しない方より情報をたくさん発信してる方の方が信用しやすいので、私から連絡しました」

「ユキちゃんの話によると、11月から初めて、二人くらいに会って、一人目は本当にセンスなくてお金ももらえなくて。二人目はパパ活界隈では有名な人らしいけど、お食事だけして顔合わせだったんだよね」

「初めてだったので相場とかわからなくて、自分からは言わなかったんですけど、２時間食事して０・５でした。友達がいないので、そういう話は誰ともしないです」

　インタビューという状況に、ユキちゃんは少し緊張しているのかもしれないが、ゆったりとしたテンポで、２人の間に会話が紡がれていく。知り合って３ヶ月だというこの２人、それなりに信頼関係が築かれていることがうかがえる。

「パパ活に興味を持ったのは、家から出たくて。それでお金を貯めたいから始めました。単発だと次を探さないといけないじゃないですか。でも定期だといろんなお話をしたり相談したりとか、意外と仲が深まるというか。そういうのが結構あるので、だったら定期の方一人というのが一番良いのかなと思いますね」

「僕個人の活動の方針としては高い買い物をするとかバッグを買うとか整形代を出すとかそういった方向じゃなくて、彼女みたいに学費にしたいとか独立したいからそのためのアパートとかマンションの契約をするための費用とか、そういう使い方をする子たちに使いたいというのがありますね。

　大昔はただお金をあげてた時期もあって、対価としてどう考えていくかみたいなこともあって。今はそれなりに覚悟があって、女の子も、体でちゃんと払いますっていう覚悟がある人と一緒にやっていこうと思ってます。さすがにユキちゃんは高校生なのでまだ具体的ではないですけど」

　ユキちゃんが家を出たい理由は、親からの虐待。

「家にあんまりいたくないし、出て行けみたいなことも結構言われるので、出て行こうって思ったりしますね。11月には法学部に行くのが決まっていたので、パパ活しようと思ったんです。アルバイト禁止なので、バレると推薦取り消しになっちゃうし。

　私の場合は、大学１年ですぐに家を出るという計画ではなくて、しっかり貯めてから出ていこうと思っています。大学１年くらいは単位とって、２年目くらいから家を出たいと思ってて。学費は親が払ってくれるけど、この春に両親が離婚して、母は新しい男性のところに弟を連れていくんです。私は父と残るみたいな感じです。母に男がいるのは父は知らなくて、慰謝料だけもらって出ていく感じなんですけど。

　虐待は母の方がひどいですね。父は言葉で何か言う感じで。これまでたくさん習い事をしてきたけど、どうしてできないのとかバカとか両親から色々言われて。弟は親にすごく可愛がられてて、弟とも比較されるし、ほかの生徒との比較とか、他人と比べられてダメ出しされますね。メンタルを病んで半年くらい入院してたこともあります。

　親とご飯を一緒に食べることはほとんどないです。母がご飯を作らなくなったので、吉野家とかコンビニでご飯を買って食べてます。

　パパ活はテレビとかネットで知りました。今のところは、あっくんだけなので、ほかの方に頼るとなるとそれなりに、うーんとはなりますね」

「彼女がお父さんと頑張りますって言えばそれでもいいし、面倒見てもらえないということなら、最後は僕の家の養子になるかという話もしていて。裕福なご家庭ではあるけど、こんな家庭環境なので、学費をいつまで出してもらえるかわからないという事情もあるし。

　彼女はホステスの仕事に興味があるということなので、この間も私が知ってる六本木の女の子と同伴する時に事情を話して、ユキちゃんの勉強のために同席させてどういう感じなのか雰囲気を見てもらったりしたんですけど、最初は否定的だったママも、話すうちに全然やっていけるとなって。最初から銀座のホステスでいけそうだから、どうしてもってことなら紹介するからと言ってもらえて。

　できる限り彼女が困らないように、見える部分、見えない部分含めてお金で支援していくつもりです。銀座で仕事をするとなったら、私なんかよりずっと良くしてくれる人もいると思うので、そこにお渡しできるように、それまでかなと思いつつ。彼女とこれから１年くらいの中でどうして行くかなという感じです」

　成瀬氏が女の子に払うお手当ての額は、都度５～10が基本だが、場合により数百万円の貸出しもあると話す。これまでパパ活に使った費用は３年間で合計３２００万程。風俗から水揚げして現在も定期で続いている女の子に１３００万、その他の子に合計１２００万、ホテル代や食事代に７００万だと言う。

「僕は茶飯には興味がなくて、初回からある程度セックスＯＫの子にしか会わないんです。女の子によく言うのは、食事だけできるほどこっちは暇じゃないと。食事して１万円渡す時間が勿体ない。茶飯で１だけみたいなのって、もともと学費を渡すとか大きな目標があるんだったら１万円ずつ渡すのまどろっこしいじゃないですか。値切って３万円ずつ渡すっていうのも、こちらとしては回数が必要になってくるので、だったら納得いくセックスをしてくれる子にコンスタントに５万とか10万払う方がお互い価値があると思って進めていけると思うんです。

　だから、結果的にちゃんと体の関係前提になるんですね。交際クラブは風俗と違って、必ず関係が発展するとは限らないから、効率が悪いかなという気もします」

　交際クラブ以外にも、風俗で知り合った子をパパ活に誘うこともあると言う。印象に残る出会いはあったのだろうか。

「まず、文字通り地雷系の子が１人いましたね。他の男性と会わないという専属契約なのに、僕以外の男の子供を妊娠、中絶。性病も持ち込まれたし、僕もまだパパ活を始めたばかりでメンタルがやられて。不安神経症になって死にかけて、治療に１年以上かかりました。

　それ以外だと、完全詐欺師系。風俗で出会って、お金に困っているとの事だったので２００万渡したら、２回食事しただけで音信不通。探して返してもらおうかなとも思ったけど、顧問弁護士に相談したら『社長が２００万稼ぐのと、この子を探し出して裁判して、って費用や時間を考えたら割りに合わないですよ』と言われて、そのままですね。

　あとは、風俗店脅迫事件なんてのもあって。これは、風俗で出会った子がお仕事を紹介してほしいとのことだったので、飲食店で待ち合わせたんですね。そしたら現れたのはその風俗店の店長と従業員。『女の子をたぶらかした』との事で70万払えと脅迫されて。こちらはすぐさま警察に相談ですよ。警察は風俗店の許認可も握っているから店長はあっけなく退散。こちらは０円の損害で終了、なんてこともありましたね」

　成瀬氏が風俗に頻繁に通い始めたのは、妻とのセックスレスが原因だったと言う。

「結婚して30年になる妻は１歳半年上で、地元自治体のテニス教室で出会いました。我々の年代だと、結婚することで社会的地位が安定するとか、そういう古い価値観があって。奥さんと結婚しようと思ったのは25歳というタイミング。ある意味人生落ち着かなきゃという感じですよね。就職して結婚して子供産んで、みたいな普通のことを考えてました。

　僕、中学の時は生徒会長とかしてそれなりにモテてて彼女もいたし、高校生の時には各学年にそれぞれ彼女がいるような感じだったんですけど、奥さんと付き合ってる時は他に彼女はいなくて、浮気とかも考えてなかったですね。好みのロリ体型の奥さんと結婚して、いつでも好きな時にセックスできると思ってたし、風俗なんか行かなくても大丈夫だろうと思ってたけど、奥さんが思いの外淡白だったのと、体の反応もイマイチだったから、ＤＶＤとか雑誌で抜いたりして。『私に分からないようにしてくれるなら外で済ませてくれて良い』と言われたこともあって、そこから風俗に行くようになりましたね。

　子供は５年間できなくて、不妊治療でやっと一人目が生まれて。二人目ができてからは一度も奥さんとはセックスしてないですね。子供ができたらただの家族。妻だけＥＤです。下の子はもう21なので20年以上一切してないことになります。あんまり突っ込んで話したことはないから分からないですけど、奥さんはセックスレスでも全然平気そうですね」

　高校生時代、受験勉強の最中もスケジュールに彼女とのセックスの時間を設けて、計画的に性欲を発散し、勉強に集中できる環境を整えたと言う成瀬氏。自分のロリコン趣味を自覚したのは高校生の頃で、友達の知り合いの中学生を紹介してほしくてたまらなくなった時気付いたと言う。その後、大学に入って塾講師のバイトを始め、女子高生と付き合った時に確信したらしい。

「僕はロリコンなので、未成年とはツイッターかインスタで知り合います。アプリは年齢確認がいるので、自分はアプリはほとんどやってないですね。ツイッターとインスタで普通に見つかります。サイバーポリスかもしれないし、保護者からすると誘拐扱いになるので、捜索願い出されてＧＰＳでホテルに来ちゃうこともあるみたいだから、会う場所には慎重になりますけど。

　ネット上で出てくる子っていうのは、援助交際とか彼氏と長く付き合ってるとか、基本的には体を売るということには抵抗がないタイプが多くて、２とか３を提示して来る子もいます。欲望に負けそうになるんですが、そこはグッと堪えて。

　風俗で水揚げして約３年付き合っている女の子とは、これまでに１３０回以上会ってますけど、彼女は元々制服系のヘルスに居た子で、引退した今でも掲示板に「あの子に会いたい」って書き込まれるような伝説の子なんです。未だに制服着てても違和感ないですし、体もちっちゃくて痩せてるので胸の形とかはイマイチなんですけど、体が最高で連続でイケるし、シオも吹くし、唯一欠点があるとすれば中イキができないくらい。ウーマナイザーでならイケるから、総合点がすごく高くて。

　今年24歳なのかな、本名も住所も知らないですけど、１回５万円で『今月20万円欲しいです』と言われれば４回会うし、『30万欲しいです』と言われれば６回会う感じですね。元々風俗の子なんで、一切ご飯は食べてなくて、部屋に来てＨして帰る、みたいな感じです。それこそデリヘルみたいな、デリソープみたいな感じです。

　女性の体って、実年齢じゃなくて、体の年齢ってすごく差があるじゃないですか。だから25になっても、すごいロリな感じに見える体型の子と、16歳でもおばさんに見える体型の子もいて。なので、リアルに会って欲情するのは未成年なんだけど、手を出すのはさすがにやばいので、ロリに見える大人の女性と性行為をして欲望を満たしてる感じです」

　成瀬氏にとってパパ活とは「風俗兼自己承認欲求を満たす１つの手段」とのこと。「厳密に法に抵触するかは別として、女性の大切なものを換金していると思うので買春だと思うが、メンタルを病んでも止められなかったので、お金が無くなるか、身体が動かなくなるか、心が動かなくなるまでは続けたいですね」とのことだった。




　インタビューを終え、帰り際にユキちゃんが「お仕事の合間に良かったら召し上がってください」と、珍しい古代チョコを差し入れてくれた。そこから少し雑談を交え、ユキちゃんに好きな食べ物を聞いたら「フォアグラとワインですね」とケロリと答えた。成瀬氏は「彼女、結構イケる口で、強いみたいなんですよね」と同調していたが、私は現役女子高生のユキちゃんの登場から、正直動揺していた。

　インタビューを終えて、未成年の飲酒まで発覚して、交際クラブ以外で起こっている社会問題を目の当たりにして、狼狽した。

　家庭環境も深刻な問題だが、未成年のユキちゃんがパパ活に手を出したのは「学校がアルバイト禁止だったから」だ。

　安易にパパ活に手を出せてしまう状況や精神状態など、問題にすべき点は多々あるが、ここでは長くなるので省いて、根本的な原因についてだけ言及したい。

　学校がアルバイトを禁止していなくて、推薦で進路が決まった11月から卒業する３月までの５ヶ月間、例えば時給１０００円でカフェやスーパーのレジ打ちなどのバイトができていれば、60万～80万円くらいは貯められたかもしれない。そうしたら、ユキちゃんはパパ活をしなかっただろう。

　お嬢様学校や進学校でアルバイト禁止、というのはよくある話だと思うが、勉学に励まなくてはならない在学中はともかく、進路が決まって卒業するまでの間なら、特別にその期間だけ許可制にすれば良いのではないだろうか。

　学校側も忙しくて、そんなことまでフォローしている時間も人員も不足しているのかもしれないが、せめてその期間だけは認めてあげられたら、パパ活に手を出す未成年を減らすことができるのではないかと思う。







妻側セックスレスの果てに……（46歳・会社代表・既婚）




　コンサルティング会社代表の山本俊雄氏（46歳）は東大卒のエリートだ。年収５０００万円で二重生活をしている。週末は家族が待つ持ち家に帰り、仕事がある平日は、会社近くにある家賃20万円のマンションで一人暮らしをしている。

「元々すごい仕事が忙しかったというのが理由なんですけど、震災直後辺りから仕事が増えて家に帰れなくなって、会社の近くに家を借りるようになったんですね。交際クラブを利用する前からそういう生活をしてたので、結果として怪しまれずに活動を続けることができています」

　交際クラブで知り合った彼女がその家に遊びに来ることは一切なく、奥さんには鍵を渡しているので、いつでもどうぞ、という感じだと言う。

　２つ上の奥さんと山本氏が結婚したのは外資系の会社に就職した後、転職が決まったタイミングで、氏が28歳の時だった。

「僕は修士課程に行っていたのでサークル活動とかなかったんですけど、飲み会したり遊んだりテニス合宿とかするような社会人サークルがいくつかあって。その中の一つに僕は参加していて、彼女もそこにいたんですね。奥さんは、人としてすごく信頼できるし、結構しっかりもしてましたし、付き合って３年で結婚しました。

　結婚前は会うたんびにセックスしてましたけど、結婚してすぐ週１から２週間に１回になって、それがだんだん減って子作りのために頑張る時期があって、子供できたらパッタリになりました。子育てで忙しくてそれどころじゃなくて、というのではなく、単純にしたくない！　っていうセックスレス。眠いからというよりも、『ちょっと……』みたいな。『ちょっと……』をずっとみたいな。そしたらだんだん僕も誘いにくくなって、めんどくさくなって。

　僕は元々、学生時代からも『浮気は良くないからしない』というタイプの人間で。タネをばら撒きたいとか色んな女の子としたいとかは無くて、そんなに器用じゃないし、同時に注げる愛情の対象ってそんなに増やせないんですよ。

　だから、その時まで浮気したことは無かったんですけど、結婚してレスになって、その頃一回不倫したんですね。交際クラブ入る前の数年間くらい。一緒に仕事をしてた人で、同じタイミングで帰ることがあって、飲みに行って。また飲みに行きましょうみたいな感じで仲良くなって、不倫関係に。運良く円満に別れることができて良かったですけど。

　結婚してレスになって、自分は辛いのに相手はどうなんだろうと思って「僕は、あなたのことをまだ女性として見てるよ」って、不倫中のくせにね、言ったりして。話し合おうと思ったら『当然外でしてると思ってた』と言われて。『外でして良いんだよ』って正面切って言われると不思議ですよね、したくなくなってくるんですよね。妻はお互い性欲の差があるというのはわかってたみたいで、当然やってるよねって思ってたみたいですね。

　思い返してみると、そう言えば結婚前の付き合ってた時に言われたことがあったんです。気持ちを持っていかれるのはダメだけど、本気にならないなら良いと常々言われてたんです。つまり、外でセックスするのは自由だよと。友達が浮気したしないの話をした時にそんな話になって、向こうから言ってきました。

　当時はポカーンでした。その心理もわからないですよね。なんでこの人はこんなことを言うのだろうと。彼女の友達は割に奔放な人が多くて、それこそセックスはスポーツだ、みたいな感じの人が多かったので、なるほど、そういう世界観もあるんだ、彼女は年上だし経験豊富だからかなとか思って。結婚してだんだんわかって来たんですけど、今思うと、彼女は浮気っぽいわけじゃなくて、淡白だったんですね」

　もし今、奥さんがセックスレスを解消したいと申し出たらどうなのだろうか。

「今更応じられるのか。難しい質問ですねぇ。考えたことなかったですね。もうね、奥さんを見ないことで心の平衡を保ってるのかもしれない。人間としては本当に信頼できるので、一緒のお墓に入るんだろうなと思ってるんです。奥さんで得られなかったことを他で埋めることでバランスを取って来たので、今言われるとすんごい戸惑うんじゃないかな。家にいる奥さんを見てムラっとすることも、もうないですし。

　不倫してたのは寂しかったんだと思います。承認欲求ってあるじゃないですか。その承認欲求を満たしたかったんだと思います。単純に。じゃあ、奥さんがその承認欲求を満たしてくれてたら良かったのかと言えば、今も夫としては立ててくれるし、プラトニックだけじゃ無理じゃないかなと思うんですね。

　人間の三大欲求ってあるじゃないですか。食欲、睡眠欲、性欲。この中のどれかが満たされてないっていうのは、やっぱり大切なものが何か一つ欠けてるんですよね。満たされてない以上はなんとなく悶々とするんじゃないですかね。

　もし、奥さんがセックスに応じてくれていれば、一生奥さんだけで満足してたと思います。それは言い切れますね。僕そんなにたくさん気を持てる人じゃないから」

　山本氏が交際クラブに登録したのは２０１６年夏頃。オファーを出したのは10件ちょっとだと言う。

「交際クラブは、何かのバナーで見たのかな。初めて見かけたのは青山のクラブで。そこは怪しい、怖そう、と思って、入る気にならなかったんですけど、何となく頭の片隅に交際クラブという単語が残ってて。その後、たまたま酒飲んで酔った勢いで調べた時にユニバース倶楽部が出てきて、スタッフブログとか読んだら面白くて『何だ普通の人じゃん！』って親近感を抱いて。面接してくれるっていうから、面接してもらっちゃえって。

　それまではすごいハードル高いイメージだったけど、入ってみたらすごい良くて。

　セックスを前提にしている人が多いというのもあるし、もう一個はお金を挟んでいることで、いわゆるガチの不倫の一線は越えない、というのがあって。この安心感はものすごくありますね。前の不倫は綺麗に別れられたけど、やっぱり離婚してくれとか言われたので。不倫は二度としたくないです。

　これまでに会った10人くらいの女の子たちは、結構記憶の彼方に抹消されて行くのであんまり覚えてないんですけど、今続いてるのは31歳のＯＬさん。１ヶ月に２回の逢瀬を重ねてます。そんなにお金に困ってるようには見えないですけど、興味ないから何に使ってるのとかは聞かないですね。

　お小遣いは、女性に渡してるのは５です。今付き合ってる方は都度ですね。月極にしてとは言われないです。パパ活というよりは愛人っぽいお付き合いかも。月に２回デートして、食事してホテル泊まってお小遣い渡して、となると月50くらい必要ですね。足つけたくないので領収書はもらわないです。

　家のお金は全部自分が管理してて、奥さんに30万円渡した後は自由に使えるので問題ないです。

　交際クラブに入ったばかりの頃は若い子の方が良いかなと思ってたけど、結局今続いてるのは31歳ですから。25以下の年齢は会話が通じなくて無理でしたね。なんかもう宇宙人と話してるみたいになっちゃって。終わった後ぐったり疲れるみたいな。精神年齢が大事なので、実年齢はそんな関係ないですけど、話が合いそうだなって思うのは『30代』『会社勤め』、この２つが揃うと話しやすいかなっていうのはありますね」

　山本氏は女性の渡すお金のことを「手切れ金の前払い」だと語る。そこに自分に時間を使ってくれてありがとうというお礼が混じっている感じだという。

「僕は単純にセックスだけというのは全然ダメで。食事を一緒にするとか、映画を一緒に見るとか、一緒にいる時間自体が楽しくないと意味がないと思っているので、そこは結果として大事にしてますね。

　とはいえ、セックスがないとやっぱり嫌です。なんだかんだ自分は性欲がある人間だって交際クラブ始めてから気付いちゃったので。意外と機能するし、ムラムラするし、あ、俺って元気だったんだって。奥さんとはムラムラしなくて、このまま枯れるのかなと思ってたけど、交際クラブを初めて、隠れていた性欲が顔を出したのかもしれません。

　この非日常を知らなかった頃にはもう戻りたくはないです。一番欲しかったものは多分、女性からの性的な承認欲求だったんだと思います。

　結局、セックスが無くて性欲の部分が満たされてなかったが故に、変な言い方ですけど、カリカリカリカリしちゃって、良くない影響が出てたんですよね。それって寂しさの裏返しで、なんとなく承認欲求が満たされてないってところがずーっと奥の方にオリのように溜まってるんですよ。本質的な解決じゃないのかもしれないんですけど、外で解消することによって、そこを起点とするイライラは無くなる。

　会社と家の往復だけで、俺の人生それだけで良いのかっていうのは、やっぱり少しはありましたね。モテたいというより、かっこいいなとは思われ続けたい。妻とも実は結婚する時にお互い『世の中的に男と女として見られるような生活はしたいよね』って言っていて。老け込むっていうのはお互い無いようにしてるつもりだし、奥さんは、今も若くて綺麗だと思いますよ。40代半ばには見えないと思います。でもムラっとはしない。

　今のままでいいです。今更奥さんとラブラブになりたいとは思わないですね。

　話し合った結果、それで外に行ってるわけで、本当に仕方なかったですね。子供がいなかったら離婚してたと思います。子供に関しては、両親がいないとかわいそうだし、生まれてきた子供に責任はないですからね。作った親が責任取らないとダメですから。

　一番大事なのは家庭。愛情とか責任ではなくて、信頼と安心です。交際クラブの女性との間には、残念ながら未来はないから。向こうは向こうで僕のことを上手に活用してるはずだし。その活用してもらってる時間を楽しく過ごそうねって関係以上でも以下でもないと思っているので、その人と一生添い遂げるつもりはないし、向こうも全く期待してないと思います。

　たくさんある趣味のうちのひとつみたいな。お金のかかる趣味みたいな。

　でも、結果として払う価値はある。承認欲求を満たせて、仕事を頑張るモチベーションにもなる。『この非日常を楽しむためには稼がないと』というのと『奥さんと子供を路頭に迷わせるわけにいかない』というのは両立してますね。

　どっかでやめるとしたら自分の性欲が枯れた時か、娘が大学生になったらやめるかもしれませんね。娘の活動範囲が広がってバレると嫌だから。徹底したリスク管理です。奥さんや子供の信頼は失いたくないです」




　妻側セックスレスから「当然外でしてると思った」と言われ、交際クラブに辿り着いた山本氏。「妻への罪悪感は、無いといえばウソになります。だからシラを切り通しますし、墓場まで持っていきます。バレていると思いますが」と自虐的に笑った。

「もし、奥さんがセックスに応じてくれていれば、一生奥さんだけで満足してたと思います。それは言い切れますね」と話してくれた一言がとても印象に残った。







浮気風俗経験なし。運命の人に出会いたい（40歳・地主・未婚）




「交際クラブで最初に会った子は、社会人１年目のＡちゃん。僕は初めてで金額とかわからなかったので、お誕生日だから、と言われるままに最初のデートでカルティエのネックレスを買ってあげたんです。会う度に、ブルガリのディーヴァっていう指輪とかシャネルのマトラッセとかを買ってと言われて、服も色々、半年で１０００くらい使ったんですけど、喧嘩が多かったんですよね。

　大喧嘩して、仲直りするってなった時に『仲直りの証に何か記念のもの買って』って言われたんです。『お守りみたいな感じ』って言うから、チャームか何かかなと思ってたら『この中からお願いします！』っていうリストが来て。ダイヤだらけのネックレスとか、またバッグとか、全部60以上する物で。

　お付き合いの途中から彼女ってことになってましたけど、僕はどうしても彼女と思うことができなくて。これってどうなんだろう、って段々疲れちゃって、お別れしちゃいました」と、しょんぼり話すのは、都内近郊で地主業を営む岸本翔太氏（40歳）。

　総資産10億円以上、年収は約２０００万円。今付き合っている交際女性には、月に１００ほど使っているが、自由に使えるお金は更に潤沢にある。

　地元の高校を卒業後、東京の大学に進学。女の子と付き合ったり、バーテンをやったりカフェをオープンしたり、経営に飽きたので売ったり、と自由気ままに都会生活を楽しんでいた35歳の時、両親が高齢になり「田舎に帰って仕事を覚えろ」と言われた。

「２歳年上の姉がいるけど、結婚して海外にいて、多分戻ってこないので、僕が地主業を継ぐことになったんです。仕事の内容としては、アパート・マンション・駐車場の経営、貸家貸地の管理なんですけど、普段、実家かアパートの空き家にいるだけなので、仕事で若い人に出会う機会がないんですよね。実家周辺だとちょっと目立つし、キャバクラなんて行こうもんなら『地主んとこの息子があそこで遊んでる』『鼻の下伸ばしてデレデレしてたぞ』とか言われちゃうんで、そういうのはめんどくさいというか。実際は、キャバクラも風俗も行ったことはないんですけど。

　家業を継いだと言っても、結局、家賃集めてるだけだから、他にすることがないって気付いて、あまりにも暇すぎるので、海外旅行するようになりました。そこからちょっと、彼女はいないですね」

　白いハイネックのリブニットに黒い革ジャンを羽織り、シュッとしたスタイルに子犬のようなフワフワの巻き髪、と、まるで少女漫画から飛び出してきた王子様かのような出で立ちは、見るからにモテそうである。

「今まで付き合ってた子たちは学生時代の友達とか、合コン誘われて行って、そこで気に入った子とかで10人くらい。彼女は一応、その時々でいましたね。別れても間はそんなに開かなくて、半年くらいで次の彼女ができます。僕、一度付き合うと結構長くて、付き合ってる時はその子だけを見るし、ちゃんと大事にするんです。結婚を意識した女性は、20歳くらいの時に１人いたけど、若気の至りでそう思っただけかも」

　岸本氏が交際クラブに登録したのは、１年半ほど前。コロナで趣味の海外旅行ができなくなり、家でおとなしく『どうぶつの森』をやっていたある日、テレビのニュースでパパ活というものを知った。

「パパ活ってワードで検索して、まずはシュガーダディっていうサイトに登録してみました。サイトで30人くらいに会って、これという人がいなかったので、色々調べて交際クラブに辿り着きました。サイトだと、顔も体も写真と実物が全然違うことも多くて。待ち合わせしても、どこにもいないけど？　みたいな。

　最近の子は加工に慣れてますしね。加工なのか痩せてた時のなのか、写真だと可愛いけど、ほんとはもっと太いとか。そういうことがたくさんありました。今登録している交際クラブは動画もあるし、写真で見た通りの子が来るのが良いです。

　交際クラブに登録した理由は、恋人というか、相性ぴったりの遊び相手が欲しかったんですよね。パパ活って『こちらがお金を渡してその対価で何をどうのこうの』っていうイメージがあるけど、僕はそういうのは求めてなくて。一緒に仲良く遊べる女の子を探してて、その子と楽しく過ごすためなら、お小遣いもデート代もいくらでもお金を使うよっていうスタンスなんです。

　交際クラブの女性に求めてるのは、僕が好きになれそうだなっていうのと、いつかこの子も僕のことを少しは好きになってくれるかもっていうのが感じられる子。僕、初回では絶対Ｈしないんです。これまで、サイトと交際クラブでトータル40人くらい会って、『したいな』『してもいいな』と思ったのは15人くらい。上から目線ですけど、してもいいなって思える子じゃないと、その先に進めないんです。好きでもない男とＨして自分も楽しめて気持ちいいと思ってる女性なんて一人もいないと思うので、可能であれば、相手も自分のことを好きになってくれてる方が、気持ちいいＨができると思うんです。

　交際クラブに移行したら、サイトで見た子がいっぱいいました。東京のパパ活女子っていうのは、アプリもやりつつ、交際クラブもいくつか登録して、太パパを探してるんだろうなっていうのは思いました。パパ活女子も頑張ってるなっていうか。

　女性が、男よりお金がかかるのは理解してます。お金をかけたらかけただけ綺麗になるのも実感としてあります。だからお洋服とかお化粧品とか一緒に買いに行くのは大好きですよ。お洋服を着替えて出てきてくれるのを見るのが好きなんです。『あんまり似合わないから見せない』とか言うのも可愛くて。気に入った子には全然いくらでも使いますね」

　岸本氏が顔合わせで渡す交通費は２、３枚。ホテルのティーラウンジで１、２時間話し、そこから食事に付き合ってもらったら５枚渡すこともあると言う。

「お顔合わせは他のパパたちより多くあげてると思いますよ。Ｈは人によるんですけど、だいたい女の子が７か８って言ってくるので、内容が良かったらプラスして10とか。10って言ってたら15とか。女の子が20とか30って言っても驚かないですね。お金は全然使えるし、喜んでもらえたら嬉しいから。

　僕、他の男性と違うのは、Ｈしたいとそんなに思ってないところじゃないかなと思うんですよね。交際クラブでも、Ｈをたくさんの子としたいわけじゃない。大学生くらいの時は、彼女と会うたびにＨしてたから、性欲は普通くらいだと思いますけど。

　交際クラブに登録して、１年で10人くらいに会いました。ようやく、理想の子に出会えたので、この半年間は新規のオファーっていうのは出してないです。

　今お付き合いしてる子は、こないだ21歳になったばかりで、元々は東北の子です。会い始めたばかりの頃は、まだ彼女が東北に住んでて、毎週どっちかが新幹線で行って会ってました。東京の洋服屋さんで働きたいという夢があったので、年末に東京に出てきて、今は週１か週２で会ってます。月に30くらい現金で渡してて、お買い物がプラス30という感じ。家賃という形ではまだ渡してないですね。

　他の子と違って、ツーショット写真とかも一緒に撮ってくれるんですよ。幼馴染の親友も紹介してくれて３人でご飯食べに行ったりして。恋というか、好きですね。僕は結婚しても良いと思ってるけど、年が離れてるし。

　結婚して楽しければいいんですけど、身の周りの人を見てると、結婚して10年くらい経ったら『結婚しなきゃよかった』とか言ってるから、結婚にこだわらなくてもいいのかもしれないです。結婚してもしなくても、今の楽しいのが続くならそれが一番です。

　女性の年齢にはこだわらないので、同世代でも体型を保ってスタイルの良い女性で相性が合えば全然ありです。今回、相性ぴったりの子がたまたま20代だっただけで。

　これまで色んな女性と付き合ってきて結婚に至らなかったのは、僕自身も若かったし、ある程度自分が冷めてきちゃったら女性の扱いも雑になったりして、幼かった部分もあると思うんです。

　僕、浮気することは絶対なくて、他に気持ちが行っちゃうことはあるけど、そういう時って、もう付き合ってる子に飽きちゃってるんですよね。だから、付き合ってて、他に良いなって思う子に出会ったら、今付き合ってる子とは別れてからアプローチするんです。スパッと別れて、行ってみたら全然ダメだったってこともあるんですけど、そういう経験をいっぱい積んで。

　ところが、今、自分にピッタリの子を見つけたら、今度は『切ろうかなと思ったら話し合おう』っていう感じに変わったんです。最初のドキドキ感は自分も相手も無くなって行く中で、お互いがどうして行けば、恋愛から形を変えて一緒に仲良く居られるかなって。

　片方だけが努力してもダメだから、そういうところをちゃんと話し合ってお互いの関係を築けるのであれば、その先に、永遠の愛みたいなのはあるのかな、そんな、絆みたいなものが、あってほしいなと思うようになりました。これまではガッツリそこまで踏み込めてなかったんだなって。僕が子供で忍耐力がなかったって気付いたんです。

　Ｈも、付き合いが長くなって、時間とともに飽きたり興奮しなくなったりはしますけど、そういう時はコスプレするとか、なんか色々変えてみるとか。結構勉強熱心なので、YouTubeの動画とかで常に勉強してるんですよ。こうした方がいいとかこうしたらダメだとか色々試して。

　飽きたから別れるとかじゃなくて、続かせる努力をして行けたらいいなと思う。一緒に頑張って成長して行けるような関係が理想だと思うようになりました」

　コロナが落ち着いて、海外に行けるようになったら、今お付き合いしている女性に綺麗な景色を見せたり、美味しいものを食べに連れて行ったりしたいと話す岸本氏。

　浮気や風俗の経験もなく、付き合ったらよそ見しないで彼女一筋。もし心変わりした時は二股かけずに、きちんと別れてからアプローチ。Ｈも、最悪自分はいかなくても良くて、相手が気持ちよければそれでいい。長く付き合ってマンネリ化しても、飽きたから別れるんじゃなくて、そこから長く続くような努力をしていく。

　そんな、全女性の理想の塊のような岸本氏は、本当に、少女漫画に出てくるような、理想の王子様像そのものである。一体どのような人生を歩めば、このような男性に育つのだろうか。母親の教育なのか、それとも、これまでお付き合いしてきた女性たちの影響なのだろうか。

　ふと、２個上のお姉さんがいる、というエピソードを思い出した。

「もしかして、子供の頃、結構少女漫画読んだりしました？」

「あ！　確かに読んで育ちました。だから女子っぽいことに抵抗がないのかも」

　納得である。少女漫画を読んで育った全ての男性が女性の理想の王子様に成長するわけではないが、女性心理に長けるのは事実である。




　後日、仲良くなった岸本氏から突然ＬＩＮＥが届いた。そこには、ディズニー映画『アラジン』の主題歌「ホール・ニュー・ワールド」YouTube動画のリンクが。

「僕、これやりたいんです！」と無邪気に教えてくれる岸本氏。

　どうやら、彼の純愛は本物のようである。

　無償の愛を注げる相手と巡り会えた幸せが、ずっとずっと続きますように。







やんごとなき一族のファム・ファタール（30歳・公益法人代表・未婚）




　30歳という若さで、公益法人の代表を務める工藤翔太氏は、20代近く続くやんごとなき一族出身で、大学在籍中から起業し、自営業にも邁進する新進気鋭のビジネスパーソンである。

　年収は約２０００万円。自己所有物件に住みながら、その時々で好きな地方に移住して仕事をしている。24歳で交際クラブデビューしたと言う工藤氏は、一体なぜ、この世界に足を踏み入れたのだろうか。

「僕、実は大卒じゃなくて高卒なんですね。大学はいくつか行ったけど、大学院も面白くなくて途中でやめちゃって。で、最後に通ってた大学の構内にコーヒー屋さんがありまして、好きで入り浸ってたんですね。

　たまたまそこに、某テレビ局の有名なプロデューサーのお爺ちゃんも常連でいて。その人は、テレビ局員もやりつつ、デザイナーの仕事もしてて、よくそのコーヒー屋さんでお仕事なさってたんです。パンフレットとかポスター作ったりしてて、いつの間にか仲良くなって、一緒に手伝ったりしてるうちに、夜集合して一緒に番組のアイディアを練ったり『ここ、こうしたらいいんじゃないか』とかっていう会議に参加させてくれたりして、業界をのぞかせてくれたんですね。僕に色んな世界を教えてくれた恩人です。

　ある時、仕事を手伝ってたら『そろそろ東京の遊び方を覚えなさい』って言われて、社交パーティーみたいなのに連れて行かれるようになったんです。『遊びを覚えろ』って言われても、僕としては『遊ぶってなんだろ？　何が面白いのかな？』って感じだったんですけど。

　パーティーの主催者がビルを持ってて、そこで会員制のパーティーが定期的に開催されてたんです。そういうのがいくつかあって、色んな業界の男女が集まってて、中には芸能人もいて。そこで知り合った女優さんに『私とするなら40万円よ』と持ち掛けられたこともあります。主演クラスではないけれど、僕でも顔と名前が一致するような女優さんでした。

　で、大人になるにつれて『遊び方も年相応にわきまえなさい』と言われて紹介されたのが交際クラブだったんです」

　当時入会していたクラブはすでに退会し、現在登録しているクラブでは、２年近くで10人ほどの女性に会った。

「これまで交際クラブでデートした女性はトータルで40人くらい。今のクラブはスタッフの対応が丁寧で、高水準の感触ですね。でも、女性のレベルはもう一つというところ。もちろん中には良い子もいるし、今の交際クラブで知り合って１年以上続いているお気に入りの子も一名います。ただ、コロナ禍という事で、なかなか日常的にデートへ行けないという事が、ここ数年続いていますね。

　お小遣いの額は、食事が２。行為は、内容によるけど５から。お泊まりも内容によるけど10から、という感じ。お気に入りの子だと15とか。これまで女の子に使った最高額は、６泊８日の海外旅行で70。１日の最高額はさっきお話しした芸能人で40です。内容に関しては、女性が望むのなら、痛い、汚い以外は全て。僕からの願望は無いです。プレイそのものは二人で行うもので、一方的な行為は既に飽きてしまっています。女性が本心から喜んでいる姿を見るのが好きですね。

　コンドームは、大抵、女性の方から『つけないで』とお願いされるので、その気持ちを尊重しています。心底信頼している相手としかしませんし、僕は月に一度は必ず16種の性病検査を受けているので病気の心配はあまり無いですね。大学時代からの友人が開業医なので、そこで受けています。

　僕はいずれ、お見合いで結婚することになると思うので、理想としては、長期の愛人が２、３人いるのが良いんだろうなと思っています。愛人一人だけだと都合がつかずにちょうど良いタイミングで会えない場合もあるでしょうし。

　単発ならいくらでもいるけど、一緒に過ごす時間の満足度が違うと感じているので、長期で付き合える、気に入った女性２、３人というのがベストかと思います。パパ活は死ぬまでやめられないんじゃないかな」

　これまで、風俗も含めて４００人近くの女性と身体を合わせてきた工藤氏。

「性欲は強い方だと思います。風俗もソープからＳＭまで一通り試しましたけど、行為の最中に第三者的な目で見ちゃう自分がいて。自分だけ気持ち良くても楽しくないし、相手も良くないと、２人で一緒に同じ時間を過ごす意味がないなと思って。そういうところから、違うよな、と気付いて一切興味がなくなりました。一周したというか、ある種の悟りというか。１５０人くらいプロのかたと接して、風俗は卒業しました。

　交際クラブでも最初の頃は『この人俺のことに興味ないな』ってわかっちゃう第三者目線が出て来てたんですけど、今はそういうことのない人と会うようにしてるので。交際の女性は風俗ではないと思ってます」

　氏の初体験は14歳。学校の理科室で年上の女性に襲われる感じだったと言う。これだけ多くの女性と関わって来た氏の女性の好みとは一体どのようなものなのだろうか。

「ギャルでも頭のキレるかた。清楚でもセックスの時は貪欲、みたいな、社会の姿と本性との二面性を持っていて、且つ使い分けを心得ている女性、ですね。

　これまでの人生で一番衝撃的だったのは、40代の女性です。交際クラブで会ったわけではなくて、仕事というか、ビジネスランチの場で知り合ったかた。当時彼女が46歳、僕は26歳。ご飯食べて、お話しながら、かなり年下好きでって言われて。あ、そうですか？　みたいな話をして。

　外見は、皆さんご存知の峰不二子のような、叶姉妹のような感じで、都内で開業医やってるって言うし、初対面からギャップに殺されました。こんな女性が本当に存在するんだって」




　そこから交際がスタートし、肉欲の限りを尽くすような蜜月が２年弱ほど続いた。

「２週間に１回くらいのペースでデートしてたんですけど、会ってＨして、みたいな感じでしたね。彼女が車で迎えに来て、そのままどこかに連れ去られて貪り合う、みたいな。したらすぐに解散、というのではなく、家まで送ってくれるし、ご飯食べに行ったり、それだけじゃないという。四国にみかん狩りに行ったり、熱海に行ったこともあります。

　僕が彼女について知っていることは、仕事と、結婚しているということ、一緒に過ごしている時間に見せてくれる姿だけ。お互いにプライベートには踏み込まないというルールのもと、お付き合いしてて。

　２年とちょっとお付き合いして、ある時、僕が仕事の関係で海外に行くことになって。携帯のシム変える時に、あ、解約したら連絡先失っちゃう、って思ったけど、そのまま。そんな感じで連絡先、こっち側からわかんなくなっちゃったんです」

　いくらお互いプライベートには踏み込まないと約束していたとは言え、今の時代、彼女の名前や病院があるエリアなどから、ある程度、勤務している病院など特定できそうな気もするが、彼女を探したりはしなかったのだろうか。

「うんとね。そこまではね。お互いにこう、ちゃんと公私は分けましょう、っていうルールの元にずっとやってたんですね。だからこそ続いたってのはあると思います」

　探そうと思えば探せるけれど、会いに行こうと思えば行けるけど。そういうルールだったから、連絡先を失ったら、それ以上深追いはしない。やんごとない世界の人たちの『大人の遊び』とは、引き際とは、潮時というのは、そういうものなのだろうか。

「もう一度会いたいって気持ちは、今でもめっちゃありますよ。気持ちの中ではその人のことが未だに忘れられないし。記録更新、みたいな、塗り替えてくれるかたに出会いたいとは思います。でもやっぱりなんかまだまだ現れないですね。今のところ交際クラブとか社交パーティーでは出会えてないです」

　大恋愛に憧れがあると話す工藤氏。これまでどんな恋愛をしてきたのだろうか。

「たかだか30年くらいしか生きてないので、そんなに語れるような経験はないんですけど、ちゃんと愛した人は４人……。でも、３人は勘違いだったパターンで、相思相愛は１人かもしれないです。

　結婚に関しては、１人息子だし、あー、家を守らなきゃっていう気持ちはあるんです。後継者を作らなければならない使命感もあるし、周りもうるさいし。いくつまでに結婚したいとか考えてないけど、相手は自分で決めたいですね。お見合いは嫌だっていうのは、やっぱり愛した人と結婚したいっていう気持ちがあるからだと思います。

　でも、結婚したくなる気持ちっていうのが、まだわからないんですよね。経験がない。『なんでこの人だったらオッケーって思ったの？』って既婚者の人に聞きたいくらい。本当にこの人で良いのかって考えなかったのかとか、タイミングなのかとか、婚姻届にサインしても良いと思った理由とかきっかけを教えてほしいですね」




　そんな工藤氏にとって愛とセックスとは一体どのようなものなのだろうか。

「美味しいプリン。……プリンとカラメルソースですかね。カラメルの割合が多くてもダメだし、バニラビーンズの割合が多くても違うし、砂糖が多くてもダメだし、って、そういう絶妙なところでミックスされたのが美味しいプリンなんじゃないかというか。愛とセックスは切り離されてるものじゃなくて一緒。一緒だけども、割合は大事。それって食べてみないと分かんないじゃないですか。外見だけじゃわからない。で、食べて美味しかったらハマるしそうじゃなかったらバイバイってことですよね」

　インタビュー冒頭では、パパ活は一生やめられないんじゃないかと話していた氏だが、大好きな女性と結婚して、美味しいプリンを手に入れることができたとしても、パパ活で愛人を作るのだろうか。

「多分ね……（長考）どうですかね？　結局やってると思います。それは何故かと言うと、そもそも浮気という概念とか貞操観念とかが無い。多分、そういう世代なんじゃないかと勝手に思ってるんですけど。結婚はしても、性行為は別にしたい時にするし、それはそもそも浮気とか不倫とかってことじゃなくて、その時の衝動に正直なだけっていう。僕の周りの女性も７割くらいはそんな感じです。

　結局人間同士なんで、何が起こるかわからないし。『お付き合いしましょう』って言った時に、他の人を見ないよ、みたいな暗黙の了解みたいなものは無いんですよね。『もう俺こういう性格だから、君のことを彼女と思ってても、良いと思った人がいたらＨするよ』っていうのを最初に全部言っちゃうことも多いです。でも、ポリアモリーとも違います。相手によっては言わないこともあるし、その人にとってベストかはその時にならないとわからないから。遊び相手には、いちいちそこまで言わないですしね。

　今の結婚制度に疑問がある、という訳ではなくて、それはそれでいいんじゃないかと思ってます。だって、それは今までの時代を作り上げてきた人たちが良いと思って作った制度だから。ただ、僕は違うので、それに同意してくれるような女性じゃないと難しいでしょうね」




　自分にとってパパ活は『遊びそのもの』と話す工藤氏。遊びではあるが、そこで知り合った女性に本気になる可能性はゼロではないと言う。

　忘れられない女性を超える運命の出会いは、果たしてどこにあるのか。

　いつか、氏が婚姻届にサインする時、そこにはどんな女性がいるのだろうか。







洗濯物のなかに嫁のセクシーランジェリー（47歳・広告・既婚）




　広告代理店で部長を務める二宮映司氏（47歳）は、結婚して20年。都内の高級住宅街で、２歳年下の奥さんと、大学生の娘と高校生の息子と一緒に暮らしている。

　交際クラブに入会したのは２０１８年。出会い系、ガールズバー、キャバクラなどでパパ活を試みたが上手くいかず、辿り着いた。

「当時、ＮＨＫのアナウンサーが登録してたとか、紀州のドン・ファンが使ってたとか、ニュースで見て興味を持ちました。ドラマもやってたし、ネットで交際クラブを検索して。どうにかして、風俗でもお水でもない、20代のフレッシュな若い子と付き合いたい！　と思ったのが素直な気持ちですね。

　登録して４年でオファーしたのは50人くらい。そのうちデートできたのが30人くらいで２回以上会えたのがその半分くらい。セックスまで進んだのは20人です。学生さんはドタキャンが多い印象ですね。

　僕は東京の子とはなぜか上手くいかないことが多くて、今いる定期の子は２人とも地方在住です。１人は札幌に住んでて今年30歳。１回６です。もう１人の子は福岡で21歳。１回５。仕事柄出張が多いので、それに合わせて会います。どちらの女性も１年半くらい続いてます。

　パパ活に使うお金は、投資と自分の給料から。妻も働いてるので、僕は生活費を渡して、通帳は自分で管理しています」

　交際クラブに入る前は、奥さんも入れて経験人数は３人だったと話す二宮氏。初体験は18歳。高校を卒業する時に、記念のような感じで当時の彼女と。大学時代に１人。そして社会人になって、今の奥様と、である。

「クラブに登録した当初は、こんなに若くて可愛い子を抱けるんだって興奮してました。若ければ若いほど、身体中に電流が走ります。モテなかった青春時代を取り戻す感じで、経験人数が一気に跳ね上がりましたね」

　二宮氏がオファーを出すのは、基本的に18歳から29歳の、ちょっと幼さが残っているような、ウブでピュアな感じの女性。胸の大きさよりもウエストのくびれを重視する。性格的には、一緒にいる時間とＬＩＮＥだけは夢を見させてくれるような、優しくて、疑似恋愛を楽しめるタイプを求めている。

「食事にしてもＨにしても、慣れすぎてプロ感が出てる人は苦手です。フレッシュ感は重要ですね。そういう意味でも地方の子はスレてないし、新鮮なリアクションをしてくれるので可愛く思います。年齢に関しては、最初の頃は29歳以下がいいと思ってましたけど、定期の子が30歳になったので、今は35歳くらいまではいけるんじゃないかなという気持ちになりました。

　あと、大切なのは清潔感ですね。若くて可愛いのに、なぜか清潔感がない子っているんですよ。よくパパ活女子がおじさんたちのことを汚いとか言ってますけど、女性も、歯のホワイトニングとか最低限のお肌のお手入れはちゃんとしててほしいです」

　広告代理店という仕事柄、芸能人を間近で見ることも多く、仕事の接待などで銀座の高級クラブを日常的に使っているからか、女性を見る目が相当肥えている二宮氏。広告業界は遊び好きな人が多いイメージだが、実際はどうなのだろうか。

「広告業界って浮気とか不倫とか多くて、モテて派手に遊んでる人を見ると羨ましいと思うし、仕事の接待で色んな社長と銀座に飲みに行くと、女性をたくさん呼んで華やかで。そういうのを見ているうちに、やっぱり男たるもの仕事で成功して、イイ女を両脇にはべらせて……っていうのが理想なんだなって、そういう価値観は若いうちからありましたね。

　頑張れば、お金さえあれば、イイ女を抱けるんだ、という。デキる人っていうのは、デキる人なりの色んな魅力がありますよね。女の子にモテるっていうのは、やっぱり自分のモチベーションに繋がるし、承認欲求も満たされますし。

　でも、例えば自分のナンパスキルとかでお金をかけずにやるとか、その辺りはもう、大学生の頃から何度かチャレンジして、自分には無理だな、たどり着けないな、そのメンタルもないなっていうのはわかってたので、結婚してもおとなしくしてたんですね。

　でも、交際クラブなら、自分のお小遣いの範囲で一番効率よく女の子と出会えるので、今はもうその魅力にどっぷりハマっている状態です。お金が続く限り、性欲がある限り、やめることはないんじゃないかなと思います」

　奥さんと完全にセックスレスになって５年が経つと話す二宮氏。30させ頃、40し頃、などとも言われるが、現在45歳の奥様は、セックスレスで欲求不満だったりはしないのだろうか？

「実は、確証は取ってないんですけど、嫁さん、他に男がいるんじゃないかと思ってるんです。相手は多分会社の人かな、アプリとかで出会ってるのかもしれないですけど。

　僕も彼女もお互い、どういうわけか金曜とか出かけることが多くて、お互い言わないけど浮気してるだろうな、っていう。彼女は事務系のパート社員なんですけど、土曜日仕事で出かけることもあるんです。友達の家に行くとか、飲みにも行くし、泊まりもあるし。

　それで、そういう時は次の日、なんか派手な下着が他の洗濯物と一緒に干してあるんですよね。こんなのどこに着て行くの？　みたいな。今まで普通の面積だったのに、面積が少ない、Ｔバックとかスケスケの下着が。結婚前に僕とする時にも、そういうのを履いてたこともあるので、結構毎日きわどい下着が干されてるのを見ると、確証はないですけど、怪しいなとは思いますよね。あんまり生々しいこと知りたくないから、こちらからはあえて突っ込まないですけど。

　多分、これに関してはお互いやってるなと思って過ごしているというか、直球では言わないですけど、割と結婚当初から、今後の結婚生活でもお互い浮気してもいいかな？　みたいに思ってるのは、なんとなくわかってて。

　彼女は結婚前から友達のところに泊まりに行ったり、外泊も飲みに行くこともまあまああったし、周りの友達も性に奔放な人が多いとか、友達が浮気したとか二股かけてるとか不倫してるとか、そういう話をしていく中で、相手の価値観とか貞操観念ってわかってくるじゃないですか。僕たちは、おそらく、結婚してても、お互い、あえて言うことはないけど、浮気してもＯＫと思ってるタイプの人間で。お互いそうなんだろうなと思いつつ、60歳ぐらいになって枯れたら、また２人の落ち着いた時間を過ごしていくんだろうなっていう。

　だから、もし、お互いの浮気がバレたとしても、もちろん、どうする？　って２人で話し合うと思いますけど『浮気とか不倫とか普通だから別に離婚することないんじゃない？』っていう結論になると思うんですよね。だから、奥さんとも今更、あえてセックスレスについて話をしようとは思わないです」

　奥様とは体のつながりが薄いけれども、精神的なつながりが深い、と話す二宮氏。

「パパ活女子とは、体の部分は強いけど、精神的な部分は薄いですよね。クリスマスとか誕生日とか、特別なプレゼントを渡すわけでもないし、僕が渡す諭吉５なり６なりを、彼女たちが何に使ってるのか興味もない。

　パパ活は、ちゃんとお金を払った関係っていう意味だとプロというか、風俗嬢と変わらないかもしれないですね。でも、風俗は枠を買ってる感があるし、たくさんいるお客さんの１人というのが見えてしまうのに比べると、そこまでではないから、風俗でもないし、売買春ともちょっと違うと感じます。疑似恋愛とか、プチ愛人という感じ。

　今って、パパ活っていう言葉で割と素人の売春がカジュアルになって一般化してるんですけど、10年とか20年以上前は愛人って言うと銀座のお姉さんとか玄人の女性が、どこぞの社長から月20万30万とか１００万とかもらって、マンションを与えられないにしても家賃は全部払ってあげるみたいな、生活を見るというか、２号さんとかお妾さんみたいな、そういうイメージがあるのが愛人だったと思うんです。そう考えると、僕はそこまでは相手にしてあげられないから、やっぱりプチ愛人というのが一番しっくりきますね」

　パパ活は、自分にとって『非日常』だと話す二宮氏。

「だから、日常に入ってくる必要は無くて、会ってる時とかＬＩＮＥだけでも自分のこと好きそうにしてくれれば良いんです。一緒にいるその部屋だけでいい。

　これまで、交際クラブで出会った子で、顔はめちゃくちゃ可愛いけど匂いがすごい子がいたり、服装がちょっと、アニメみたいというかロリータというか、お食事する場所に連れて行くのはちょっと恥ずかしい、みたいな子もいて、それも非日常の出会いでしたし、一番驚いたのは、プレイが進む毎に課金される女の子とか。

　普通にホテルに行って、お手当て渡すんですけど、そのあとで、おっぱい舐めますって言うと『プラス５０００』『あー入れるなら諭吉１枚追加』『生なら２枚追加で』とか言われて。『おっぱいは大丈夫です……』『入れなくても良いです……』『生なんて滅相もございません……』って、結局服だけ脱がして終わり、っていう子もいました。今思うと、デリヘル嬢だったのかもしれませんね。

　そんな思い出も色々ありますけど、自分の生活からパパ活が無くなったら大変だなと思います。仕事への活力に繋がるし、全てのモチベーションになっているような気がします。奥さんがいて、他に２人セックスするお気に入りの女性がいて。そんな生活が送れるなんて思ってもいなかったですからね。

　一緒にいる時、常に僕のおちんちんを触ってる女性が存在するっていう非日常は、やっぱり楽しいですよ」




　お互いに、浮気してるだろうな、と思いつつ、あえて突っ込まないという二宮夫妻。相手が浮気してるかも、不倫してるかも、風俗に行ってるかも、と思っても、あえて突っ込まないという女性の話も周りでよく聞く話である。もしかしたら、〝グレーはグレーのまま、あえて白黒付けずに現状維持〟という夫婦は、日本で一番多い形態なのかもしれない。

『夫婦とは言え他人だから人間関係は60％くらいがちょうど良い』というのは、先達の知恵だ。仏教でも『中道』の考え方が大事と言われる。確かに、付かず離れずの距離が一番揉め事が無いのだろう。これもまたひとつの正解の形なのだろうなと、二宮氏の話を伺って思った。










おわりに　彼女たちは何を売っていたのか







価値と欲

　交際クラブというシステムは、すごく便利だ。

　身元がしっかりした男女が登録していて、個人情報は会員登録の際に必要となるが、流出を防ぐプログラムが確立されているので外部に漏れる心配はない。

　男性は所定の金額を支払いさえすれば、面倒なやり取りはスタッフが代行してくれ、デートのセッティングまでしてくれる。

　女性は登録するだけで、普段出会えないような、経済的に余裕のある男性と知り合うことができる。選ばれるかどうかは本人次第ではあるが、見初められて華やかな生活にシフトする女性は確かに存在するので、夢がある。

　交際クラブを利用する男性は、皆「心の通ったお付き合いがしたいのです」と口を揃える。男性が風俗店を利用するのではなく、わざわざ高額なお金を支払ってまで交際クラブを利用する理由は、この一言に全てが集約されている。




　パパ活を行う男性の経済状況も様々だ。本当に余裕がある足長おじさんタイプの男性もいれば、ギリギリの生活費の中から頑張って費用を捻出する人もいる。

　お金に余裕があろうがなかろうが、男性は女性に感謝されたいのである。

　女性が、好きでもない男性にカラダを売ることが苦痛なように、男性だって、好きでもない女性にお金をむしり取られるのは嫌だと感じている。

　だから、交際クラブはパパ活の中でも『疑似恋愛』の要素が強いのだろうと結論付ける。

『疑似』でもいいから、そこに『恋愛感情的な何か』が介在するとなれば、なんとなく、気持ちの落とし所を見つけることができるのではないだろうか。

　割り切りたい女性と、割り切れない男性の姿がそこにある。

　それぞれが持ち寄る葛藤や事情は、とても人間臭くて、興味深い。

　パパ活面接官は、そんな男女の機微に、いちばん近くで触れることができる仕事だ。




　さて、交際クラブにおいて、彼女たちが売っていたものは何であったのか？

『夢』『癒し』『非日常』『時間』『承認』『世界観』『信頼』『活力』『人間としての魅力』など色々な言い方ができると思うが、男性の性欲と女性の金欲を満たすためだけに、カラダ（セックス）だけが売られていたわけではないし、男性が買っていたものも、また、セックスだけではない。交際クラブは、やはり、風俗や売春とは一線を画していると感じる。




　印象的だったのは、「何よりお金が尊い」「お金と引き換えにしてるから搾取されてると思わない」といった女性の言葉や、個別インタビューに登場した「パパ活は自己肯定感が低い自分の救済措置」だと話す理恵子さんや、「相手からの奉仕」だと言う夏菜子さんなどのように『売る意識がない』女性の存在である。私が勤務していたサファイア倶楽部の推し活女子Ｆちゃんや、芸能界の枕営業を語ってくれたグラビアアイドルのＭちゃんなんかも同様である。

　他の女性でも、「最初は売春の意識があったけど、続けるうちにそれだけでないと感じるようになった」という女性は、交際クラブでの活動がそれほどストレスではなく続けられているようである。




　売春の何がいけないのか。

　魂が穢れる、心が傷つく、性病を患う確率が上がる、弱みにして脅される可能性がある、売春は犯罪である、犯罪ではないけれども道徳的に良くない、人権無視だ、といったネガティブなものから、売春は立派な職業、セックスワークは『ワーク』であるから誇り高き仕事だ、売春はセーフティネット、売春の何が悪い、売春でも高収入なら勝ち組……など、肯定的な意見も聞こえてくる。

　ちなみに、『売春は罪』だというのは、聖書の教えでもある。




　売春で魂が穢れると言われるのはなぜか。

　それは、セックスが肉体を使って行われるエネルギーの交換だからである。

　エネルギーには、良いものも悪いものもある。

　そして、性器というのは粘膜であり、生殖器は内臓であるから、吸収しやすい器官であり、相当にデリケートな体の部分を使ってダイレクトにエネルギーの交換をしていることになる。コンドームを使っていても、例えば、男性器を受け入れ続けている膣や子宮というものは、行為の間中、そのエネルギーを集中的に１点にぶつけられ続けているわけだ。

　相手の男性が、もし、劣等感や寂しさや苛立ちなど、ネガティブな気持ちを解消したくて買春していた場合、女性はその負のエネルギーを全て受け止めることになる。




　売春というものの定義は、売春防止法において『対償を受け、又は受ける約束で、不特定の相手方と性交することをいう』とある。

　不特定多数、ということは、会ったばかりの名前も知らない人だったり、お互いの背景をよく知らない人、ということである。そういう相手とする行為が、お互いに思いやりに満ちた愛情あふれるものである可能性は極めて低い。ほとんどの場合が、ただの欲望のハケ口としての行為であるから、一般的に「売春は魂が穢れる」と言われるのだろうと思う。

　しかし、そこで、もしも、互いを慈しみ合うような、良いエネルギーの交換ができる性行為が営まれるのであれば、魂が穢れることはないのだ。




　売春やパパ活、援助交際など、カラダを売ることが問題視され、話題になる時、安易に善悪だけでは判断しかねるのは、それぞれにそれ相応の事情があったりするからだが、大切なのは『そのカラダ（セックス）は誰のものか？』という視点ではないだろうか。




　今回、男性へのインタビュー時に同席してくれた女子高生のユキちゃんのように、まだ善悪の判断を誤りがちな、人生経験が少ない未成年の場合は周囲の干渉も必要だと思うが、成人した大人が自己責任で行うことであれば、その選択が、本人にとって幸せだと言うならば、第三者にその幸せを奪う権利はない。

　交際クラブで知り合った二人の交際が発展し、肉体関係を結ぶことになったとしても、それが売春に当たるのかどうかの是非を考えるのはナンセンスだ。




　そして、個人的な意見としては、未成年パパ活の温床となっているツイッターで活動しているユキちゃんのような子を、すぐに補導するとか、児童相談所に、というのは、地下に潜って援デリなどに流れる可能性もあるので、必ずしも正しいとは限らないのではないかということだ。本書の女性への個別インタビューでも、高校生時代に売春の経験がある女性が複数見受けられた。未成年の売春については、課題が多いと感じる。

　ＳＮＳで個人的にパパ活をするのは危険を伴う確率が高くなるので、18歳以上の成人であれば、交際クラブを利用する方がまだ安全だと思う。




　交際クラブは風俗ではないし、風俗のように割り切った関係ではないからこそ、生まれるドラマがある。

　人によっては心の隙間を埋めるものであったり、生きる糧であったり、単なる気分転換に利用していたり、結婚相手を探していたり、交際クラブに求めるものは様々である。

　ずる賢い人も純粋な人も、いろんな人がいる。

　単に性欲を処理したい人、その対価として収入を得たい人、夢を応援したい人、性的な搾取を受けず、夢だけを応援してほしい人。

　共通しているのは、人との出会いで、何かしら、今の自分の人生が変わることを願っている、ということだ。誰かと誰かが出会い、関係性が生まれ、絆となり、充実した時間を過ごす。

　探しているのは、統計から導き出されるような定型文の関係性ではない。自分と、まだ見ぬ誰かとの、未知の化学反応を期待している。

　皆、今の自分ではない何か、あるいはどこか別の次元に行きたいと、変化を望んでいる。

　しかし、「なんとなく」とか、「今の自分には何かが足りないと思うけど、それが何かはわからない」と漠然としたものを抱えたまま交際クラブに登録する人も、半数近く存在するように感じている。

　皆が皆、自分の中に答えがいつでも明確にある訳ではない。

　大きな青い海の中で、クラゲのように揺らぐ心情に、とてもフィットするのが、交際クラブなのではないかと思う。




　あなたは、どう感じただろうか。




　性愛の関係性には、恋人、夫婦といった一対一のリレーションシップ以外にも、不倫、浮気、愛人、セフレ、風俗、パパ活、セカンドパートナー、ポリアモリーなど、たくさんの種類がある。

　健全なパートナーシップの為には、この価値観が同じであることが望ましい。

　複数恋愛を好む人は、同じような考えのパートナーであれば、お互いオープンに嘘のない関係性を築けるし、一対一の関係性を望む人からすれば、パートナーの浮気や風俗などは心の殺人に等しく、傷付くのを避けるためにつかれた嘘でさらに精神的ダメージを受けることになる。不誠実な関係性を築くくらいなら、あらかじめ自分の価値観を素直に伝えておく方が、お互い、より深い理解が得られると思うのだ。




　最後に、単行本発刊に際しご尽力くださった彩図社の皆さま、こんな私を働かせてくれた銀座サファイア倶楽部の皆さま、取材に協力してくださったユニバース倶楽部さま、個別インタビューを受けてくださった皆さまに感謝の意を。

　特に、個別インタビューを受けてくださった方々は、初対面の私に本音をお話しくださり、その懐の深さに救われました。

　本当にありがとうございました。










【付録】パパ活用語集






参考サイト：【初心者必見】パパ活用語一覧

https://smartlog.jp/213344








・パパ／ｐぴー……女性を経済的にサポートする男性のこと。

・パパ活／ｐぴ活かつ……女性が経済的に余裕のある男性と食事などをして、その見返りに金銭的なサポートを得ること。

・パパ活女子……パパ活をしている女性のこと。

・ｐぴーｊじぇー……パパ活女子の略称。ｐ（パパ活）ｊ（女子）。

・交際／交クラ……交際クラブのこと。

・顔合わせ……パパとパパ活女子が初めて会うこと。お互いのフィーリングや条件などを顔合わせの時に話すことがほとんど。ホテルのラウンジやレストランなどで会うことが多い。交際クラブでは「セッティング」と言う。

・リピ……顔合わせしたパパ、パパ活女子と、もう一度会うこと。リピートの略。リピを繰り返したのち「定期パパ」「長期パパ」「月極パパ」へと発展していく。

・お手当て……パパからパパ活女子に渡すお金、お小遣いのこと。顔合わせでお手当てを渡すのは、パパ活界隈では当たり前なので、パパはお手当てをケチると良いパパ活女子に巡り会えないことが多い。

・お誘い……交際クラブで、男性会員からオファーが入ること。

・茶ちゃ飯めし……交際クラブでは顔合わせの際に一万円の交通費が渡される。これを利用して、顔合わせだけを行い荒稼ぎする女性は「茶飯女」と呼ばれる。茶飯を繰り返すだけでそれ以上の関係性を持つ気がないので、嫌がる男性が多い。

・相場……パパからパパ活女子に渡されるお手当ての平均金額のこと。関係や条件、パパ活女子の容姿などによって相場は異なる。アプリやサイトより、交際クラブの方が高単価になる傾向。

・都度……その都度、お手当てやプレゼントをもらうパパ活関係のこと。

・定期……定期的に会う関係を結んだパパ活のこと。大体は月に１～２回など、お互いに会う日数とお手当てを決める。

・月極……「月に○○円」と決めて会う関係のパパ活のこと。定期とほぼ同じだが、定期は会う回数を中心に決めるのに対して、月極は金額で決めることが多い。

・応援……お手当てとは別に、パパ活女子の個人的な事情に対して金銭的援助をパパがすること。学費や家賃が払えないから代わりに払ってあげる、将来の夢のための費用としてサポートしてあげる、など、パパ活女子の頑張りを評価したいと思ったときに援助をしてくれることが多い。

・大人……肉体関係を持つこと。「大人３」の意味は、「身体の関係ありで３万円」。

・膣ドカタ……ネットスラング。女性器である膣を使った肉体労働のこと。ＳＮＳ界隈のパパ活女子が自虐的に使いがち。交際クラブ周りでは聞かれない。

・プチ……本番行為なしの軽度の肉体関係がある関係のこと。

・デートパパ／デートｐ……ドライブや買い物などデートをしてくれるパパのこと。好きなものを買ってくれるだけで解散することがあるので、女性からすると、かなりありがたい存在と言える。パパによって好きなものを買ってくれるだけのパパや、買い物代とは別にお手当てをくれるパパもいる。

・食事パパ／食事ｐ……食事だけをしてお手当てをくれるパパのこと。どこかに出かけたり身体の関係を持ちかけたりしてこないので、女性からするとパパ活をする負担も少ない。はじめは食事を何回かしてから、太パパになったり月極パパになることが多い。

・太パパ／太ｐ……高額なお手当てをくれるパパのこと。キャバクラに太客と言われる「高額な会計をしてくれるお客さん」がいるが、そのパパ活バージョンと言える。

・神パパ／神ｐ……高額なお手当てをくれるだけでなく、性格も良いパパのこと。一回会うだけで数十万のお手当てや、拘束時間も短くパパ活女子に負担をかけないように気を遣ってくれる神様みたいな存在。

・地雷パパ／地雷ｐ……お手当てをケチったり、無理やり身体の関係を迫ってくる悪質なハズレパパのこと。ツイッターで「＃地雷パパ」「＃ｐ活地雷」「＃シュガダ地雷」などと検索すると、色々な地雷パパが出てくる。

・ガチ恋／ガチ恋パパ／ガチ恋ｐ……金銭的サポートだけでなく、本当にパパ活女子のことを好きになっているパパのこと。パパ活と割り切った関係でなく、彼女として接してこようとしているパパが多い。パパ活女子に惚れ込んでいる分、お手当ても多くなることがあるが、彼氏気取りになったり束縛してきたり少々面倒臭いことも。一歩間違えると、ストーカーになる可能性もあるので、注意が必要。

・サイポリ……サイバーポリスのこと。交際クラブでは写真付きの身分証明証の提出が必須なので未成年が紛れ込むことはないが、ツイッターやアプリなどＳＮＳ上では未成年がパパ活をしようとしていることがあるため、注意が必要。
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